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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
























カバー・口絵　原画　大和田直之




仕上げ　日比智恵子

背景　Ｓｔちゅーりっぷ




本文イラスト　大和田直之










目次










第一章　天てん地ちが不ふ思し議ぎな夢を見てから半年……。


第二章　天地は忠ちゆう実じつに二人が来るのを待っていた。


第三章　「天地様、痛いわ……」


第四章　「お姉様なんか……」


第五章　「阿あ重え霞か皇おう女じよ、緊きん急きゆう会かい見けん！」


第六章　「ちくしょう……」







あとがき



















千ち重へ振るや、雪を廻めぐらす雲の袖そで、

さすや桂かつらの枝々に、光を花と散らすよそほい、

月に散る、花の蔭かげゆく夢めぐり、

運ぶ歩あゆみの数よりも、積つもる桜の雪の庭、

夢ゆめ現うつつとも分かざるに、

花振りくだる、春の夜の、

月にかかやく乙をと女めの袂たもと

返かへす返がへすも面おも白しろや。










第一章　天てん地ちが不ふ思し議ぎな夢を見てから半年……。









　天地が不思議な夢を見てから半年……。




　桜の季節は過ぎ、若葉に続いて梅つ雨ゆが明けると一ひと際きわ眩まぶしい真夏の日ひ差ざしが輝かがやき、去って行った。

　今はもう秋である。

「ずいぶんいろんなことがあったなぁ……」

　天地は読みさしの本から顔を上げると、窓の外を音もなく降る雨に目をやった。

　雨だから畑仕事は休み、天地は何となくひとり静かにしていたくなって、晴せい耕こう雨う読どくの真ま似ねをしているのであった。

　机つくえに開いた本は別に高こう尚しようなものではない、旅行のガイドブックだったりするのだが、それでも部屋にいて心を遊ばせるにはちょうどいい。

「温おん泉せんかぁ……今年の夏はあの事件があってどこにも行けなかったし、ちょっと父さんに言ってみようかなぁ……」

　あの事件、というのはもちろん、柾まさ木き家けにいきなり見知らぬ女の子が押しかけてきた事件のことである。

　明日あしたからお盆ぼんというよく晴れた夏の日、柾木神じん社じやから下りてくる石段の途と中ちゅうで天地は「パパ！」と呼ばれたのだった。

　麻ま由ゆ華かと名乗るその娘こは柾木家がひっくり返るほどの騒さわぎを引き起こし、天地の胸に焼き付いて離れない笑顔を残して去って行った。

　いや、去って行ったわけではない、今は鷲羽わしゆうの研究室にいるのだが……。

　ちりり、と涼すずしげな音が鳴った。

　風ふう鈴りんではない、天地の部屋に設もうけられた通信機能付きの端たん末まつである。

　なぜかコガネムシ型をした端末は、羽はねを広げるとブーンと羽は音おとを立てて天地の机の上に飛んで来た。

「天地殿どの、いる？」

　天地は声を聞くと首をもたげて見上げているコガネムシの頭に指を触ふれた。

　とたんに空中ウィンドウが開く。

「お忙いそがしくなければ研究室まで来ない？」

「どうしたんですか？」

　天地は鷲羽の冴さえたエメラルドグリーンの瞳ひとみを見返した。

「宝ほう玉ぎよくが分ぶん裂れつを始めたの。見み逃のがすと損そんするわよ」

「ホントですか？」

　天地はガイドブックをそのままに立ち上がった。

「今下りていきますから」

　鷲羽が得とく意いげに笑ったのも見ずに天地は階段を駆かけ下り、居い間まにいた阿あ重え霞かを驚おどろかせた。

「天地様、どうなさったの？」

「研究室で……」

　続きは聞こえてこなかった。

　柾木家と亜空間を隔へだてるドアがシュッと音を立てて閉まったからである。

「これが……」

　天地は培ばい養よう槽そうの中に浮かぶ多面体の結けつ晶しようを見て目を丸くした。

　ルビーのような透すき通る赤の多面体は手のひらに収おさまらないぐらいの大きさになり、培養液の中ではかなげに脈みやく打うっている。

「そう、これが麻由華ちゃんになるのよ」

　鷲羽は天才科学者らしく白衣を着たまま、得意げに微ほほ笑えんだ。

「天地殿が闇やみの世界から持ち帰った結晶は情報を物質化したもので、静的状態だったわけ。放ほうっておけば何万年もそのままでいたでしょうね。様さま々ざまな条件を整ととのえつつ、情報を静的状態から動的状態に変へん換かんする。一言で言えば目め覚ざめさせたわけね。ほら、この星にも何千年前の種子を発はつ芽がさせるのに成功したっていう例があるでしょ？　簡単に言うとそういうことなの」

「へぇ……」

　天地はまじまじと結晶を見つめた。

「これ、ホントに人間になるんですか？」

「地球人かどうかと言われれば、純じゆん粋すいにそうとは言えないけどね。樹じゆ雷らい皇おう家けの言い方を借りれば何しろ闇の血が混まじってるんだから」

　鷲羽はおもしろそうに笑った。

「ま、生まれちゃえば関係ないわね。この子は紛まぎれもなく地球生まれで、日本語を母ぼ国こく語とする日本人になるはずよ。その辺の赤ん坊と変わりないわ。名前だって新しくつけてやってもいいのよ」

「うん……」

　天地の脳のう裏りに夏の空のような麻由華の笑顔が浮かんだ。

「やっぱ麻由華ちゃんがいいかな。きっと可か愛わいい女の子になるでしょうね」

「赤ちゃんはみんな可愛いですわ」

　いつの間まにか阿重霞が来て、優やさしい眼まな差ざしで微笑んでいた。

「違うね。きっと手に負おえない悪ガキになるのさ」

　魎りよう呼こまでにやにやしながら培養槽を覗のぞき込んでいる。

「世せ間けん知らずのお姫ひめ様さまなんかに育てられたらそうなるに決まってんじゃないか」

「前科二百四十七犯の宇宙海かい賊ぞくよりマシですわ」

　阿重霞はツンと顔を背そむけ、天地に同意を求めた。

「でしょ？　天地様」

「足して２で割ると……もっとすごいことになりそうだな」

　天地は想像せずにはいられなかった。

　小さな赤ん坊の頭越ごしに魎呼と阿重霞が育児方ほう針しんで言い争い、砂さ沙さ美みと鷲羽が呆あきれ顔で見守っている。

　食べ物ひとつ、着るものひとつとっても、二人の趣しゆ味みが一いつ致ちするとはとても思えないのだ。

　着るものはお姫様で中身は海賊？　それともファッションは勇ましいのに中身はお嬢様？　いや、きっと女の子らしく育てたい父さんの意い向こうとか柾木流光こう鷹おう剣けんの修しゆ行ぎようもさせたいじっちゃんの意向とか、銀ぎん河がアカデミーなみの教育を授さずけたい鷲羽ちゃんの意向とか、それはそれは色々な主義主張が集中するに違いないのだ。

　たったひとりの赤ん坊に。

「これから大変だなぁ」

　天地はまだ人の形をしていない結晶を覗き込み、思わずため息をついた。

「麻由華ちゃん、大だい丈じよう夫ぶか？」

「何だよ、生まれてもいないのにもう先の心配してんのか？　天地おまえ、気が早いなぁ」

　魎呼がすぐ隣となりに身を寄せてきた。

「天地様は心からお優しい方なのですわ。わたくしも天地様を見み習ならって、優しい母親になりますわね」

　阿重霞が反対側に身を寄せる。

「阿重霞さんも魎呼もきっと、いいお母さんになるさ」

　両側から二人の温ぬくもりが伝わってきて、ほんのりと天地の心を包つつみ込んだ。

「砂沙美ちゃんには妹、鷲羽さんにはきっと生せい徒とになるんだろうね」

「あら、私はお母さんじゃないの？」

　鷲羽が耳みみ聡ざとく聞きとがめる。

「いやまぁ、そういう意味じゃなくって」

　天地は困こまったように微ほほ笑えみを浮かべた。

　確かに麻由華の元を育てているのは鷲羽なのだが、白衣の鷲羽はとても母親には見えないのだ。

「天地殿だってとても父親には見えないわよ」

　相あい変かわらず鷲羽は鋭するどい。

「ま、いいわ。どうせこの家の中で唯ゆい一いつ育児の経けい験けんがあるのは私と信のぶ幸ゆき殿どのだけだし、そうすると誰だれが引き受けることになるのか目に見えてるもの」

　鷲羽は笑い返すと、見物人たちを追い出しにかかった。

「さ、見ているヤカンは絶対沸わかないって言うでしょ。別にすぐ人の形になるわけじゃないんだから今日の見学会は取りあえずおしまい」

　研究室を出てからも、くすぐったいようなだが甘やかな気分は続いていた。

　まだ結婚もしてないのに生まれる子を待つって、イレギュラーだよな……。

　天地は思ったが、それはけっして嫌いやな気分ではなかった。

　九月の雨は音もなく降り続き、夜に入っても途と切ぎれることなく冷え冷えと植木を濡ぬらし続けていたが、天地の胸には穏おだやかな喜びの灯ひがともり、眠りに落ちるまで温もりを投げかけていた。




「阿重霞はいるか？」

　勝かつ仁ひと、阿重霞にとっては兄の遥よう照しようが訪たずねてきたのは次の日の午後のことだった。

　朝のうちに止やんだと思った雨はすぐまた降り出し、まるで梅つ雨ゆのような肌はだ寒ざむさである。

「まぁ、お兄様、どうなさったんですの？　わたくしに何か御ご用ようですの？」

　退たい屈くつしていた阿重霞は喜よろこんで兄を迎むかえ入れ、遅れて顔を出した天地と鉢はち合あわせしそうになった。

「うむ」

　勝仁はいつも通り飄ひよう々ひようとした様よう子すで天地の脇わきを通り、リビングのソファに腰こしを落ち着けた。

「茶をもらおうか。玉ぎよく露ろでな、湯の温度は六十度。和わ三さん盆ぼんを添そえてくれるとなおいいな」

「は、はい」

　阿重霞は台所に行ってヤカンに湯を沸かし、化学実験なみの慎しん重ちようさでとっておきの玉露を淹いれ、これまた客用の銘めい々めい皿ざらに茶席用の干ひ菓が子しを載のせてしずしずと戻もどって来た。

「じっちゃん、どうしたんだよ？」

　こちらも暇ひまにしていた天地が早さつ速そく尋たずねる。

「今日は畑は休みじゃな」

　勝仁は茶を口に含ふくむと満足げに頷うなずいた。

「うむ、阿重霞も茶に関しては一人前じゃの」

「ありがとうございます」

　阿重霞は軽く会え釈しやくを返し、心中ひそかに首を傾かしげた。

　お兄様ったら一体、何しにいらしたのかしら。

　この雨の中、ただお茶を召めし上がりにいらしたとも思えないし……。

「阿重霞、この星は美しいじゃろう」

　勝仁は窓の外を眺ながめ、目を細めた。

「涼すずしくなってからこう、梅雨のように降り続く雨を秋しゆう霖りんと言うのじゃ。秋ついりとも言ってな、なかなか趣おもむきがあるじゃろう」

「そうですの」

　阿重霞は判はん然ぜんとしないまま、庭に目をやった。

　勝仁について裏山を歩き、良いものを選んで引いてきた秋の七草が絹きぬ糸いとのような雨に濡れて頭こうべを垂たれている。

「七草と言えば、萩はぎ、尾お花ばな、葛くず、撫なで子しこ、女郎花おみなえし、藤ふじ袴ばかま、それに桔き梗きようでしたわね」

「よく覚おぼえた」

　勝仁は再び頷いた。

「阿重霞、おまえもずいぶんこの星に馴な染じんだのぉ。日本の女としてここで暮くらしてももう不自由あるまい」

「お兄様？」

　勝仁はようやく目を転じ、阿重霞に向き直った。

「船ふな穂ほ母上から昨日、連絡があった。父上が失しつ踪そうしたそうだ」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、兄の言葉が理解できなかった。

「今、なんと……」

「父上が行ゆく方え不明になられたのじゃ」

「行方不明ですって!?」

「樹じゆ雷らい皇おうが？　いつ!?」

　天地はあまりの唐とう突とつさに半はん信しん半はん疑ぎで聞き返した。

「どうして？　何があったんだ？」

「まあ待て」

　勝仁は落ち着き払ったまま玉露を飲み干ほすと、ソファに背をもたせかけた。

「樹雷時間で一週間前、地球時間で言うと十日あまり前……樹雷と地球では公転周期が違うからなんじゃが、父上はその日御ご公こう務むがお忙いそがしくてな、やっと一段落ついたところでちょっと出掛けてくる、そうおっしゃったそうじゃ。船穂母上も美み砂さ樹き母上もまさか、一週間経たっても帰ってこないなどとは夢にも思っていなかった。それでも時々は狩りに出掛けて次の日の夜まで音おと沙さ汰たなし、ということがないでもなかったので、とにかく待とう、そう話し合ったんじゃ。三日経って父上の船が樹雷の哨しよう戒かい域いきを抜けて後、一いつ切さいの連絡を絶たっていたことが分かった。父上の船は皇家でも最高位の船じゃ。行方をくらまそうと思えば下位のシステムには打つ手がない。ここにきて母上たちは父上の失踪がある程度計画的に行おこなわれたことを推すい測そくした。同時に、最高評ひよう議ぎ会かいの面々にも父上失踪の事実を公表せざるを得ないと判断を下した。阿重霞はよく知っておるだろうが天地、樹雷の皇家は柾木家だけではないのだ。柾木家のほか三つの皇家があってな、最高評議会はこの四大皇家のメンバーで構成されておる。中には性しよう根ねの宜よろしくない者もいて、柾木家の失しつ態たいについて厳きびしい者もいる。だが隠かくし通しておってもいずれ知れることだし、隠しておったことでまた責任を追つい及きゆうされるのも得とく策さくでないと思われたのだろう、両母上は樹雷皇阿あ主ず沙さのおたわむれという形で父上の不在を明らかにされたのだ」

「お戯たわむれですって？　お父様はどうして失踪など……」

「母上たちにも分からぬのだ」

　勝仁は青ざめた阿重霞を気き遣づかわしげに見やった。

「真相は父上の胸の中じゃ。とは言え、そう深しん刻こくな事情ではあるまい、わしはそう思うがな」

「何な故ぜですの？　もしかして危険な目にあっていらしたらどうするのです？」

「いや、その心配はないだろう。落ち着いて考えてごらん」

　勝仁は阿重霞を宥なだめるように身を乗り出した。

「父上の船は、津つ名な魅みを除のぞけば樹雷最強の船じゃ。父上自身も全皇家のうちで一、二を争う腕うで達たつ者しや、樹雷皇と知って襲おそうような馬ば鹿か者ものはまず、銀河にはおらんだろうよ」

「でも……」

　阿重霞は思わずこめかみを押さえた。

「どうして？　なぜ急に？」

「知らぬ。まぁ強しいて言えば柾木家代々の気き性しようじゃないかな。父上も男じゃ。たまには自由の空気を味わいたくなったとしても別におかしくはなかろう」

「…………」

　阿重霞は眉まゆを寄せ、理解しがたいというように落ち着き払った兄の顔を見返した。

「で、お兄様はどうなさるおつもり……」

　と、阿重霞はハッとしたように腰を浮かした。

「では今、樹雷皇家は誰だれが治おさめておりますの？」

「両母上が代理として治めておられる。阿重霞、おまえは心配せずともよい」

「お母様がなにかおっしゃったのね？」

　阿重霞はさすがに鋭するどかった。

「お戻もどりになるようおっしゃったんでしょう？　お兄様は樹雷にお帰りになるのね？」

「いや、逆なのじゃ」

　勝仁の表情がわずかに曇くもった。

「母上は戻らなくともよいとおっしゃったのだ。遥照、おまえは柾木家の長だし阿重霞は天地殿のおそばにいたいでしょう、父上の気まぐれで地球の柾木家を引き裂さくようなことは望みません、とな」
















「どちらのお母様ですの？」

　阿重霞は尋ねた。

「船穂母上だ。だから怖こわいのさ」

「美砂樹母上は？」

「無理して戻って来なくとも大だい丈じよう夫ぶ、とおっしゃった」

　阿重霞は考え込んでしまった。

「わたくし……」

　思わず天地の方を振り向く。

「どうしたらいいのでしょう？」

「え、あの……」

　樹雷皇が失踪!?

　まだよく事情がのみ込めないまま、天地は答えた。

「やっぱり一度戻って様よう子すを見て来た方がいいんじゃないですか。阿重霞さん、第一皇おう女じよなんだし、美砂樹さんは阿重霞さんのお母さんじゃないですか。こんな時だから多分、顔を見たいと思ってますよ」

「そう、そうですわね」

　今度は兄の方を向く。

「行けばすぐ戻るわけにはいかなくなるぞ。そのつもりがなくともそうなる」

「でも……」

　勝仁はしばらく黙だまって考えを巡めぐらせているように見えた。

「どうも父上に担かつがれているような気がするが、まぁおまえの思うようにするが良い。一晩ゆっくり考えてから決めなさい」

　勝仁は立ち上がった。

「思い詰つめてはいかんぞ。何せ父上のことだ、おまえが戻ったとたん、どこからか現れるかもしれんからな」

　勝仁はにやりと笑うと置き土産みやげに阿重霞の頭を撫なで、来た時と同じく飄ひよう々ひようとした足取りで帰って行った。

　阿重霞は気も漫そぞろのままその後ろ姿を見送っていたが、兄の姿が見えなくなると唇くちびるをきっと結んだまま研究室のドアを叩たたいた。

「鷲羽さん、いらっしゃる？」

　振り向いた阿重霞の表情は強こわばっていた。

「お母様に連絡して確かめてみますわ。天地様もどうぞいらして下さいな」




　樹雷皇が失踪？　一体何が起こったんだ？




　そこから一歩も考えが進まないまま、天地は阿重霞の後について研究室のドアをくぐった。




「たっだいま～～！」

「お帰り、砂沙美ちゃん。濡ぬれなかったか」

　阿重霞のかわりに日中どこかに行っていたらしい魎呼が出で迎むかえた。

「うん。お姉様は？」

「さあな。ドーナツ食うか？」

　魎呼は箱ごと差し出すと、プレゼントカードの銀剝はがしを始めた。

「ちっきしょー、あと一点足りねぇや」

「あっそれ、お弁当箱がもらえるやつ？」

「うん。砂沙美ちゃん何色がいい？」

「黄色！　あ、どうしようかな」

　魎呼と砂沙美は仲良く額ひたいを突き合わせ、プレゼントの品選びを始めた。

「魎呼お姉ちゃん、十月十八日は運動会だよ」

「運動会？　またやるのか？」

「毎年やるんだよ。それでね、明日の体育はリレーの選手選びするの。砂沙美、なれるかなぁ……なれるといいな」

「応おう援えんなら任まかしときな」

　和室の座ざ布ぶ団とんの上で仲良く丸まっていた魎りよう皇おう鬼きと子猫が砂沙美の声を聞き付けて伸びをしながらやってきた。

「魎ちゃん、ミソカちゃん！　ドーナツ食べる？」

「みゃ？」

　晴れでも雨でも曇くもりでも元気いっぱいの小学生と元宇宙海賊と、子猫にべったり懐なつかれた宇宙船は仲良くドーナツを食べ始めた。

「砂沙美、帰ってたの？」

　阿重霞が居間の入り口に放ほうり出されたランドセルを持って入ってきた。

「あ、お姉様。どこにいたの？」

　阿重霞はそれには答えずに眉まゆを曇らせたまま腰を下ろした。

「砂沙美、今週の土曜は休み？」

「うん、第四だから」

「明日学校が終わったら、お母様たちに会いに行きましょう」

「えっ、樹雷に帰るの？　どうして？」

　無む邪じや気きに首を傾かしげた妹を見て決心が固まった。

　砂沙美はまだ子どもなのだ。

　今真実を話しても混乱するだけでかえって可か哀わい想そうなことになる、と。

「美砂樹お母様も船穂お母様も、砂沙美に会いたいんだって。久しぶりだし、たまには顔を見せに行きましょう」

　阿重霞は精せい一いつ杯ぱい何げなく振るまい、ウソがばれぬように祈いのった。

「うん、いいよ」

　答えたものの、砂沙美は戸と惑まどっているようだった。

「じゃ、由ゆ紀きちゃんと遊べなくなっちゃうな」

「急なことですもの、お姉様が謝あやまってあげましょうか」

「ううん、いい。砂沙美の大親友だもん、そんなに気を遣つかわなくて大だい丈じよう夫ぶだよ」

「なんだおめー、里帰りかよ？」

　興きよう味み津しん々しんで耳をそばだてていた魎呼が早さつ速そく口を挟はさむ。

「急に親孝こう行こうしたくなるたぁどういう風の吹ふき回しだ？　阿重霞おめー、何があったんだよ？　また見合い話でも持ち上がったのか」

「魎呼さんには関係ないことですわ」

　冗じよう談だんに取り合うどころではない阿重霞はつけつけと言い返し、魎呼をムッとさせた。

「あ、そう。関係ない、ね。確かにあたしゃ皇家とは何の関係もない一いち庶しよ民みんだもんな。いいぜ、ここの留る守すはあたしと天地で守るからゆっくり羽はねでも何でも伸ばしてきな」

　魎呼はさっと天地のそばに瞬間移動し、腕を回してもたれかかった。

「魎呼お姉ちゃん、またケンカになるよー」

　砂沙美はまたかという顔で二個目のドーナツを齧かじり出した。

「いいのいいの。ケンカ売ってんのはそっちで、あたしじゃないもんね」

「魎呼、止よせよ」

　真しん相そうを知っている天地ははらはらしながら魎呼の腕を外はずし、阿重霞の顔を盗ぬすみ見た。

「あら、休みを利用してお母様に会いに行くだけですわ。別にあなたに言われるようなことは何にもありません」

「ふーん……やっぱり何かあったんだな」

　魎呼は眼めを輝かがやかせた。

「何があったんだよ？　教えろよ。おんなじ家の中で暮くらしてる家族だろ？　鷲羽には話せてもあたしにゃ言えないってか？　天地、おめーも知ってんだろ？　あたしゃ別に何にもしねぇから教えてくれよ。言わねぇとキスするぞ」

　魎呼はにやにや笑いながら天地を羽は交がい絞じめにすると、そのまま梁はりの上に飛び上がった。

「魎呼！　止せってば、ふざけてる場合じゃないよ」

　天地はぞっとしながら遥はるかな床ゆかを見下ろした。

　魎呼はいつもこんなところから俺おれたちを見ているのかと思うと、住む平面が最初から違うのではと思えてくる。

「なになに？　そんな深しん刻こくなことなのか？　じゃなおさら言ってもらわなきゃな」

　魎呼は大おお喜よろこびで天地を抱きかかえたまま頰ほおを寄せた。

「阿重霞、おめーも頑がん固こだな。そんなに人に言えないことなのか？」

「やめて下さい！　樹雷皇家の一大事なんです！」

　阿重霞はすっくと立ち上がり、怒いかりに身を震ふるわせて魎呼を睨にらみつけた。

「はァ??」

　魎呼は目を丸くし、砂沙美はドーナツをくわえたまま手が止まってしまった。

「お姉様、一大事ってなあに？」

　阿重霞はしまったと思ったが時既すでに遅しである。

「魎呼、いいかげん降ろしてくれよ」

「あ、ああ」

　魎呼は風船がしぼむようにゆっくり空中を漂ただよい降りてくると、途中で天地を抱かかえていた手を離した。

　落差が１メートルを切っていたのは幸さいわいである。

「お姉様ったら！」

　阿重霞はちらり、と妹に目をやった。

　ありありと顔に困こまったと書いてある。

「砂沙美、びっくりしないでね。実はお母様から連絡があって……お父様が行方ゆくえ不明になったの」

「ユクエフメイ？」

　砂沙美はきょとんとした。

「行方不明って……ニュースとかでやってる……お父様見つからないの？　死んじゃったの？」

「違うのよ」

　砂沙美の明るい瞳ひとみが曇るのを見た阿重霞は慌あわてて駆かけ寄った。

「それは生死不明ってやつでしょ？　お父様はただ、黙だまってどこかにお出掛けになっただけなのよ。連絡を忘れたものだからお母様たちも心配なさってるの。大だい丈じよう夫ぶ、すぐに帰ってらっしゃるわよ」

「だって分かんないんでしょ？」

　砂沙美の瞳が潤うるんだ。

「お父様どうしたの？　お母様たちとケンカしたの？」

「そんなことあるもんですか」

　阿重霞は一瞬ドキッとした。

　いけない……わたくしがしょっちゅう魎呼とケンカするものだから、この子はそういうふうに発想するようになってしまったんだわ……。

「砂沙美、すぐお母様のところに帰る！　魎呼お姉ちゃん、魎皇鬼貸かしてよ」

　砂沙美はけなげにも涙なみだをこらえて立ち上がった。

「そりゃいいけどよ」

　魎呼は不ふ穏おんな顔で振り向いた。

「おい阿重霞！　おめーなんでそんな大変なこと黙ってたんだよ？　別にあたしはおめーが憎にくくてケンカしてんじゃねぇんだぜ。困ってるんなら困ってるって素す直なおに言えよ。そしたらいくらでも助けてやるのにさぁ」

「わたくしだってさっきお兄様から聞いたばかりなんです」

　阿重霞はキッと顔を上げた。

「様よう子すを見てみないことには分からないじゃないですか。お兄様はわたくしに下げ駄たをお預あずけになるし、わたくしだってどうしていいか分からなかったんですわ」

「なんだ、要するにじっちゃんは楽したいんだな」

　魎呼はにやにや笑った。

「違います！」

　阿重霞の頰ほおに血が上る。

「お兄様は樹雷皇家の第一皇おう子じです。ご自分のことは一言もおっしゃらなかったけど、今まで戻る気はないと公言していたのに今帰ったらそれこそ複ふく雑ざつなことになりますわ。だからわたくしに相談なさったんじゃないの。色々考えるとわたくしが戻るのが一番いいんです」

　どうしていきなりこんなことになってしまったのかしら……阿重霞は思ったがもう留とどまりようがなかった。

「明日の午後、樹雷の船が迎むかえに参まいりますわ。魎呼さん、わたくしが留る守すの間、天地様と柾木家をよろしくお願いします。天地様をしっかりお守りして下さいね」

「ちッ……」

　魎呼は先手を打たれて思わず舌した打うちした。

「分かった。任まかせとけ」

　言うなり魎呼は姿を消し、後には気まずい空気が漂ただよった。

「お父様……」

　砂沙美は足元で心配そうに見上げている魎皇鬼を抱き上げ、温あたたかい毛皮にそっと頰ほおを寄せた。

「魎ちゃん、ごめんね。砂沙美、明日からいないんだ……ミソカちゃんをよろしくね」

「みゃー……」

　砂沙美を横取りされたと思った子猫が必死に爪つめを立てて伸び上がる。

　天地はひょいと子猫を抱き上げると、砂沙美の腕の隙すき間まに押し込んだ。

「砂沙美ちゃん、今から心配しててもしょうがないよ。阿主沙皇って、樹雷で一番強いんだろ？」

　砂沙美はこっくり頷うなずいた。

「ならどこにいようと大だい丈じよう夫ぶさ。今までだって遠くに出掛けて何日も帰らないことあっただろ？」

　砂沙美はまた無言で頷いた。

「くそッ、美み星ほしさんならもっと上じよう手ずに慰なぐさめられるのになぁ」

　ようやく砂沙美の頰に微かすかな笑みが浮かんだ。

「天地兄ちゃん、ありがと。砂沙美まで心配性しようになっててもしょうがないよね。もう大丈夫だよ」

　と、電話のベルが鳴った。

「はい柾木です。砂沙美ちゃん？　ちょっと待って」

　天地は砂沙美に受話器を手渡した。

「あ、由紀ちゃん？　ごめん、今日遊べなくなっちゃったの……うん、明日学校で話すから。真ま里り奈なちゃんにもよろしくね。ごめんね」

　砂沙美は受話器を置くとため息をついてランドセルの蓋ふたを開いた。

「天地兄ちゃん、ここで宿題やっていい？」

「今日遊ぶ約束してたの？　いいの？」

「うん」

「お姉様がおいしいココア淹いれてあげるわね。クッキーでも焼く？」

　落ち込んでしまった砂沙美を見かねたように阿重霞が声をかける。

「ううん、いい。さっきドーナツ食べたから」

　天地と阿重霞は顔を見合わせた。

「俺おれ、ちょっと買い物行ってくるよ。夕方までには戻るから」

「早く帰って来て下さいね」

　阿重霞は思わず天地の袖そでをつかみ、慌あわてたように手を引っ込めた。

　天地はその表情を見て胸が詰つまったが、結局何も言えずに玄げん関かんを出て行った。




　その日の夜……。

　阿重霞は一時間ほどうとうとしたところではっと目が覚さめてしまい、布ふ団とんを撥はね除のけて起き上がった。

「魎呼ってば……」

　誰だれも聞いていないので敬けい称しようを省しよう略りやくする。

　わたくしがいなくなったら、魎呼は天地様と……。

　胸をドキドキさせながらその続きを考えていた阿重霞は思わず両手を握にぎり締しめた。

　もし魎呼が天地様を……天地様が魎呼のことを……。

　はっきり言えばいいものを、阿重霞は体の芯しんからお姫ひめ様さまなのでその続きが口に出せないのだった。

　もしそうなったら、わたくしは一体どうすればいいのかしら？

　天地様を諦あきらめる？

　それとも戦う？

　いえいえ、そんなことができるわけないわ、天地様だってそんなことなさるはずがないわ。

　いささか脈みやく絡らくのなくなった頭であれこれと考えているうちに、阿重霞はだんだん腹立たしくなってきた。

　お父様さえちゃんとしておいでならこんなことにはならなかったんですわ！

　もしお父様がお戻もどりになったらわたくし、徹てつ底てい的てきに文もん句く言ってやりますわ。

　まったく、皇家も臣しん民みんも母上もほったらかして一体なにをなさっているのかしら。

　天地様のことだって本当は悪く思ってらっしゃらないのに、父親の沽こ券けんを振り回して隙すきあらばわたくしたちを連れ戻そうとなさったりして……。




　この頑がん固こ親おや父じ！　横おう暴ぼう！　自分勝手！




　阿重霞の罵ば詈り雑ぞう言ごんはボキャブラリーが上品にできているので全然迫はく力りよくが出ないのだった。

　これが魎呼さんならもっとバッチリ相手をたたきのめすような悪口を言えるに違いない、と阿重霞は思い、敬称をつけたり外はずしたりしている自分に気づいて頰ほおを赤らめた。

　我われながらずいぶんあからさまだと思ったのである。

　一方魎呼は屋根のてっぺんに座すわってむしゃくしゃした気持ちを持て余あましていた。

「阿重霞のヤロー……」

　こちらは最初から一いつ貫かんして敬称略である。

　自分がいなくなったらあたしがすぐ手ェつけると思ってやがるな。

　砂沙美ちゃんもいなきゃやりたい放題、真まっ昼ぴる間まから天地を押し倒してああしてこうして、なんて思ってやがるな。




　あたしのことなんだと思ってるんだ!?




　さかりのついた猫かなんかか？

　魎呼は思わず拳こぶしを固めて鬼おに瓦がわらをぶん殴なぐりそうになったが、そう疑われても仕方がないような自分の普ふ段だんの言動を思い出して頰を赤らめた。

「ちッ」

　思わず舌した打うちする。

　これじゃ動きが取れねぇじゃんか。

　天地に迫せまるたびに阿重霞の顔思い出してちゃ気分悪くてしゃあないわ。

　だからってせっかくのチャンスをよォ……。

「クソ阿重霞、あたしゃ好きにさせてもらうぜ！」

　魎呼はようやく雨の上がった空に向かって指を立てると、ふわりと浮き上がった。

「けったくそ悪わりィ。ニュージーランド沖おきでクジラでもからかってくっかな」

　魎呼がしょっちゅういなくなるのは、実はこんなワケがあったのである。




　翌朝、魎呼と阿重霞はお互たがい寝不足の顔をして口もきかずに朝ごはんをかっこんでいた。

　昨日よりは元気になった顔で砂沙美が学校に行き、天地が振り返り振り返り畑に行くと、阿重霞はさっそく自分の部屋に戻もどって見つかるとヤバそうなものをまとめ出した。

「こんなの置いといたら魎呼さんになんて言われるか……」

　阿重霞は秘密のノートを持ち物にまとめ、アンシブルからパーソナルデータをきれいに抹まつ消しようすると、ぼんやりと部屋を見渡した。

「バカね……またすぐ戻ってくるのに」

　わたくし、ずっとこの家にいたんだわ。

　一度も家を空あけたりしなかった。

　この家と一いつ緒しよに四季を感じ、花を咲かせ、ひとつひとつ家事を覚おぼえていった。

　天地様と一緒に……良き妻つまになろうと。

「なにしてるのかしら。おかしいわ、わたくし……」

　阿重霞は荷物をそのままに部屋を走り出ると、台所に入った。

「阿重霞さん、どうしました？」

　いつも穏おだやかなジョージが朝食の後片付けをしていた。

「いいえ、なんでもないの」

「お茶を淹いれましょう。どうぞおかけになって下さい」

　阿重霞はなぜかホッとして腰を下ろすと、良く整理され磨みがかれたキッチンを見渡した。

　そうだわ──何を思い詰めているのかしら。この家には鷲羽さんもいるし、ジョージさんもいる……。

「今日の午後、お迎むかえが来るんでしたね」

　ジョージは阿重霞の好きなハーブティーを一番お気に入りのカップで差し出した。

「こちらのことはどうぞご心配なさらずに。一ひと鉢はちたりとも阿重霞さんの大事な花を枯からしたりはしませんよ」

「ありがとう」

　阿重霞はやっと微ほほ笑えんだ。

　自分でも表情が和やわらいでいくのが分かる。

「天地様をどうぞよろしくお願い致いたします」

「まるで永ながの別れのようですね」

　ジョージは微笑んだ。

「わたしが毎日そちらにご報告致しましょう。それとも天地さんがいいですか」

「いえ、いいんです」

　阿重霞はこの物静かなロボットにからかわれていることに気づいて頰を染そめた。

「イヤですわ。そんなふうに見えますの？」

「阿重霞さんは柾木家の花ですから」

　ジョージは阿重霞がいっそう頰を染めるのを見てまた微笑んだ。




　午後も遅くなって池のほとりに集まった柾木家の家族は、樹雷の船から光の柱のような転送ラインが降りてくるのを黙だまって見守っていた。

「では天地様、お兄様、阿重霞は行ってまいります。信幸おじさまにどうぞよろしく、向こうについたらまたご報告致しますわ」

　阿重霞のそばには砂沙美、そして阿あ座ざ化かと火か美み猛だけが付き添そっている。

「砂沙美ちゃん、これ持ってきな」

　天地が買ってきたばかりのお菓か子しとゲームソフトの詰つまった袋を手渡した。

「天地兄ちゃん、ありがとう！」

　砂沙美はにっこり天地を見上げた。

「すぐ帰ってくるね。魎ちゃんとミソカちゃんよろしくね」

「阿重霞」

　魎呼はにぃッと笑って指を立てた。

「ま、せいぜいゆっくりしてきな」
















「わたくしが留る守すの間、阿座化と火美猛のかわりに玄関を守って下さいな」

　阿重霞は言い返し、砂沙美を促うながして光の柱の中に消えた。

　何も知らない美星が柾木家に電話をかけてきたのはそれから一時間後である。

「ええ～～、阿重霞さんが!?　砂沙美ちゃんも!?」

　なになにちょっと、かわりなさいよという清きよ音ねの声が電話の向こうから聞こえてきた。

「樹雷皇が失しつ踪そうですって!?……大事件だわ。アタシたち、もしかしたら異い動どうになるかもしれない……待って、そっちに行くわ」

　天地は受話器を持ったまま、運命の予感がひそやかに扉とびらを叩たたくのを感じていた。








第二章　天てん地ちは忠ちゆう実じつに二人が来るのを待っていた。









　天地は忠実に二人が来るのを待っていた。

　あれからすぐ清きよ音ねが電話を切ったので、それほど遅くならずに来るだろうと思ったのだ。

　部屋の中が暗いのに気づいて明かりをつけた時にはもうそれから一時間が経過しており、どうしたんだろうと思った時にはそれからまた三十分経過していた。

　天地はため息をついて手にしていた雑誌をサイドテーブルに放り出した。

　今までわき目も振らずに読んでいた割には何を読んでいたのかさっぱり思い出せない。

「こんばんは～♡」

　と、玄関の方からお気楽なハートマーク付きの声が聞こえてきた。

「天地さん、いますぅ？」

「遅くなっちゃってごめんなさい。これ、おみやげ。おせんべだけど」

　美み星ほしの後ろから清音がコンビニの袋を差し出した。

「あ、サンキュ。気ィ遣つかわなくてもよかったのに」

　迎むかえに出た天地は二人の顔を見てようやく人ひと心ごこ地ちついたような気分になった。

「もうビックリしちゃったわ。いきなりでしょ？　一体なにがあったのよ……って聞いてもしょうがないわよね。樹じゆ雷らいじゃ箝かん口こう令れいが敷しかれてるみたいだし」

「もう調べたんですか？」

　清音の顔を見て天地は普段忘れていることを思い出した。

　地球暮ぐらしも長いのですっかりバイト生活が板についているが、元々清音も美星も宇宙に名だたるギャラクシーポリスの一級刑事なのである。

「それとなく、ね」

　ミホキヨは居い間まのソファに腰こしを落ち着けた。

「ま、まだ失しつ踪そうと決まったわけじゃないわ。明日にでも戻もどって来るかもしれないんだし。しかし、樹雷皇おうが行ゆく方え不明とはね」

　清音は居間を見渡した。

　部屋の隅すみで腕組みしたまま壁かべに寄っかかっている魎りよう呼こと目が合う。

「なんだ！　あんまり静かだからいないのかと思ってたわ。どうしたのよ、ぼーっとして」

「別に」

　魎呼はそっけなく言い返した。

「あたしが静かにしてちゃいけないのか」

「そ、そんなことないけど」

　魎呼の目が険けん悪あくに吊つり上がりかけたのを見、清音は慌あわてて愛あい想そ笑わらいを返した。

「でも阿あ重え霞かさんも砂さ沙さ美みちゃんもいないと寂さびしいわね。いっつもいる人がいないとなんだか妙みような気分だわ」

「うん」

　天地が頷うなずき、しばらく会話が途と切ぎれた。

　とたんに虫の音ねが耳に飛び込んでくる。

　天地は何げなく時計を見、この時間はいつも大体ＴＶテレビがついていたのを思い出した。

　ちょうど夕食の始まる時間で、誰だれかしら何かしゃべりながら、時々画面にも目をやったり、お茶を飲んだりしているところだ。

「あ、俺おれ、お茶も出さなくて……」

　天地は立ち上がった。

「そういえば美星さんたち、晩ばん飯めしもう食べました？」

「ううん。バイト終わってそのまま来たから」

「あ、俺もだ。魎りよう皇おう鬼きにもまだニンジンやってないや」

　天地と美星と清音は思わず顔を見合わせ、笑い出した。

「砂沙美ちゃんがいないとこれだもんな」

　天地は炊すい飯はん器きの蓋ふたを開けた。

　スイッチを入れればすぐ炊たけるようにもうお米がといであった。

「あ、いけね」

　天地は舌した打うちしながらスイッチを入れた。

　砂沙美がちゃんと準備しておいてくれたのに、すっかり忘れていたのだ。

　だが飯だけ炊いてどうする？

　お茶漬けでも啜すするか？

　天地は諦あきらめて研究室のドアを叩たたいた。

「ジョージさん、ごめん。晩飯頼たのむわ」

　ジョージが顔を出し、台所から夕ゆう餉げの匂においが漂ただよい始めると、いつもの夜が戻ってきたような感じがした。

「二人とも、今日はウチでご飯食べていきなよ」

　話が阿重霞と砂沙美のことを離れて雑ざつ談だんに移り、魎呼も加わって食卓に笑いが戻ると天地は首くび筋すじの緊きん張ちようが緩ゆるんだような気がした。




　何やってんだろ、俺!?




　心の中で自分のうろたえぶりに苦にが笑わらいしながら、天地はそっと魎呼の横顔を盗ぬすみ見た。

　フツーにしてればいいんだ、フツーに。魎呼だってそうしてるじゃないか。

　そう自分に言い聞かせる。

　しかし、父さんが帰ってきたらがっかりするだろうなぁ。

　阿重霞さんと砂沙美ちゃんを見送れなくて。

　明日あさってにも樹雷皇が戻って来れば万ばん々ばん歳ざいなんだけどなぁ……あれ、また堂どう々どう巡めぐりしてる。

　夕食が終わり、クイズ番組を肴さかなに玄げん米まい茶ちやとかりんとうで盛もり上がった後あと美星と清音が柾まさ木き家けを辞じすと、天地はようよう二人が自分を気き遣づかってくれたことに気づいた。

「ま、心配しててもしょうがないわよ」

　清音が言うとさっそく美星が受ける。

「そうですよ～。あともうちょっとしたら阿重霞さんからアンシブルが来ると思うわ」

「天地様……」

　二人は声を合わせた。

「わたくしが戻るまで待っていて下さいませね！」

　魎呼がむくれたのはそうか、そういう意味だったのか。

　天地は思い出し笑いをし、明日からのことを思ってため息をついた。




　翌日。

　いつもより寝過ごした天地が階下に下りていくと、おみおつけのいい匂いが漂ってきた。

「おはようございます、天地さん」

　普段と同じにジョージが台所に立ち、テーブルにはもう朝食の用意がしてあった。

「あ、おはよう」

　砂沙美ちゃんは、と言いかけて危あやうく思い留とどまった。

「そうか。いないんだっけ……」

「天地、砂沙美ちゃんと阿重霞さんはいつ戻って来るって？」

　とっくに朝ごはんを食べ終わった信のぶ幸ゆきが新聞を片手に所しよ在ざいなげにニュースを眺ながめている。

「おっはよ～、天地ィ」

　昨日きのうの晩とは打って変わって上じよう機き嫌げんの魎呼がすっ飛んできた。

「よォ、なにしけたツラしてんだよ。今日は二人でどっか、ぱぁっと遊びに行こうぜ。どこがいい？　ハワイか、香ホン港コンか？」

「魎呼、よせよ」

　腕を回して絡からみつく魎呼をそっけなく振り払い、天地は食卓についた。

「鷲羽わしゆうさんは？　阿重霞さんから何か連絡なかったかなぁ？」

「御主人様は今朝はトーストとコーヒーをお召めし上がりでした」

　ジョージは振り返った。

「特にまだ連絡などはないようですが」

「あ、そう」

　そりゃ、昨日の今日だもんな……と天地は思ったが、気持ちは収おさまらなかった。

「阿重霞さんも大変なことになったなぁ。砂沙美ちゃんだけでも戻って来るといいんだがな」

　独ひとり言ごとのように信幸が呟つぶやく。

「父さん……」

　事務所は、と聞こうとして天地は今日が休日だということに気づいた。

　心の中で軽く舌した打うちする。

　昨日から調子が狂いっぱなしだ。

「ごちそうさま」

　天地は上うわの空で食事を済すますとソファの方に移動した。

「魎皇鬼、おまえこんなところにいたのか？」

「みゃ～……」

　砂沙美のトレーナーの上で子猫と一いつ緒しよに丸くなっていた魎皇鬼はちょっと顔を上げたが、また丸くなって寝てしまった。

「おまえも寂さびしいよなぁ」

　手を伸ばして子猫と魎皇鬼の両方を撫なでながら、天地は落ち着かない様よう子すでまた立ち上がった。

「なあ天地ィ、なにそわそわしてんだよ。メシも食ったし、もうやることないだろ？　今日はあたしと遊ぼうぜ」

　待ち構かまえていたかのように魎呼が寄ってきた。

「別に近ちか場ばでもいいや。アイスでも食いに行くか？」

「あのなぁ」

　天地は寒さむ々ざむとした曇くもり空にちらりと目をやった。

「アイスにはちょっと涼すずしいんじゃないか？　どっちにしろ俺、今日は家にいるよ。阿重霞さんから連絡入るかもしれないし」

　とたんに魎呼の目が吊つり上がった。

「なんだよ、昨日から阿重霞あえかって！　そんなに気になるんなら樹雷まで行ってくりゃいいだろ！」

「なんだよ!?」

　天地はムッときて言い返した。

「俺が行けるわけないだろ？　連絡ないから心配してるんじゃないか」

「おめーが心配したってどうにかなるもんじゃねぇだろ？」

　魎呼も負けずに言い返す。

「人がせっかく元気づけてやろうと思って気ィ遣つかってんのに。じゃあ家ン中で一日中ウジウジしてな！」

　魎呼はむくれるとそのまま姿を消してしまった。

「なんだ、あいつ」

　天地は呆あきれ顔で魎呼の消えた空間を睨にらんでいたが、ため息をついてまた腰を下ろした。

　悪いことしちゃったかな……心の中で呟つぶやく。

「なぁ、父さん。今日はどうする？」

「ん？　俺おれは午後から仕事があるから出掛けるけど」

「そっか……」

　天地はいつも阿重霞が座すわっているソファに目をやり、砂沙美のお気に入りのコーナーに目を移した。

　いつもいて当たり前の人が急にいなくなるとこんなに気になるものなのか……。

「阿重霞さん、戻もどって来るよな」

「どうした、急に」

　信幸は新聞を畳たたむと、サイドテーブルの上に放り出した。

「いや、樹雷皇がもし、何か月も戻ってこなかったら、阿重霞さん戻ってこれないんじゃないかなぁ」

「それはそれで仕方ないじゃないか」

　信幸はあっさり答えた。

「阿重霞さんは樹雷の皇おう女じよ様さまなんだからな。俺たちとは立場が違うんだよ。砂沙美ちゃんだって同じだろ。お家の事情で外がい遊ゆう先さきから呼び戻されることがあってもまぁ、仕方ないさ」

「じゃ父さんは阿重霞さんが戻ってこなくてもいいのか？」

　信幸は天地に向き直るとやれやれと言うように髪を搔かき上げた。

「天地、おまえ何イライラしてるんだ？　そんなことは俺たちが決めることじゃないだろ。おまえがそんな顔してたら魎呼さんだって可か哀わい想そうじゃないか。落ち着かないならじっちゃんのところでも行ってきたらどうだ？　樹雷皇家のことは俺には分からないからな」

　天地が黙だまってしまったので居間にはＴＶの音が流れるだけになった。

「ごめん、父さん。俺、二階に行くよ」

　結局自分の部屋に退たい却きやくすると、天地はベッドにひっくり返った。

「あーあ……しょうがねぇな……」

　昨日っから何かとぎくしゃくしてばかりだ。

　こんなに気になるなんてもしかしたら俺、本気で阿重霞さんのこと……。

　うつ伏ぶせになって枕まくらに頰ほおをつけると、阿重霞の恥はじらうような笑顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　少し首を傾かしげて、ためらいがちな瞳ひとみがこぼれそうな想おもいを秘めて天地を見上げている。

　柔やわらかな頰はうっすらと桜色に染まり、唇くちびるは何かもの言いたげに天地を誘いざなうのだ。




　天地様……？




　阿重霞の声が聞こえたような気がして天地は思わず目を開いた。

「阿重霞さん？」

　胸がドキドキしてきた。

　天地はベッドに突っ伏ぷしたまま、やり切れない気持ちを持て余あましていたが、やおら起き上がると足音を忍しのばせて部屋を出た。

　阿重霞の部屋の前で立ち止まる。

　誰だれもいないのに思わず振り返ってから天地はそっと扉とびらを開けた。

　部屋の中はきれいに片付いていた。

　阿重霞と砂沙美が使っていた家具はそのままだが、布ふ団とんは上げてあり、姿すがた見みにはカバーがかけてある。

　天地は文ふ机づくえの前に座すわると、机の上の端たん末まつには触さわらずにそっと引き出しを開けた。

　行く前に片付けたらしく、筆記用具の他にはノートが何冊かと辞書や雑ざつ多たなパンフレットなどが入っているだけだった。

　天地はドキドキしながらノートを開くと、パラパラとページをめくってみた。

　ほっそりとした白い手を忍ばせるような美しい文字で和歌や俳はい句くの写しが書かれていた。

「こうやって勉強してたのか……」

　樹雷の文字を挟はさみながらその写しは何ページも何ページも続き、途と中ちゆうから白紙になっていた。

　他のノートにはペン習字の本から筆ひつ写しやしたらしい文が繰くり返し繰り返し綴つづられていた。

　日記のようなものは見当たらなかった。

「バッカだな……俺って」

　後ろめたさに思わず呟つぶやく。

　ひとの留る守すにプライヴェートを覗のぞこうなんて、もし知られたら人格を疑われるだけじゃ済すまないだろう。




　心配で落ち着かないんだ──。




　心の中で言い訳わけしてみる。

　どんな言い訳をしてみたところで覗き見は覗き見だ。

　別に覗かれて困こまるようなものがあったわけじゃないけど……と、そこまで考えて天地はハッと思い当たった。

　阿重霞さんはそこまで見み越こしていたんじゃないか？

　見られて困るようなものはとっくに処分したか持ち去ったかしているのだ。

　じゃあ、こんなことしてる俺は……!?

「ふ～ん、なるほどな」

　背はい後ごから不意に声が聞こえ、天地は心臓が飛び出すかと思った。

「魎呼!?」

　魎呼は天てん井じようから半分だけ体を覗かせていたが、くるりと一回転して床ゆかに降り立った。

「何にもなかっただろ？　あいつはそういうヤツなのさ」

「え……？」

　ドギマギしているうちに魎呼が背後から身を寄せてきた。

「おめー、覗き見してたな？」

　息がかかるほど耳元で囁ささやく。

「見・た・か・ら・な」

　魎呼は天地に腕をまわし、抱きしめた。

「こ、これはあの……」
















　思わず振り向いたとたん、鼻と鼻がぶつかりそうになった。

「さぁて、どうしようかな」

　魎呼の瞳ひとみが笑いを含ふくむ。

「魎呼！」

　天地は慌あわてふためいて魎呼の腕を外はずそうともがいた。

「何考えてるか知らないけど、余よ計けいなことすんなよな。ここに来たのは俺……」

「いいっていいって」

　魎呼の手が天地の頰ほおを優やさしく撫なでた、と思う間まもなく引き倒された。

「天地ィ……」

　金色に光る瞳が間ま近ぢかに迫せまる。

「あたしのこと、嫌きらいか？」

　今すぐ答えなければ命がない、思わず息いき詰づまるほど熱い眼まな差ざしで魎呼は天地を見下ろしていた。

「あたしじゃイヤか？」

　ふいに唇くちびるが塞ふさがれ、天地は何もできぬまま阿重霞のいない部屋の天井を見上げていた。

　水色の髪からグリーンノートの残り香がが漂ただよってくる。

「天地ィ」

　顔を上げた魎呼の瞳は猫のように金色に透すき通り、正解を探さがしているかのように天地に問いかけていた。

「ダメなのか？」

　一瞬、全すべてを打ち負かす力が天地の胸の中で目め覚ざめようと轟とどろいた。

　全てを打ち倒し、全てを包つつみ込み、全てを変える凶きよう暴ぼうな力。

　だが次の瞬しゆん間かん、魎呼は手を離し顔を背そむけた。

「ダメなのか……いっつもそうだな」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよが空気を変えてしまった。

　魎呼はふっと浮き上がると、胸に突き刺ささるような哀かなしい目で天地を見下ろした。

「魎呼、待て！」

　魎呼の指が軽く天地の頰を打った、と思うとそのまま姿が消えた。

　天地は呆ぼう然ぜんとして魎呼の消えた空間を見つめていた。




　結局阿重霞から連絡が入ったのはその日も遅くなってからだった。

　魎呼も信幸も帰って来なかったので、天地は鷲羽と差し向かいで晩ごはんを食べるはめになったが、普段見ている番組を忘れるほど上うわの空だった。

「天地殿どの、元気ないわねぇ」

　普段と全まつたく変わりない天才科学者は旺おう盛せいな食欲を見せて二本目のサンマをパクついていた。

「鷲羽ちゃんがなんか聞くと思ってんならそれは削さく除じよしといた方がいいわよ。何かありましたって顔に書いてあるもの」

「え？」

　天地はようよう顔を上げ、鷲羽の言葉に気づいて赤くなった。

「俺、別に……」

「いいのいいの。言えなんて誰も言ってないでしょ？　しっかし、砂沙美ちゃんも二人の大たい将しようもいないとホント、静かねぇ」

「ええ」

　鷲羽はひそかに肩をすくめ、食べ終わった食器を積み上げた。

「ところで天地殿、私とジョージがいなくなるって言ったらびっくりする？」

「ええッ!?」

　冷や水を浴あびせられたような表情の天地を見、鷲羽は内心気の毒どくに思ったが顔には出さなかった。

「実は銀ぎん河がアカデミーから短期の講こう座ざを受け持ってくれって依い頼らいが来てるの。現学長からの招しよう聘へいなんでなるべく行ってやりたいんだけど、どう？」

「どうって……」

　天地は答えに詰つまった。

「行かなきゃいけないんでしょ？」

「天地殿がどうしてもって言うなら断ことわるつもりだったけど、向こうに行ったら行ったで色色やりたいこともあるしね」

「そうだったんですか」

　天地は俯うつむいた。

「俺は全然かまいませんよ。いつからですか」

「明日か明後日あさつてには」

　鷲羽は立ち上がった。

「さて、今日は鷲羽ちゃんがコーヒー淹いれてあげる。夏か星せい産、最高級ランクよ」

　夏星ブランドの最高級コーヒーはわずかにミントの香りがして薄ぼんやりとした頭がきりりと目覚めるような気がした。

「鷲羽さん」

　やっと少し正常な感覚が戻もどってきた。

「どうして急に？」

「巡めぐり合わせとしか言いようがないわね。まぁこんな時にいなくなるのは申もうし訳わけないけどさ、天地殿もあんまり思い悩なやまずに、自分のやることをやってなさいよ」

　心の底を見み透すかされたような気がして天地は答えようがなかった。

　だがイヤな気分ではない。

　鷲羽にそう言ってもらうとなんだか安心するのだ。

「もう一杯コーヒー、もらえます？」

　天てん井じようにとまっていたコガネムシ型の端末が涼すずしい音を立てたのはその時だった。

「ん？　待って、今研究室に行くわ」

　鷲羽は羽音を立てて飛んできたコガネムシの伝言に耳を傾かたむけていたが、コーヒーポットとマグカップを持つと天地に向かって頷うなずいた。

「いらっしゃい。意い中ちゆうのひとからよ」




　研究室に入るとすぐ、スクリーンいっぱいの阿重霞の顔が目に入った。

「天地様！」

　その表情が安あん堵どに緩ゆるむ。

「遅くなってごめんなさい。色々大変で……着替える暇ひまもないの」

「阿重霞さん！　そっちはどうですか？　俺、昨日きのうから気になって気になって……」

　それはウソではない。

　だがこうしてアンシブルを通してでも阿重霞の顔を見られた嬉うれしさの方が勝まさっていた。

「わたくしは大だい丈じよう夫ぶですわ。砂沙美も元気です」

　その思いが伝わったのか、阿重霞ははにかんだ表情を見せた。

「お父様の行方ゆくえはまだ分かりません。それどころか原因も分からないんですの。美み砂さ樹きお母様に聞いても船ふな穂ほお母様に聞いても、さあっておっしゃるんですもの。わたくしも、本当のことを言うと自分でも戸と惑まどってしまって何をしたらいいか分かりませんでした。でもじっとしてもいられなくて、柾木家お抱かかえの色々な人に聞いて回ったんですの。側そつ近きんとか近この衛え隊たい長ちようとかお付きの女によ官かんたちにまで……」

「何か分かりましたか？」

　阿重霞の表情が曇くもった。

「いいえ」

　言葉が途と切ぎれ、天地と阿重霞の間に銀河を挟はさんで遥はるかな距きよ離りが横たわった。

「天地様」

　ようよう顔を上げた阿重霞の目には決意があった。

「わたくしはしばらく地球には戻れません。ここにいて……お母様たちのお力になりたいと思います。砂沙美は可か哀わい想そうなことになりますが、仕方ないですわね。でも……」

　今度は訴うつたえるような目で天地を見つめる。

「地球に帰りたいわ。実は船穂お母様も美砂樹お母様も帰っていいっておっしゃったの。でも戻ってきた以上、そういうわけにもいかないでしょう？　今帰れば周まわりから言われるのは分かりきってますもの、一体何しにきたんだって。当然それは柾木家に対する風当たりとなってお母様たちを苦しめることになりますわ。わたくしは第一皇おう女じよです。それではあまりにも無責任ですものね」

　天地は黙だまって頷うなずくしかなかった。

「こんなことをお話ししてもしょうがないんですけど、わたくしが戻っていくらも経たたないうちにもういくつか噂うわさ話ばなしが飛び込んでまいりましたの。樹雷皇阿あ主ず沙さは皇おう家けを捨すてたとか、息子むすこも娘むすめもよその星で遊び歩いているとか、柾木家の人間は自覚が足たりないとか……下げ劣れつですわ！」

　阿重霞の表情が硬かたくなった。

　地球では見せたことのない、皇家の血の激はげしさを物語るかのような厳きびしい目付きに天地は驚おどろいた。

「わたくしはそのようなことを口にする人間と戦わねばなりません。柾木家を貶おとしめて得とくをしようという者たちですわ。わたくしが柾木家を守らねば……」

　阿重霞はハッとしたように言葉を切った。

「ごめんなさい。かえって御心配かけるようなことを申し上げてしまって。天地様、わたくしの支ささえになって下さいね。遥かな星の海を隔へだてていても、天地様がいらっしゃると思うだけでわたくしは生きる勇気も、喜びも湧わいてくるのです。だから……」

　一人で喋しやべっていたことを恥はじるかのように阿重霞は視線を逸そらせた。

「何でもありませんわ。おやすみなさい、天地様。わたくしも今日はもう休みます。明日また連絡致しますね」

「阿重霞さん、がんばって下さい」

　思わず天地は身を乗り出した。

「こっちのことは心配しなくてもいいですよ。俺、いつでもここにいますから」

「天地様……」

　阿重霞の頰ほおにやっと微ほほ笑えみが戻ってきた。

「嬉うれしいですわ。その言葉が聞きたかったの」

　切ないような囁ささやきを最後にアンシブルが切れた。

　天地はしばらくスクリーンを見つめたまま身じろぎもしなかった。

「やれやれ、ここにいる天才科学者のことは忘れちゃったみたいだわね」

　からかうような声に振り向くと、鷲羽がにやにやしながらコーヒーを啜すすっていた。

「あ……すみません。俺、どうかしてて」

「向こうもどうかしてるみたいだわ。障しよう害がいは恋を燃え上がらせるってわけね」

「鷲羽さん！」

　天地はうろたえた。

「おや、図星だった？　いいのよ、照てれなくても。長距離恋愛はコミュニケーションが大事なんだもの、大だい丈じよう夫ぶ。銀河アカデミーに行く前にアンシブルの使い方をちゃんとレクチャーしてあげるわ」

「鷲羽さん、もしかして楽しんでます？」

　天地は自分が完かん璧ぺきに見み透すかされているのに気づいたが、天才相手では勝ち目がない。

「楽しんでる？　そうね、人生は楽しまなくっちゃ」

　鷲羽は底知れぬエメラルドグリーンの瞳をきらめかせた。

「人はいつまでも子どものままじゃいられないんだもの。一歩先のことは誰にも分からない。だから人生は楽しいのよ」

　相あい変かわらず謎なぞめいたことを言うと、鷲羽はポットを取り、マグカップに熱いコーヒーを注そそいで天地に手渡した。

「おやすみ、天地殿。いい夢を見なさいね」

　一人になってからも天地は居い間まのソファでしばらくぼんやりと虫の音ねを聞いていた。

　柱時計が真夜中を告つげる頃ころようやく、天地は立ち上がった。




　そういえば魎呼のヤツ……？




　今頃になって思い出したのを自分に言い訳わけするかのように天地はそっと玄げん関かんを開け、庭先の方に回ってみた。

　家の中にいる時はＢＧＭ代わりだった虫の音が耳が痛くなるほどの音量で迫せまってくる。

　と、ガレージの方向から聞き慣なれたエンジン音が聞こえ、しばらくして信幸が現れた。

「なんだ天地、まだ起きてたのか」

「ん……」

　親おや父じの顔を見たとたん、天地は不意に途と方ほうもない気き恥はずかしさに襲おそわれた。

「阿重霞さんから連絡があった。しばらく帰れないってさ」

　わざとそっけなく言うと、天地は後も見ずに速はや足あしで玄関を入り、階段を駆かけ上がった。

　明かりを消して、目を閉じても鷲羽が言った良い夢は訪おとずれなかった。

　代わりに哀かなしげな魎呼の眼まな差ざしが眠りの淵ふちにいる天地を何度も何度も振り向かせ、やがて後こう悔かいと共に闇やみの中に一いつ緒しよくたに溶とけていった。




　美星から電話が入ったのは翌日の午後のことである。

「もしもし、天地さん？　私、どうしましょう!?」

　言ったっきり、電話の向こうからは街かい道どうのざわめきが聞こえるだけになった。

「美星さん？　美星さんだろ？　何がどうしたんだよ？　今どこ？」

「スリースターズの前の電話ボックス。あのね、驚おどろかないでね。私たち、戻らなきゃいけなくなっちゃったの」

「戻る？　どこに？　ちょっと待って、何の話だ？」

　天地はわけが分からないまま受話器を握にぎり、誰もいない居間を見渡した。

「いきなりブレスレットに通信が入って……あん、ちょっと、清音ってば！」

「もしもし、天地さん？」

　清音の声が飛び込んで来た。

「何から話したらいいか分からないんだけど、阿重霞さんから連絡あった？」

「昨日の夜遅くアンシブルがかかってきた。やっぱり樹雷皇は見つからないらしい。阿重霞さん、しばらく帰れないって言ってたよ」

　天地は一体なんの騒さわぎかと訝いぶかしみながら聞き返した。

「清音さん、何があったんだ？　戻るってなんの話？」

「異い動どうの辞じ令れいが出たの」

　清音の返事は簡かん潔けつにして明めい快かいだった。

「ギャラクシーポリス本部からの正式な辞令よ。アタシたち、明日には太陽系支部に戻らなきゃならないの……こんな話、こんなところでしてたら頭がヘンだと思われるわよね。だから待ちなさいって言ったのに」

　最後は美星に言ったらしく、だってぇ、という抗こう議ぎの声が聞こえてきた。

「とにかくバイトが終わったらまたそっちに行くわ。そっちの亜あ空くう間かん倉そう庫こにあるシャトルの整備もしなきゃならないし。じゃ、また後でね」

「ちょっと！」

　天地は慌あわてて怒ど鳴なった。

「そっちに魎呼、行かなかった？　どうせ暇ひまだし何なら俺、近くまで行こうか？」

「あ、ああ……ちょっと忙いそがしいのよ。ほら、ダンボールだって運ばなきゃならないし、あ、お客さん！」

　ガチャン！　ツーツーツーツー……。

「なんだってんだ!?」

　天地は思わず受話器を耳から離し、諦あきらめてソファに戻ってきた。




　異動？　ってことは二人ともいなくなっちゃうのか!?




　天地は思わず立ち上がった。

　最初は阿重霞さんと砂沙美ちゃん、次は鷲羽さんとジョージさん、今日は美星さんと清音さんだ。

　これが偶ぐう然ぜんの巡めぐり合わせか？

　なんか俺、悪いことしたっけ？

　……いや、魎呼がいる。

　天地は昨日消えたっきり、戻ってこない魎呼の顔を思い浮かべた。

「ったく、どこほっつき歩いてんだか」

　気が咎とがめる。

　気にかかる。

　気になったまんま何にもできない！

「バッカやろォ……」

　天地は不ふ機き嫌げんに呟つぶやくと昨日放ほうり出したままの上着をつかみ、財さい布ふの中を確かめると家を飛び出した。

　じりじりしながらバス停で待ち、ようやくやってきたバスに飛び乗る。

「あ、どうも……清音さん、います？」

　コンビニ・スリースターズのレジに立っていた星ほし浦うら悟さとるに軽く会え釈しやくして通り過ぎ、店の奥の倉庫を覗のぞいた時だった。

「魎呼!?」

「げッ!?」

「天地さん!?」

　倉庫の奥から水色の頭とエプロン姿のミホキヨが同時に振り向いた。

「なんでおまえがここにいるんだよ？　清音さん、どういうこと？」

　天地の口く調ちようが思わずきつくなる。

「あのあの、魎呼さんがね」

　美星がめったにない慌てぶりで割って入った。

「違うの、天地さん。電話じゃなんだから後で話そうと」

「あたしが言ったのさ。黙だまってろってな」

　魎呼が清音を押しのけた。

「決めたぜ。あたしゃしばらくここに世話ンなる。天地、おめー阿重霞に義ぎ理り立てして思い悩なやまなくて済すむぜ」

「なッ……」

　頰ほおがカッと熱くなるのが分かった。

「幸さいわいここにはあたしの好きなモンもいっぱいあるしな、夜は好きなだけ酒かっくらえるし。天地、おめーもいいだろ？　阿重霞からアンシブルがきてもゆっくり話せてよォ。ま、そういうこった」

　魎呼はいつものようにニヤリと笑った。

　が、その瞳ひとみは笑っていない。

　明かりがついていても表の店より暗い倉庫の中で金色の瞳が天地を射いた。

「何を言い出すんだよ、急に!?」

　天地はうろたえたまま思わず入り口の方を窺うかがった。

「もういいか。今、打ち合わせしてたんだ。品しな出だしとか伝でん票ぴようのチェックとかな」

「魎呼おまえ……ここで働くつもりか!?」

　天地は熱くなった頰から血の気けが引いていくのを感じた。

「そうさ、別にいいだろ？」

　魎呼は肩を竦すくめた。

「こいつらも阿重霞のお守もりがなくなってギャラクシーポリスに戻んなきゃなんないしさ、あたしが後を継つげばちょうどいいじゃんか。この店とは因いん縁ねんがあるしよォ」

「魎呼さん、君、話してなかったの？」

　天地はぎょっとして振り向いた。

　悟が倉庫の入り口から顔を覗かせている。

「天地君、どうしたんだよ？　いやぁ、魎呼さんがここでバイトしてくれるって言うんで親おや父じはともかくオレは嬉うれしいんだけどさ、ちゃんと話し合ってくれよ。やっぱり止やめましたって言われるとちょっと……また看かん板ばん娘むすめ探さがさなきゃならないしさ、まぁそれは冗じよう談だんだけど」

　悟は照れたような笑顔を見せた。

「マジメな話、魎呼さんが手伝ってくれるって言うならホント、助かるんだ。うちオフクロが体弱くてな、オヤジがこっちにかかりっきりだとオフクロも寂さびしいしさ」

「あ、そうなんですか」

　天地は毒どく気けを抜かれたような気分で悟の金きん髪ぱつを見上げた。

　このあたりじゃちょっと見かけないような派は手でな金髪は、店内の照明を受けて陽気に輝かがやいている。

「なんせ急だもんなぁ。美星さんも清音さんも、ここじゃ言えないような秘密の仕事があるんだって分かってたけど、今日の明日だろ？　オレはホント、たまげたぜ」

「なによその言い方。アタシたちがなんかいかがわしい仕事してるみたいじゃないの」

　清音が笑いながらまぜっ返した。

「悟さんってホント、順じゆん応のう速いわねぇ」

「オレ、センスオヴワンダーを信じてるんだ」

　悟はおおげさに金髪を振り払った。
















「もし宇宙船に乗せてくれたらアイス一年分タダにしてやるぜ」

「その話、乗った！」

　魎呼が中指を突き立てた。

「悟、おめー忘れんなよ。そんなことで良きゃああたしがいくらだって乗せてやるぜ」

「俺……帰るよ」

　天地は頭がくらくらしてきた。

「別に俺、止める権利ないし。迷めい惑わくかけないようにしろよ」

　天地は呆ぼう然ぜんとした顔で店を出、歩きだした。




　魎呼がコンビニでバイト？

　アイス一年分!?




　バス停を通り過ぎてからずいぶん来たところで不意に、天地の頭に天てん啓けいが突き刺さった。

　明日鷲羽さんとジョージさんがいなくなって、美星さんと清音さんもギャラクシーポリスに戻れば、俺……一人っきりだ！

　朝も一人、昼も一人、夜も一人？

「いや、父さんも魎皇鬼もミソカちゃんもいるか」

　天地は呟つぶやいた。

　メシの支し度たくもあるし、魎皇鬼にニンジンだって食わせてやらなきゃ。

　畑もあるし、阿重霞さんの鉢はち植うえだって世話してやらないと。

　掃そう除じ、洗せん濯たく、買い物……トイレ掃除だってあるぜ！

　天地はきッと唇くちびるを結ぶと、今来た方向を逆戻りし始めた。

「魎呼のヤツ……」

　反対側の歩道からちらりとコンビニに目をやると、天地は大通りの商店街に向かって足を速めた。

　賑にぎやかにイルミネーションが点てん滅めつするゲーセンの入り口で足を止める。

　天地は肩を竦すくめて店内に入ったっきり、閉店間ま際ぎわになるまで出て来なかった。








第三章　「天てん地ち様、痛いわ……」









「天地様、痛いわ……」

　甘やかな声がそっと耳じ朶だを嬲なぶる。

「ん……」

　天地は目を閉じたまま寝返りを打ち、手のひらで柔やわらかな稜りよう線せんを確かめた。

　なだらかな肩から腕に続く曲線を人さし指と中指でそっと撫なで上げる。

　目を閉じていてもそのたおやかな姿し態たいがはっきり見えるのは何な故ぜだろう。

　透すけるような白い袿うちぎをまとい、濃こい黒髪を夜や具ぐの上に散らばせて、その瞳ひとみは恥はじらいを含ふくみつつ、うっとりと天地を見上げている。

　胸の膨ふくらみは重なりあった袿の襟えりで慎つつしみ深く隠かくされてはいるが、天地の指はその奥にどんな蕾つぼみが隠れているか良く知っているようなのだ。

「イヤ……」

　言葉とは裏うら腹はらに蜜みつのような甘い喜びを含んだ声が吐と息いきのように吐はき出された。

「阿あ重え霞かさん」

　なんて深い深い、謎なぞを秘めた瞳。

　天地の手に力がこもった。

　俺おれはこんな美しいひとと……こんな美しいひとを……この腕に。

　さっきまで目を閉じていたはずなのにどうしてこんなに何もかもはっきり見えるんだろう、とちらりと疑問が掠かすめる。

「天地様、わたくしを抱いて」

　薄うす闇やみに溶とけたような夜具の上で阿重霞の上じよう気きした頰ほおと唇くちびるが薔ば薇ら色いろに染まる。

　そう、今俺もそう思っていたんだ、阿重霞さん……君を抱きたいと。

　速まっていく鼓こ動どうに煽あおられるように天地は阿重霞の体を抱きしめ、口づけしようとした。

　と、視界の端はしを白い影が横切った。




　魎りよう呼こ!?




　鼓動が一いつ瞬しゆん止まり、血の気けが引く思いがした。

　はっと身を起こし、薄闇の中を見渡す。

　ちらり、と見えた影はからかうように視界の端から消え、反対側に気け配はいを移した。

「天地様？」

　阿重霞が促うながすように囁ささやく。

　天地が目を移したとたんに影は消え、さらさらという衣きぬ擦ずれの音を残して再び気配を移した。

「天地様、どうなさったの？」

「……誰だれかいる」

　阿重霞の温ぬくもりを手のひらに感じながら、目を凝こらすように周囲を見回す。

　もどかしい……さっきはあんなにはっきり見えていたのになぜ、何もかもがぼやけてしまったんだろう？

「ねぇ？」

　そうだ俺は……何をしているんだ？

　こんな美しいひとを放ほうっておいて。

　天地が再び阿重霞に目を戻もどした時だった。




　君……!?




　天地を見返したのは見知らぬ少女だった。

　いや、見知らぬというのは当たらない。

　いつか夢の中で、桜の中で、散り行く夢のあわいの中で見たあの少女、その濡ぬれたような瞳がじっと天地を見上げている。

「おバカさん……寂さびしいのね？」

　少女が囁き、わずかにつり上がった瞳がからかうように細められた。

　と、いきなり一いつ切さいの風景が消え、天地は朝の光の中に取り残された。




　夢……!?




　まだ乱れている心臓をなだめながら、天地はトレーナーの袖そでで冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

　しんとした朝の光の中で見る自分の部屋は妙みように明るく、素そっ気けない。

「夢だったのか？」

　家出した魎呼をコンビニ・スリースターズに残してゲーセンに行った夜から二日目のことである。

「俺、昨日きのうどうしてたんだっけ？」

　天地はぼんやりしたまま、いつ寝ちゃったんだろう、と思った。




　そうだっけ……。




　ゲーセンに行った次の日、美み星ほしさんと清きよ音ねさんが訪たずねて来て、来たと思ったら慌あわただしく亜あ空くう間かん収しゆう納のう庫こに行ってしまい、出て来た時にはもうギャラクシーポリスの制服を着ていた。

「天地さん、ごめんね……こんな時に」

　美星が珍めずらしく顔を曇くもらせた。

「アタシ、もう一回本部に掛け合ってみるけど……もしダメでもなるべくちょくちょく顔出すようにするわ。そんな顔しないで、ね？」

　清音は本気で心配していた。

「天地殿どの、アンシブルの使い方分かったわね？　昨日教えたナンバーは銀ぎん河がアカデミーの研究室に直通でかかるようになってるから遠えん慮りよなくかけていいわよ。まぁ、久しぶりにゆっくりしなさいな。たまには独ひとりでいるのもいいものよ」

　鷲羽わしゆうはいつも通り冷静な口く調ちようで言いかけたが、天地の顔を見て心配しなさんなと言うようににっこり笑った。

「天地さん、申もうし訳わけありません。御主人様のお許ゆるしが出たらすぐに戻ってまいります。阿重霞さんにも鉢はち植うえの世話をお約束したというのに……お手数ですがよろしくお願いします」

　ジョージが一番申し訳なさそうだった。

　そうだ、みんな行ってしまったんだ……。




　俺、あれからどうしてたんだっけ？

　美星さんのシャトルにみんなが乗り込んで、空に消えて行った後……？

　天地は頭かぶりを振った。

　何をしていたのかよく思い出せない。

　多分、何かをしていたんだろう。

　ＴＶテレビを見たり、雨あま戸どを閉めたり、夕刊を取りに行ったり……。

「あ、カップラーメン食ったんだっけ」

　天地は改あらためて自分の格かつ好こうを見下ろした。

　昨日着ていたままの白いトレーナーとジーンズ。

　袖そでのところにスープを飛ばしたらしい薄いシミができている。

　それで思い出したのだ。

「阿重霞さん……」

　くしゃくしゃになった布ふ団とんを見ているうちに不意にさっきの夢が蘇よみがえった。

　昨日の夜はアンシブルがかかってこなかった。

　どうしてるだろう、どうしたんだろう、そう思っているうちに眠ってしまったに違いない。

　夢の中の肌はだの温ぬくもりまで蘇ってきて、天地はいたたまれない気持ちになった。




　どうかしてる、俺。




　気持ちとは裏うら腹はらに、天地は別の自分がそっと囁ささやくのを感じた。

　もう一回布団を被かぶって朝の光を閉め出せば、夢の続きが見られるさ、もう一度続きを見ようよ、と。




　いいじゃん、別に。




　囁きはもう少し大きくなった。




　天地は乱らん暴ぼうにカーテンを閉めると布団を被り、暗くら闇やみの中に避ひ難なんした。

　目を閉じてじっと息を凝こらす。

　しばらくの間、身じろぎもしない葛かつ藤とうが続いた。

　覚さめてしまった夢はもちろんもう戻ってこなかった。

　天地は舌した打うちして起き上がると、そのまま階下に下りていった。




「おはよう、天地。遅かったな」

　信のぶ幸ゆきがいつも通りＴＶを見ながら新聞を読んでいた。

「メシ食うか？」

「いらない」

　天地はぼそっと答えると、気づいたように台所を見やった。

「メシ？　父さんが作ったの？」

「いや、トースト」

　しばらく会話が途と切ぎれた。

「また当番制にしなきゃな」

　信幸は飲みさしのコーヒーカップを手に熱心に画面を見つめている。

「魎呼さんはどうしてるんだ？　その何とかっていうコンビニに寝ね泊とまりしてるのか？」

「知らない」

　天地はぶすっとして立ち上がると、台所にコーヒーを取りに行った。

「見に行ってやった方がいいぞ。また前みたいな騒さわぎになったらお前まえも困こまるだろ？」

「勝手に出てったんだから、勝手に帰って来るだろ」

　天地はいらないと言った前言を取り消して食パンをトースターに入れた。

「魎呼はどうせ俺の言うことなんか聞かないよ」

「なんだ、ケンカしたのか？」

　天地はカッとした。

「そんなんじゃないよ！　あいつが勝手に言い掛かりつけて飛び出したんだ。なんで俺が迎むかえに行かなきゃならないんだよ？」

　信幸はおや、という顔で天地を見返し、天地は天地で自分が余よ計けいな返事をしてしまったことに気づいて憮ぶ然ぜんとした。

「俺、畑行ってくる」

　天地はそのまま信幸の視線を避さけるように玄げん関かんを出て行った。

　信幸は苦笑しながら後を見送っていたが、ひとつため息をついて立ち上がった。

「難むずかしい年とし頃ごろってわけだ。母さん、こんな時はどうしたらいいのかなぁ」

　それは信幸の正しよう直じきな気持ちだった。

　いささか世せ間けんの常じよう識しきからは外はずれているかもしれないが、宇宙人の女の子たちとひとつ屋根の下で暮くらしているという、その奇き妙みような日常の方にすっかり馴な染じんでいたので、その生活があっけなく消えてしまったことに心がついていかないのである。

　俺ですらそうなのにあいつだけ平気なわけがないよな、と信幸は息子むすこのことを思ったが、何ができるというわけでもない。

「ま、悩なやんでいても仕方ない。なるようになるさ」

　信幸は置き土産みやげに魎りよう皇おう鬼きの頭を撫なで、出掛ける支し度たくを始めた。




「あーあ……」

　畑にやってきた天地は見み事ごとなニンジン畑を見渡し、野や菜さい畑を見渡した。

　さて、どうしよう？

　思いながらあぜ道に座すわり込み、晴れた空を見上げる。

　別に急いでやらなくてはならないことは何もない。

　それでも今日は取りあえず畑仕事をするとして、では明日は？

　あさっては？

「魎皇鬼だっていなくなっちゃうかもしれないよな……」

　このまま魎呼が帰ってこなければ。

　なら畑仕事もやる意味がなくなる。

　今までみたいに大量の買い出しにも行かなくていい。

　メシだって俺と父さんとじっちゃんの分作ればいいんだ。

　掃そう除じだって洗せん濯たくだって元通り自分の分は自分でやればいいだけだ。

　それも毎日ってわけじゃない。別にやらなくてもかまわない。

　気を遣わなきゃならないような人はもう誰もいないんだし。

　いきなり夏休みが来たみたいだ……天地は思った。

　今までの夏休みは宿題やら勉強やら修しゆ行ぎようやらでけっこう毎日忙いそがしかったけど、今度の休みには何もない。

　何もしなくたってオッケーなのだ。

　朝から一日寝てようと、一日遊びに行こうとオッケー、一いち念ねん発ほつ起きして受験勉強を始めることだってできる。

　俺は自由だ。

　何をしてもいい、何もしなくてもいい。

　独ひとりっきり、思うさま好きなことができる。

　天地は思ったが一いつ向こうに意気は上がらなかった。

　先週まではあの騒そう々ぞうしい日々がなくなるなんて思ってもみなかったのに。

「なくなってみると、あっけないんだなぁ」

　天地は思わず呟つぶやき、人がいなくなってがらんとした居い間まを思い浮かべた。

　帰ってもお帰りなさいを言ってくれる人は誰もいない。

　おかしいよな……魎呼たちが来る前はそんなの当たり前だったのに。

　俺が母さんの写真にただいまって言ってたのに。

　と、道の方からクラクションの音が聞こえ、天地は顔を上げた。

「おーい、天地」

　信幸が運転席から顔を出し、手を振っていた。

「一いつ緒しよに事務所まで行くか？　たまには街まちに出て遊んでこいよ」

「いいよ。俺、やることあるから」

　天地は首を振った。

「そうか。俺、今日は遅くなるけどちゃんとメシ食えよ」

「うん、分かった」

　走り去っていく親おや父じの車を見送ると、天地は急に後こう悔かいの念に襲おそわれた。

　どっか出掛けよう。

　考え込んだり、思い出したりしなくて済すむように、どっか賑にぎやかなところに行こう。

　明日あしたのことは明日考えればいいや。

　天地は畑を後に速はや足あしで家に戻もどった。

「ここに阿あ座ざ化かと火か美み猛だけがいないとなんかヘンだよなぁ」

　新聞配達の兄ちゃんも戸と惑まどっただろうな。

　今、うじうじ思い出すのをやめようと誓ちかったばかりなのに天地は立ち止まり、光の柱の中に消えていった阿重霞とガーディアンたちの姿を思い出した。

「やめ、やめ」

　わざわざ自分に言い聞かせながら玄げん関かんを入る。

　家の中はしーんと静まり返っていた。

「魎皇鬼？　ミソカちゃん？」

　居間にも台所にも姿が見えなかったので、天地は親父が外に出してやったのだろうと思うことにした。

「財さい布ふ、どこに置いたっけ？」

　階段を駆かけ上がり、自分の部屋を覗のぞく。

「下のどっかに置いたかなぁ」

　こういう時、阿重霞さんか砂さ沙さ美みちゃんがいればちゃんと見つけてくれるのになぁ、と思いながら天地は居間に下りてきた。

「あ、あったあった」

　テーブルの隅すみに放ほうり出してあった財布を取ると、天地は家を出ようとしてふと振り返った。

「阿重霞さん……」




　いってらっしゃい、天地様。




　阿重霞がそこにいて微ほほ笑えんでいる……幻まぼろしというにはあまりにも鮮あざやかなイメージに一いつ瞬しゆん足が凍こおり付いた。

　いってらっしゃい、お帰りなさい、お気をつけて────。

　そんな優やさしい言葉に甘えながら、当たり前のように日々を過ごしてきたのだ。




　天地兄ちゃん、宿題見てくれる？

　天地ィ、二人でどっか遊びに行こうぜ。




　砂沙美の朗ほがらかな笑顔と、魎呼のいたずらっぽい目つきが幻のように天地を追い掛ける。

「ダメだ……俺」

　天地は逃げるように家を出、バス停へと走った。

　みんな帰ってこなかったらどうしよう？

　阿重霞さんも砂沙美ちゃんも、魎呼も鷲羽さんもジョージさんも。

　俺は一体何をしたらいいんだろう？

　楽しかった日々の記き憶おくがまるで幽ゆう霊れいみたいに漂ただよってるあの家で。

　待つだけなのか？

　待っていればいいのか？

　いつか何ごともなかったように、すっかり元通りになると信じて!?

　答えの出ないまま天地は息を弾はずませながら、街へ行くバスを待った。




「おかしいわ。天地様はどうなさったのかしら？」

　樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうの自室からアンシブルをかけていた阿重霞はため息をついてコンタクトを切った。

「天地兄ちゃん、いないの？」

　砂沙美が所しよ在ざいなげにテーブルの脚あしをけ飛ばしながら首をかしげる。

「どこにいらしたのかしら？　向こうは今何時？　お姉様、時間間ま違ちがえたんじゃないわよね？」

「きっと畑だよ。天地兄ちゃんだって一日中アンシブルの前で待ってるわけじゃないでしょ？」

　砂沙美は呟つぶやくとまたゲームボーイを手に取った。

「つまんないなー。お姉様、砂沙美いつ向こうに戻もどれるの？」

「ちょっと待ってよ、今計算してるんだから」

　阿重霞は眉まゆを寄せて暗あん算ざんをやり直し始めた。

「地球と樹雷では時差があるからええと……」

「魎ちゃん、どうしてるかなー。ミソカちゃん元気かなー。ねえねえ、天地兄ちゃんが出たら後で砂沙美に替かわってよ」

「はいはい、分かってますって」

　阿重霞は再びアンシブルをかけたが画面には無人の研究室が映うつっているだけだった。

「ホントにいらっしゃらないようね」

　心しん中ちゆうため息をつきながら阿重霞はアンシブルを切った。

　それにしても鷲羽さんもジョージさんもいないなんて……午前中から留る守すだなんてもしかしたら何かあったのかしら？

　まさか天地様の身に何か？

　それとも魎呼が？

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた阿重霞は、部屋のドアが開いて美み砂さ樹きが入ってきたのにも気づかなかった。

「阿重霞ちゃん、お茶にしない？」

「あ、美砂樹お母様」

　ぎょっとして振り向いた阿重霞の頰ほおが見る見るうちに赤くなる。

「どうしたの？　何か秘密のお話？」

　美砂樹の目が驚おどろいたように丸くなった。

「い、いえ、何でもないの」

　阿重霞は美砂樹を押し出すように部屋を出た。

　見み事ごとな中庭を見渡すテラスのテーブルで、阿重霞と砂沙美は二人の皇おう妃ひと向かい合わせに優ゆう雅がな午後のひとときを過ごしていた。

「もう一杯いかが、阿重霞さん」

「恐れ入ります」

　阿重霞は船ふな穂ほがティーカップにお茶を注つぐのをぼんやりと見つめていた。

　家ではわたくしが天地様にこうしてお茶を淹いれて差し上げてたんだわ……今いま頃ごろどうしていらっしゃるかしら？

「天地さんのことを考えているのね？」

「美砂樹お母様？」

　阿重霞ははっと顔を上げた。

「だって顔に書いてあるんだもの。天地さんはどうしてるかしら、天地さんはどこ行っちゃったのかしら、なんでわたくしばっかりかけて向こうからかかってこないのかしら、って」

「お母様、すっごーい！」

　阿重霞が言い返せないでいるうちに砂沙美が身を乗り出した。

「じゃ、砂沙美の考えてること分かる？」

「もちろん」

　美砂樹はにっこりした。

「砂沙美、いつおうちに帰れるのかなー、学校のみんなはどうしてるかなー、魎ちゃんとミソカちゃんはどうしてるかなー、でしょ？」

「ピンポーン！」

　砂沙美は高らかに正せい解かいのチャイムを鳴らした。

「もう一個あるよ。お父様はいつ帰ってくるのかなー」

「さあねぇ」

「お母様！」

　美砂樹の口く調ちようがあまりにもお気軽だったので、阿重霞はつい咎とがめずにはいられなかった。

「どうしてそんなに落ち着いていられるんですの？　お父様が戻っていらっしゃらなかったら一体どうするんです？　それでなくともわたくしの耳には色々聞こえてまいりますのに」

「ええ、知ってるわ」

　美砂樹と船穂は顔を見合わせ、にっこりした。

「言いたいことがあれば面と向かって言えばいいのにね」

「でも……」

　阿重霞は戸と惑まどった。

「樹雷皇おう家けはどうなるのです？　柾まさ木き家けの長たるお父様が行ゆく方え不明では責任問題ですわ！」

「あのねえ阿重霞ちゃん」

　美砂樹は生き真ま面じ目めな娘に顔を寄せた。

「そんなに心配ならあなたが跡あとを継つぐ？」

「え？」

「簡単よ。天地さんのことが心配なら樹雷まで呼んできて、結婚式を挙あげちゃうの。そうすれば実質、あなたが皇家を継ぐことになるわ。私達は後こう見けん人にんになるから若い二人で樹雷を治おさめるのね」

「そんな……」

　阿重霞は返答に窮きゆうして船穂に助けを求めた。

「それもいいわね。天地さんがうんと言えば」

「船穂お母様！」

「あなたはどうしたいの、阿重霞ちゃん？」

　二人の皇妃に見つめられ、阿重霞は返す言葉もないまま固まってしまった。

「で、でもお父様が……戻ってらした時に……」

「あら、勝手に行方不明になったのは阿あ主ず沙さ様だわ。後になって反対しても、ねぇ」

　美砂樹と船穂はまた顔を見合わせ、微ほほ笑えんだ。

「阿重霞ちゃん、好きにしていいのよ。地球に帰りたいなら帰りなさい。皇家のためとか、お母様のためになんて縛しばられることはないのよ。私の願いはあなたと砂沙美が幸せになることなの。だから、ね？　よくお考えなさい」

「地球に帰っていいの？」

　おとなしく話を聞いていた砂沙美が目を輝かがやかせて割り込んだ。

「砂沙美、すぐ帰る！　学校に行きたい！」

「ダメよ！」

　阿重霞は砂沙美がびっくりするような勢いきおいで遮さえぎった。

「独ひとりで地球に帰るなんて絶対いけません！　砂沙美、あなたはまだ子どもなのよ。お姉様が一いつ緒しよでなければ許しません！」

「どうして？　信幸おじさまだって、遥よう照しようお兄様だっているじゃない。天地兄ちゃんだっているんだし、何にも危ないことなんかないよ！」

　砂沙美は果か敢かんに抵てい抗こうした。

「それでもいけないわ。砂沙美だけ帰ったら、お姉様もお母様もなんて言われると思う？」

「…………」

　そこまで言われてしまうとさすがに反論できない。

　砂沙美は俯うつむいて唇くちびるを嚙かみ、床ゆかの模も様ようを靴くつで辿たどり始めた。

　美砂樹と船穂は目め配くばせを交かわしあったが何も言わなかった。

　阿重霞が自分で納なつ得とくするまでは何を言っても仕方のないことをよく知っていたからである。

「ごちそうさまでした。わたくし、部屋に戻ります」

　阿重霞は妹を怒ど鳴なりつけてしまったことに内心良心の呵か責しやくを覚おぼえながら席を立ち、優ゆう雅がに一礼した。

「かわいそうな砂沙美ちゃんは預あずかっておくわよ」

　船穂が笑いながら会え釈しやくを返した。




　さて、こちらはコンビニ・スリースターズ。

「えーっと、しめて千四百九十六円。毎度お買い上げどーもッ」

　広く開いた胸むなもとをさらに強調するかのようなアンナミラーズ風のエプロンをつけ、ミニスカートから形の良い脚あしを惜おしげもなくのぞかせた魎呼が客に愛あい想そ笑わらいを振りまいていた。

「明日も来てねぇ♡」

　ハートマークまで奮ふん発ぱつするサービスぶりである。

　魎呼に言われなくてもミホキヨがレジに立っていた頃ころから毎日通ってきている大学生風の男は目め尻じりを下げて店を出ていった。

「魎呼さん、やるなぁ」

　悟さとるは感心したように呟つぶやき、棚たなの陰かげから新しい看かん板ばん娘むすめのお姿を拝おがんだ。

「これがあのワイルドな宇宙海かい賊ぞくだとは誰だれも思わないだろうな」

　その昔、魎呼は悟のギターをバックに、スリースターズの前で住民が目を剝むくようなライヴをぶちかました前ぜん科かがあるのだ。

　と、客足が途と切ぎれたのを見み計はからって魎呼がレジを離れた。

「おい悟、バイトって面おも白しれぇじゃん。こんなちょろい仕事で時じ給きゆう七百円たぁミホキヨも楽してたなー」

「魎呼さんは特別だよ」

　視線が胸もとに下がらないように努力を払いつつ、悟は答えた。

「だけど思うんだけどさ、稼かせいだだけ食って飲んでちゃ金かね、貯たまらないだろ？」

「え、おめー酒と弁当タダにしてくれんのか？」

　魎呼は目を輝かせた。

「あたしゃ別にはした金がね稼いでもしょうがねぇんだが、せめておめーの店で使ってやろうと思っただけさ。じゃ、余あまった金で別んとこ飲みに行こうぜ」

「それじゃウチが損そんじゃないか」

　悟は笑いながら倉そう庫こに引っ込んだ。

「あ、でもウチは魎呼さんに警けい備び代だいも払うべきなんだろうな。魎呼さんがここに寝ね泊とまりしてくれるお陰で泥どろ棒ぼうの心配しなくてすむしさ、ホント助かるよ」

「ちッ……おめー口だけは達たつ者しやだな」

　魎呼は軽く舌した打うちし、まんざらでもなさそうににやりとした。

「さてと、そろそろ腹減へったな。悟、あたしゃメシ食いたいからレジ交こう替たいしてくれよ」

「あ、もうそんな時間か。オッケー、好きなもん食っていいぜ」

　悟と入れ代わりに弁当の棚の前に立った魎呼は、三種類の弁当を手に取った。

「今日はどこで食うかな」

　公園か、どっかのビルの屋おく上じようか……。

　と、何かいいことを思いついたかのように魎呼の頰ほおが弛ゆるんだ。

「ちょっと出てくるぜ！」

　言うが早いか魎呼の姿が消え失うせる。

「おっ……と」

　レジにいた悟は思わず店内を見渡したが、幸さいわい気づいた客はいないようだった。

「これだもんな。オヤジが渋しぶるわけだぜ」

　オレは魎呼さんと毎日一いつ緒しよにいられてちょー嬉うれしいけど……。

　悟はうっとりした顔でミニスカート姿の魎呼を思い浮かべた。

「きれーな脚……腰こしンとこがこうで、胸ンとこがこうで……」

「おい、悟！」

　魎呼のフルモデルを思い浮かべて白はく昼ちゆう夢むに浸ひたっていた息子むすこの頭を店長の星ほし浦うら裕ゆう次じ郎ろうが小こ突づいた。

「なににやけてるんだよ？　そんなみっともない顔してレジに立つんじゃない！」

「はいはい」

　悟は上じよう機き嫌げんで金きん髪ぱつを搔かきあげると、腕うで組ぐみして哀あわれな地球人どもを見渡した。




「たっだいま……っと」

　一いつ瞬しゆんで柾木家に瞬間移動した魎呼は、しんとした居い間まを見渡して首を傾かしげた。

「おっかしいなー。誰もいないのかな？」

　魎呼は鷲羽の研究室を覗のぞき、天地の部屋を覗き、トイレと空中温おん泉せんを覗き、畑と柾木神社を回ってから瞬間移動でまた居間に戻もどってきた。

「せっかく弁当持って来てやったのによォ」

　魎呼はむくれ顔で冷蔵庫を開け、中に入っていた麦茶のペットボトルをラッパ飲みしていたが、仕方がなくソファに落ち着いて弁当を食い始めた。

　と、サッシの桟さんをかりかり引っ搔かく音が聞こえてきた。

「みゃー……」

「なんだ、おめーか。遠えん慮りよせずに入ってこいよ」

　顔も上げずに言ったものの、魎皇鬼が入ってくる気け配はいがないので魎呼は立ってサッシを開けた。

「そっか、チビ猫と一緒か。じゃ、しょーがねぇよな」

　三み毛けの子猫と魎皇鬼はサッシが開くや否いなやすっ飛んできて、魎呼の弁当を嗅かぎ出した。

「おめーも食うか？　ほれ」

　弁当のビニールの蓋ふたにおかずを取り分けてやりながら、魎呼はいささか不ふ審しんに思った。

「メシ食ってねーのか、おめーら？」

　なにやってんだ、天地のヤツ……自分のことは棚たなに上げて、勝手に憤ふん慨がいする。

　と、ちりり、と涼すずしい音が鳴った。

　コガネムシ型の端たん末まつは魎呼のそばに飛んでくると、アンシブルの着ちやく信しんを知らせた。

「なになに？　あっそ、分かった」

　コガネムシ型の端末が役目を終えて離れると、魎呼はにま～っと笑った。

「ちょーどいい。退たい屈くつで退屈で死にそうだったもんな」

　魎呼は食べかけの弁当を抱かかえて鷲羽の研究室に入って行った。

「天地様！　どこにいらして……あら、魎呼さんー!?」

　阿重霞はスクリーンに入ってきた魎呼を見て目を丸くした。

「よォ阿重霞、久しぶりだな」

「ど、どうしたの、その格かつ好こう？」

　阿重霞はあきれ顔で魎呼の格好を見回した。

　なんで？　この人いつこんなにブリッコになっちゃったの!?

「天地になんか用か？」

　阿重霞はハッと我われに返った。

「魎呼さん、天地様はどこにいらっしゃるの？　午前中もかけたけど誰も出なかったわ」

「天地か。天地はなぁ……」

　魎呼は目を細め、わけありふうに頷うなずいた。

「今ちょっと出られないんだ。あたしが代わりに聞いといてやるぜ」

「どうしたんですの？　またお風か邪ぜでも召めしましたの？」

「そんなんじゃねえけどさ」

　魎呼は形の良い脚を見せびらかすように鷲羽の席に座すわり、脚を組み替えた。

「はっきりおっしゃって下さいな。天地様は一体どうなさったんです？」

　もうそろそろむしゃくしゃしてきた阿重霞の口く調ちようがきつくなる。

「阿重霞、おめーも分かんねぇヤツだなぁ」

　魎呼のにやにや笑いは耳まで達するかと思うほどになった。

「ちょっと出られないって言やぁフツー、察さつしがつきそうなもんだけどな。ま、分かんねーみたいだから言ってやるけどよ、あたしと天地は二人っきりで愛の生活をしてたのよ」

「あ、愛の生活!?」

　今度こそ阿重霞は絶ぜつ句くし、目を白黒させた。

「いやぁ天地がさぁ」

　魎呼は内心ほくほくしながら喋しやべり出した。

「こういうカッコがいいって言うんだよ。あたしゃ別に服なんかどーでもいいんだけどさ、まさかハダカで暮らすわけにもいかねぇし」

　ちらり、と阿重霞の反応を盗ぬすみ見る。

「ほら、メシだって作んなきゃならねぇだろ？　あたしゃハダカにエプロンでもいいって言ったんだけど、天地のヤツがそれじゃ恥はずかしいって言うから」

「りょ、魎呼さん……」
















　阿重霞はやっと声を押し出した。

「一体なんの話を……」

　あまりのショックにうっすらと涙なみださえ浮かんでいる。

「だからさぁ、あんまりかけてくるなって言ってんだよ。な、今だって慌あわてて服着てきたからパンツ穿はき忘れたかも」

　魎呼は阿重霞から見えないように注意しながらミニスカートをめくってみせた。

「もう結けつ構こうですわ!!」

　ぷつん、と一方的にアンシブルが切れた。

　魎呼はひとり大笑いしながら暗くなったスクリーンを見つめていたが、唐とう突とつに笑いを止やめるとヤケを起こしたように弁当の続きを食い始めた。

「ンなことあるわけねーだろ、ばーか……」

　魎呼は呟つぶやくと、空からの弁当箱をダストシュートに突っ込んで研究室を出た。

「やなヤツ……」

　居間に入るとすぐ魎皇鬼と子猫が駆かけ寄ってきた。

「よしよし、おめーらは仲良くしてな」

　誰もいない居間に座っているとさすがの魎呼も気が滅め入いってきた。

「ちきしょー……さっさと帰ってこねえとさっきの話、ホントにしちゃうからな！」

　魎呼ははるか銀河の向こうの阿重霞に向かって呟き、姿を消した。

　樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうの自室で呆ぼう然ぜんとアンシブルのスクリーンを見つめていた阿重霞の頭の中では、愛の生活という文字が地じ響ひびきを立てて暴あばれまわっていた。

「愛の生活……愛の生活ですって!?　冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　アドレナリンが急上昇し、手足の隅すみ々ずみまで樹雷のパワーが漲みなぎってくる。

「わたくしがこんなに辛つらい思いをしているのに、一体なんなのよあのクサれ女は!?」

　ウソよ、ウソに決まってるわ！

　天地様がそんなことなさるはずはないじゃないの！

　でもどうして魎呼があんな格好を!?

　心の中で目まぐるしくクエスチョンの点てん滅めつを繰くり返しながら阿重霞は部屋を飛び出し、忠実なガーディアンの姿を探さがした。

「きゃ……！」

　廊ろう下かを曲がりざま、阿重霞は思いっきり誰かにぶつかってしりもちをついた。

「阿重霞姫ひめ！　申もうし訳わけありません」

　長身の青年は慌あわてて阿重霞に手を差し出し、助け起こした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　今姫様のお部屋をお訪たずねしようと思っていたのですが」

「あなたは？」

　どこかで見たような……阿重霞は目もと涼すずしい水色の髪の美青年を訝いぶかし気げに見上げた。

「お忘れですか？　僕ぼく、天てん陵りようです。天あま木き天陵」

「あ……」

　そういえばおかしな名前だ、と思ったことを阿重霞は思い出した。

「阿重霞姫はまだお小さかったから覚おぼえてらっしゃらないかもしれませんが」

「いいえ、覚えておりますわ」

　幼おさない日の記憶がうっすらと蘇よみがえってきた。

「わたくしが皇家の広い広い陵りよう墓ぼで迷まい子ごになりそうになった時、あなたが助けて下さいましたっけね」

「あの時は僕もまだほんの少年でした」

　天陵ははにかむように微ほほ笑えんだ。

「覚えていて下さったとは光栄です。僕はその後長らく皇家を離れ、銀ぎん河がアカデミーで学んでおりましたが、皇家の墓はか守もりである父が亡なくなったのを機きに戻もどってまいったのです」

「そうでしたの……」

　阿重霞は意外な再会にほとんど魎呼のことを忘れるところだったが、危ないところで思い出した。

「こうしてはいられないんでしたわ。天陵様、申し訳ありませんがわたくし急いでますの。後のち程ほどまたお茶でも御ご一いつ緒しよ致いたしましょう」

　先程のテラスまで来ると、阿重霞は誰もいないのを確かめてからガーディアンを呼び出した。

「阿座化！　火美猛！」

「御ぎよ意い」

　たちまち二体のガーディアンが現れる。

「おまえたちに重大な任務を申し付けます。今から皇家の船を使って地球に行き、天地様をお連れ申し上げなさい。天地様が何とおっしゃろうと、耳を傾かたむけてはなりません。よいですか、必ず連れて帰ってくるのですよ」

「御意！」

　二体のガーディアンは即そく座ざにハモった。

「ですが、急でございますな」

「余よ計けいなことは聞かなくてよろしい。行きなさい！」

　阿座化と火美猛は阿重霞の顔色を見、黙だまって姿を消した。

「そうよ……これが一番正しいんですわ！」

　頭の中に貼はりついて離れない魎呼のにやにや笑いを打ち消すように唇くちびるを嚙かみ締しめる。




　その頃ころ柾木家では、一日中やくたいもなく街まちをうろついてきた天地が疲れ果てて玄げん関かんの引き戸を開けたところだった。

















第四章　「お姉様なんか……」









「お姉様なんか……」

　砂さ沙さ美みは美み砂さ樹きの膝ひざに頭をもたせたまま、湯ゆ気げに煙けむる夜の庭園をぼんやり見つめていた。

「砂沙美の話なんて結局聞いてくれないんだから」

「ずいぶん久しぶりねぇ……砂沙美ちゃんとこうやってお風ふ呂ろに入るのって」

　美砂樹は広大な露ろ天てん風呂の縁ふちに腰こし掛かけ、砂沙美の濡ぬれた髪かみをそっと撫なでていた。

「ね、砂沙美ちゃん。明日あしたはお弁当持ってお散歩でも行かない？　山の方に行くと白しら百ゆ合りが咲いてるわよ」

「百合？　樹じゆ雷らいにも百合なんてあったっけ？」

「あら、地球にもあるの？」

　砂沙美と美砂樹は顔を見合わせた。

「樹雷と地球って、やっぱりよく似にてるんだね」

「そうよ。樹きと緑の星だもの」

「木のおうち造ったりとか。木の船だってあるよ。飛ばないけど」

　砂沙美は指折り数え出した。

「木のお椀わん。木のお箸はし。木の机つくえや椅い子すに木の履はき物もの。天てん地ち兄ちゃんのおうちにもずいぶん木でできたものがあるよ」

「樹雷にもあるわよ。樹の食器に樹の家具、樹の転てん送そう装そう置ち、樹のネットワーク、樹の情じよう報ほう処しよ理りシステム」

　美砂樹の声が子守歌のように砂沙美を包つつんだ。

　砂沙美ってば、なんてつまんないこと喋しやべってるんだろ……心の中でもうひとりの自分がもどかしげに呟つぶやく。

　お母様に伝えたいのはこんなことじゃないのに。

　砂沙美はお湯から上がり、美砂樹の隣となりに腰掛けた。

　夜よ風かぜが火ほ照てった体をひんやりと撫でて通り過ぎる。

「砂沙美ねぇ……」

「なぁに？」

　砂沙美が目を上げたのと、美砂樹が首を傾かしげて優やさしく砂沙美を見下ろしたのはほとんど同時だった。

「……何でもない」

　砂沙美は美砂樹の肩に頰ほおを寄せ、目を閉じた。

　やっぱ言えないや。

　言ったってしょうがないもん、ひとりでダメならお母様も一いつ緒しよに地球に行こうなんて。

「お母様、今日一緒に寝てもいい？」

「いいですとも」

　美砂樹は微ほほ笑えみ、娘の体に腕をまわした。

　阿あ重え霞かちゃんの真ま面じ目めぶりにも困こまったものだわ……心の中で呟く。

　何が一番大切なのか、自分でもよく分かっていないんだもの。

　答えは、そう……たったひとつしかないのに。

　ひとつひとつ、いらないものを消していけばたったひとつの答えが残るはずなのに。

「冷えてきたわね。もう寝ましょうか」

「はい、お母様」

　砂沙美は素す直なおに立ち上がった。

「そんな顔しちゃダメよ。大だい丈じよう夫ぶ、きっとみんなうまくいくわよ」

「お母様……」

　砂沙美は慌あわてて顔をこすった。

「砂沙美、そんなひどい顔してた？　悪い子みたい？」

「ううん、そうじゃないの。悲しい顔してると気持ちまで暗くなっちゃうでしょ。だから、ね？」

　美砂樹は悩なやみに沈しずむ娘の小さな肩にバスローブをかけてやり、ついでにぎゅっと抱きしめてやった。




「ごめんな、魎りよう皇おう鬼き。腹はら減へっただろ？」

　天地は魎皇鬼の皿さらにニンジンを積み上げ、子猫の皿にキャットフードを山やま盛もりにしてやった。

「今日はどうしてたんだ？　どっか遊びに行ってたのか？」

「みゃ～」

　魎皇鬼はちょっと顔を上げたが、再びニンジンに集中し始めた。

「なんか、こうやって見るとふつーのペットだよなぁ……」

　とても宇宙船には見えないよ、と心の中で呟く。

「阿重霞さん、どうしてるかなぁ」

　砂沙美ちゃんも寂さびしがってるだろうな……。

「おまえたちはいいよなぁ、気楽で。俺おれなんか寂しくって家にいられないんだから」

　誰だれもいないのを幸さいわい、子猫の頭を撫なでながら天地は呟いた。

「阿重霞さんにかけてみようかな」

　天地は立ち上がり、鷲羽わしゆうの研究室のドアを開けようとしてふと立ち止まった。

　勢いきおいづいた気持ちがあっけなく萎しぼんでいくのが自分でも分かった。

　ため息をついて諦あきらめる。

「何やってんだか……」

　と、玄げん関かん先の電話が目に入った。

　天地はきゅっと唇くちびるを結ぶと、ダイヤルを回し始めた。

「はい、スリースターズですが……おや、天地くん？」

　電話の向こうから星ほし浦うら裕ゆう次じ郎ろうの声が返ってきた。

「さっき上がってうちの悟さとると飲みに行ったけど……うん、今日は忙いそがしかったからね、後は俺がやるからって言ったんだ。いやぁ、良くやってくれてるよ。ほんと、助かってるよ。どうしたの、何か用だった？」

　いえ、いいんです、と答えながら天地は気が抜けたような気分で電話を切った。

「……風呂でも入るか」

　悟と飲みに行ってるって!?

　妙みようにむかつきながら天地は心の中で星浦裕次郎の言葉を反はん芻すうした。

　何だ、魎りよう呼このやつ楽しくやってるじゃん。

　俺のことなんかもう、どうでもいいって感じだよな。

　そうさ、自分だけ楽しけりゃオッケーだもんな。

　人のことなんてどうせ……。

　考えているうちにどんどん気持ちが苛いら立だってくる。

　天地は自分の部屋に駆かけ上がり、着替えを持って下りてくると裸足はだしにスニーカーを突っかけて庭に出た。

　空中温おん泉せんに行こうと庭を回った時だった。

　ごうっと空気の鳴る音がしたかと思うと、池の上空に見なれぬ船が出現した。

「まさか……」

　阿重霞さん!?

　シルエットから見ると樹雷の船のようである。

　と、池の水面すれすれに船が停てい止しして、底部が光り始めた。

「天地殿どの！」

「お久ひさでござる！」

　声と共に丸太のような物体が二体、天地の両りよう脇わきに空間転てん移いする。

「あ、阿あ座ざ化か！　火か美み猛だけ!?」

「如い何かにも」

「なんだか元気がないでござるな」

「どうしたんだよ、二人とも？」

　阿座化と火美猛は上部の宝ほう玉ぎよくを点てん滅めつさせ、目め配くばせを交かわしあったように見えた。

「戸と締じまりはオッケーでござるか？」

「戸締まり？　まだ父さん戻ってきてないから一応玄関は鍵かぎかけてきたけど」

　天地は訝いぶかしみながら答えた。

「急にどうしたんだよ？　阿重霞さんは？」

　と、阿座化と火美猛の宝玉が再び点滅し、天地の体を柱状の結けつ界かいが取り囲かこんだ。

「な、なんだ!?」

「天地殿、御ご免めん！」

「勅ちよく命めいでござる！」

　おかしい、と気づいた時にはもう、天地の体はがっちり結界に取り込まれていた。

「阿座化！　火美猛!?」

　答えはなかった。

　次の瞬しゆん間かん、天地の姿は結界もろとも消え失うせ、阿座化と火美猛の姿も消えた。

　樹雷の船は再び水面を離れ、池の上空まで垂すい直ちよくに上昇すると、不意に向きを変えて空間の裂さけ目に飛び込んだ。

「みゃ!?」

　ただならぬ気け配はいを察した魎皇鬼が窓のところに飛んでいった時にはもう全すべてが終わり、池の水面は何ごともなかったかのように夜よ半わの月を映うつし出していた。




　さて、こちらは樹じゆ雷らい皇おう宮きゆう。

「阿重霞様、お言い付けどおり天地殿をお連れ申もうしたでござる」

　アンシブルを通して阿座化から通信が入った。

「亜あ空くう間かんジャンプのショックを避さける為ため、時間凍とう結けつを施ほどこしたでござる」

「よろしい。皇おう族ぞく専せん用ようのポートより入港しなさい。わたくしはそこで待っております」

「御ぎよ意い」

　通信が切れた。

「いよいよですわね」

　阿重霞は鏡の中の自分に向かって呟つぶやき、顔を近付けて目を凝こらした。

　優ゆう雅がに弧こを描いた眉まゆ、微び妙みような陰いん影えいとハイライトが元々整ととのった輪りん郭かくに格かく調ちようの高さを与えている。

　深しん紅くの瞳ひとみを引き立てるように全体の化け粧しようはわざとかなり控ひかえめにしてある。

　着物は正せい装そうではないが、銀ぎん白はく色しよくと萌もえ黄ぎ色いろに瞳の色と同じ深紅をアクセントに使った上品なものだ。

「完かん璧ぺきだわ」

　阿重霞はにっこり微ほほ笑えみ、深い満足と共に鏡の前を離れた。

　樹雷皇家専用ポートは皇宮の最上階にあり、普段は無人である。

　皇家の船は操そう縦じゆう者しやの意い思しを船が直接読み取るのでサポートは必要ないのだ。

「天地様、今参りますわ」

　阿重霞は部屋を出、最上階へと通じる転移ブロックに足を踏み入れた。




「……あれ？」

　なんで俺、龍りゆう皇おうのブリッジにいるんだろう？

「天地殿、お気づきでござるか」

「先さき程ほどの失礼、平ひらに御ご容よう赦しやつかまつる」

　まだぼんやりしている天地の顔を阿座化と火美猛のどアップが覗のぞき込む。

「わッ!?」

　一気に目が覚さめた。

　周まわりのなんだか和風モダンな設せつ備びや装置はやっぱり船のブリッジだ……が、龍皇ではない。

「これは……？　俺、どこにいるんだ？」

　阿座化と火美猛の上部の宝ほう玉ぎよくが点滅した。

「説明は後でござる」

「まずはそこから下りてみれば分かることでござる」

「…………？」

　天地は訝いぶかしみつつ、火美猛の誘ゆう導どうに従したがってタラップを下り始めた。

「ねえ、何がどうなって……」

　その時だった。

「天地様!!」

　巨大な伽が藍らんの向こうから着物の裾すそをなびかせて駆かけてくる女性が目に入った。

　艶つややかな黒髪、ほっそりした足、そしてもう、聞けないと思っていた懐なつかしい声。

「阿重霞さん!?」

　天地は思わず駆け寄って、阿重霞を抱きとめた。

「天地様、ごめんなさい……」

　阿重霞の言葉が途と切ぎれた。

「阿重霞さん！」

　天地はろくに阿重霞の言葉を聞いていなかった。

　いや、聞こえなかったのかもしれない。

　阿重霞がこの腕の中にいる、夢ではなく本物の阿重霞をこの腕に抱いている……その事実の前に全すべての疑ぎ問もんが飛び去ってしまったのだ。

「会いたかった……」

「わたくしも……」

　天地と阿重霞はしばし抱き合い、ようよう我われに返った。

「夢、じゃないよな？」

　確かめるように阿重霞の頰ほおにそっと指を走らす。
















「夢じゃないですわ」

　阿重霞は頰を染そめた。

「わたくしが命じたのです。阿座化と火美猛に言い含ふくめて……天地様をお連れ申し上げるように、と」

「じゃあここは、樹雷？」

「はい」

　阿重霞はようやく落ち着きを取り戻もどし、微笑んだ。

「こうでもしないと天地様に会えないと思ったんですもの」

「で、俺を無む理りやり攫さらったってわけ？」

　天地は安あん堵どを覚おぼえたとたんに力が抜けそうになった。

　そうか……そうだったのか。

　口元に自然に笑いが込み上げてくる。

「阿重霞さんって大だい胆たんだよな。普段はおとなしいくせに、時々信じられないくらい思い切ったことするんだから」

「ごめんなさい。わたくし……天地様に会いたくていても立ってもいられなくなって、これしか方法を思いつかなかったんですの」

「びっくりしたよ。いきなりだもんな」

　天地と阿重霞は相手の言葉を待ちきれないかのように軽かる口くちを叩たたき、互たがいに顔を見合わせ、照てれたように微笑みあった。

「良かったよ。阿重霞さん元気そうで……砂沙美ちゃんは？」

「美砂樹お母様に添そい寝ねしてもらってますわ」

「阿あ主ず沙さ皇おう……お父様は見つかったかい？」

「いいえ、まだ……」

　阿重霞ははにかんだ笑顔を見せた。

「下に参りましょう。中庭でお茶でも召めし上がりません？」

「うん……」

　天地は口くち籠ごもった。

　どうしたんだろう、俺……無理やり連れて来られたっていうのに全然怒おこったりする気になれない。

　なんだかむちゃくちゃ嬉うれしい。

　いや、嬉しいって言うより、感かん激げきしてる。

　阿重霞さんがこんなに俺のこと、思っててくれたなんて……。

　天地はさすがに照れて黙だまって阿重霞の後について歩き出した。

「阿重霞さん」

「はい？」

　地球にいる時と同じように、間かん髪はつ入れず返事が返ってきた。

「ううん、いいんだ」

　きれいだよ……やっぱ俺、阿重霞さんが一番……。

　自分でもどうしようもないほど胸が高たか鳴なっていくのが分かる。

「あ、父さんに連れん絡らくしなきゃ。黙って出てきちゃったからきっと心配してるよ。……誰だれかさんのせいで」

「ごめんなさい」

　阿重霞はこれで三回目のごめんなさいを口にしたが、その表情は笑いを含んできらめき、やっぱり謝あやまっているようには見えなかった。

「おじさまはアンシブルの使い方、御ご存ぞんじ？」

「いや」

「では阿座化か火美猛を使いに出しましょう」

「いや、ちょっと待って。いきなりそれじゃびっくりするよ」

　どうせどうやっても仰ぎよう天てんさせることにはなるだろうけど……。

　天地はこの二、三日いらいらして不ふ機き嫌げんだった自分を面おも映はゆく思った。

「じっちゃんとこに連絡通じる？」

「遥よう照しようお兄様？　もちろんですわ」

「じゃ、じっちゃんにかけるよ。阿重霞さんから迎むかえが来て、こっちに来てるからって」

「おかしな天地様」

　天地の懊おう悩のうを知らない阿重霞は無む邪じや気きに笑った。

「いいですわ。わたくしの部屋からかけて下さいな」

「サンキュ」

　天地はほっとしたように笑い返した。




　同じ頃ころ、柾まさ木き神じん社じやの社しや務む所しよでは、こんなところにいるはずのない人物が仏ぶつ頂ちよう面づらで腕うで組ぐみしたまま、狭せまい室内を睥へい睨げいしていた。

「遥照。おまえは本気でこの星に骨を埋うずめるつもりなのか!?」

「だからそれは……まぁお茶でも如何いかがです？　あいにく茶ちや菓が子しが切れてて申もうし訳わけありませんが」

「誰だれが茶菓子の話をしておる!?」

　勝かつ仁ひと、樹雷名遥照の向かいであぐらを組み、仏頂面で渋茶を啜すすっているのは誰あろう、樹雷皇その人である。

「しかし驚おどろきましたよ。昨日の夜、いきなりいらっしゃった時は。まぁそれまでのいきさつはこれ以上詮せん索さくしないことにしますが、今回はわたしも色々考えましたね。何しろ行ゆく方え不明、ですから」

「周まわりがそう思っただけだ」

　樹雷皇阿主沙は恬てん淡たんとした老人姿の息子むすこを睨にらみ、眉まゆを寄せた。

「わしはちゃんと自分の行く先を知っておるわ」

「やれやれ、母上も阿重霞も苦労するわけだ」

　勝仁は口の中でもごもごと呟つぶやいた。

「なんだ？　言いたいことがあるならはっきりせい」

「どうしてそうせっかちなんです？」

　勝仁は悠ゆう然ぜんと茶を啜り、ただでさえ気の短い阿主沙を狂わんばかりにさせた。

「ではわたしも言わせていただきますけどね、阿重霞はまだやっと二は十た歳ちを過ぎたばかりではありませんか。そりゃ父上から見れば七百二十歳かもしれませんが、あの子はその七百年の間、龍皇の中でほとんど時間凍結してたんですよ。このわたしを捜さがしてね。この星に降り立って、ようやく行方不明の兄の許嫁いいなずけという呪じゆ縛ばくから逃のがれ、青春をやり始めたばかりなんです。決められた、しかも兄と呼ぶしかない相手ではなく、自分の素す直なおな乙女おとめ心ごころが見みい出だした相手とね。いじらしいじゃありませんか。それを父上はやれ早く戻って来いだの、阿重霞の相手はわしが選ぶだの……」

「そんなことは言っておらん」

　阿主沙は憮ぶ然ぜんとした。

「可か哀わい想そうに、阿重霞も砂沙美も樹雷に帰るより仕方ないじゃないですか」

「樹雷皇家の一大事だ。当たり前じゃ」

　息子ごときにしてやられるかという顔で睨み返す。

「わざわざ行方不明になってまで、ですか？　困こまりましたねぇ」

「わしは全然困っとらん」

　阿主沙はだんだん、じいやと話しているような気分になってきた。

「何か誤ご解かいしておるようだが、わしが樹雷を出たのはもっと政治的な理由からだ。皇おうたるもの、常に内外の動どう静せいに敏びん感かんでなくてはならぬ。邪じや魔まものが失うせたといってすぐ動き出すようなうつけものを見定めるにはよい機会だからな」

「そんなものは船ふな穂ほ母上がよーく御存じですよ」

　辺へん境きようの星にいる割には内外の動静に詳くわしい勝仁は手もなくやり返した。

「幸さいわい、両母上ががっちり樹雷を治おさめておられるお陰かげで大した混こん乱らんもなく、樹雷は安あん泰たいのようですが……」

　勝仁はちらりと阿主沙に視線を送った。

「正しよう直じきにおっしゃったらどうです？　父親をほったらかしておさんどんに夢中になっている娘むすめ二人に我が慢まんならなくなったって」

「うむむむ……」

　阿主沙のこめかみに青あお筋すじが浮き上がった。

　どうやら樹雷皇はプライヴェートではごく正直な人間のようである。

　と、アンシブルの受信音が鳴った。

　阿主沙はぎょっとして思わず腰こしを浮かせ、勝仁は珍めずらしくも虚きよを突かれて一瞬慌あわてふためいた表情を見せた。

「はいはい、今出ますから」

　慌てぶりを取り繕つくろうようにモニターに向かう。

「遥照お兄様！」

　モニターに阿重霞の嬉うれしそうな顔が映うつし出された。

「おお、おまえか」

　遥照は内心引きつりながら微ほほ笑えんだ。

「どうじゃ、そっちの様よう子すは？　父上はもう見つかったか？」

　言いながらさりげなくモニターの位置をずらす。

「いいえ、まだなんですけど……」

　阿重霞はもじもじした。

「あの、信のぶ幸ゆきおじさまに伝えていただきたいことがありますの。天地様のことなんですけど……」

「うむ、天地がどうした？」

「実はこちらにいるんですの」

　阿重霞はさっと引っ込み、代わりににやけた顔の天地が登場した。

「じっちゃん、俺……阿座化と火美猛に攫さらわれちゃったんだ。そんなわけで今樹雷にいるから、父さんに心配するなって伝えてほしいんだけど」

「天地!?」

　勝仁は呆あきれ顔で天地を見返し、心の中で案ずるより産うむが易やすし、と呟つぶやいた。

「あとそれから、魎皇鬼の世話とミソカちゃんの世話よろしくって」

「阿重霞と代わってくれんか」

「あ、うん」

　モニターに再び阿重霞が現れた。

「お兄様、ごめんなさい。わたくし……天地様にどうしてもお会いしたくて」

　魎呼に嫌いやがらせをされたことはおくびにも出さない。

「我がままですけどしばらくこちらに居いていただこうと思っておりますの。いいでしょう？」

「ダメだと言っても仕方あるまいな」

　勝仁は苦笑し、このモニターをちょっとずらしたらどういうことになるだろう、と思った。

「よし、信幸にはわしからおまえの言うとおり伝えておこう。両母上によろしくな」

「ありがとうございます。また連絡致いたしますわ」

　阿重霞はにっこり笑い、通信を切った。

「だ、そうですよ。父上」

　振り向いた勝仁は阿主沙の顔を見て思わず吹き出すところだった。

　阿主沙の顔に見えない文字で（しまった！）と書いてあったからである。

「なんと……」

　哀あわれ樹雷皇は自分の目もく論ろ見みが完かん璧ぺきに裏うら目めに出たことを悟さとった。

　樹雷皇、失しつ踪そう。最愛の娘たち、慌あわてて帰郷。感動の再会。あとは何とでも理由をつけて樹雷から出さなければいいだけだ。

　阿重霞は泣くだろうからそこで父の寛かん容ようさを見せておもむろにあの少年を呼び寄せる。

　まずは皇家の一族にふさわしく武ぶ芸げいを仕込み、磨みがきをかけ、阿重霞に相応ふさわしい器うつわになるまで厳きびしく監かん督とく下かに置いて鍛きたえ上げる。

　交際はもちろん許きよ可か制せいだ。

　タダで娘を渡してなるものか。

「してやられたわ」

　樹雷皇は呟いた。

　年頃の娘の一いち途ずな恋心を計算に入れていなかったせいである。

「……樹雷に戻る」

　阿主沙は瀕ひん死しの病人のような顔で立ち上がると、ものも言わずに社務所を出ていった。




「天地様、お疲れでは？」

　闇やみに沈む小さなあずまやの中で、天地と阿重霞は並んで降るような星空を見上げていた。

　地球とは違う星座、見慣れぬ二つの月。

　片方は青白く、片方はうっすらと赤い。

「いや」

　天地は濃のう密みつな夜の香りを胸に吸すい込んだ。

　緑の匂においが濃こい。

　名も知らぬ鮮あざやかな色の花が二人を包つつみ込むように咲いている。

　蜜みつのように甘い花の香りと緑の匂いが入り交まじった空気はしっとりと湿しめり気けを含ふくみ、心の帳とばりを柔やわらかく溶とかしていくようだった。

「俺……家にいられなかったんだ」

　天地は呟いた。

「阿重霞さんがいなくなって、砂沙美ちゃんも、鷲羽さんも、ジョージさんもいなくなって、家の中が空からっぽになったような気がして」

「鷲羽さんも？」

「銀ぎん河がアカデミーから講こう義ぎを頼たのまれたんだって。清きよ音ねさんも美み星ほしさんもギャラクシーポリスに帰っちゃったし」

　魎呼も出ていったんだ……苦にがい思いで付け加える。

「まあ……」

　阿重霞は目を見張った。

「わたくしのせいね？　わたくしも砂沙美も戻ってきてしまったから」

　阿重霞は視線を落とした。

「そんなことになっていたなんて、わたくし全然知りませんでしたわ。ごめんなさい、天地様。ひとりで辛つらい思いを……」

「そんなことないよ」

　急に遮さえぎられ、阿重霞は驚おどろいて天地を見上げた。

「一番辛かったのは阿重霞さんだろ？　俺なんてただおろおろして、結局何にもできなかっただけだから……」

「いいえ、そんなこと！」

　今度は阿重霞が遮る番だった。

「こんな事件が起きて、わたくしは如い何かに天地様に頼たよってきたか思い知らされましたの。天地様がいらっしゃるからわたくしは元気にしていられたんですわ。毎日まいにち、ちょっとしたことで笑ったり、怒ったり……幸せでした」

　阿重霞の瞳ひとみが揺ゆれた。

「もう離れたくない。たとえ一秒だって耐たえられませんわ。天地様、わたくしを抱きしめて！　離さないで！」

「阿重霞さん……」

　阿重霞の肩に天地の手が触ふれた、と思うと不意に抱き寄せられた。

　息が詰つまるような喜びの中で阿重霞は目を閉じ、懐なつかしい匂いに胸を震ふるわせた。

　ああ、地球の匂い……暖あたたかな秋の日ひ溜だまりと、畑の土と緑の匂い、天地様の匂い。

「好き……」

　あとは言葉にならなかった。

　阿重霞の閉じた目ま蓋ぶたから涙なみだが頰ほおを伝い、天地の襟えりもとを濡ぬらした。

「行かないで。ここにいて……わたくしを置いて行かないで」

「阿重霞さん？」

　地球よりほんの少しだけ明るい月明かりが阿重霞の頰に光る涙を照てらし出した。

「泣いてるの？」

　二人の、樹雷の深しん紅くの瞳と地球の黒い瞳が合った瞬しゆん間かん、それは自然に訪おとずれた。

　天地は魂たましいの奥まで震えながら阿重霞にくちづけ、壊こわれ物を包むようにそっと抱きしめた。

「天地様……」

　あずまやのベンチはひんやりと固く、恋人たちの褥しとねには素そっ気けない表情で押し黙だまっていた。

「少しだけ……少しだけ一緒にいて」

　二つの月が樹雷にも咲くという白しら百ゆ合りのような顔を照らし、恥はじらうように光をうつろわせた。

　天地は月の光に酔よったように阿重霞を抱きしめ、もう一度その唇にくちづけた。

　夜よ風かぜに息づく花のような頰に指を触れると、ふいに脳のう裏りの中で桜が舞まい、白い影かげが通り過ぎた。




　ごめん、魎呼……。




　閉じた目ま蓋ぶたの奥で何度も白い花びらは舞い、白い絨じゆう毯たんの上に散り落ち、巻き上げられていく。




　俺……もう君に会えないかもしれない。




　気まずいまま別れたきりの魎呼の面おも影かげを振り切り、無理やりかき消すかのように天地は阿重霞の体を抱きしめ、溢あふれようとする言葉を追い出した。

「今だけでもいいの。わたくしのことだけを考えて」

「阿重霞さん」

　と、天地の脳のう裏りを幻まぼろしの少女が過よぎった。

　運命が変わるって、大きな変化が訪れるって、このことだったのか？

　ひとの心が……俺と阿重霞さんの、魎呼の心が動き、離れ、見えない未来を探さがして歩き出している。

　今、この手の中にある取っ手を回せば、もう後あと戻もどりはできないんだ。




　ミライノトビラ……。




　天地は阿重霞を抱きしめたまま、樹雷の夜の闇やみをさまよう影の囁ささやきに耳を澄すました。

　影たちの囁きは心をざわつかせ、天地の思いをかき乱すばかりだった。

「そう……一番大切なものをしっかり捕つかまえるのよ。何もかも捨すてて、阿主沙様についてきたわたくしのように」

　テラスに立つ影の横顔を月の光がさっとかすめて通った。

　船穂は微ほほ笑えみながら柱の陰に身を寄せると、衣きぬ擦ずれの音ひとつ立てずに中庭を後にした。




「天地のやろォ……」

　遥はるか星の海を隔へだてた地球の片かた隅すみの、小さな商店街のそのまた片隅の居い酒ざか屋やで、魎呼は二本目の一いつ升しよう瓶びんを抱かかえたまま小さな声で呟つぶやいた。

　金色の眼めは笑っていない。

　黄おう玉ぎよくのように硬かたく澄んだまま光を閉じ込めて、黒ずんだテーブルの上を見つめている。

「魎呼さん、そんなに飲んだら毒どくだよ」

　今夜は店中の酒、飲み倒そうな、と豪ごう語ごしたものの、実はそんなに飲めない星浦悟はさっきから黙だまり込んでしまった魎呼を心配そうに覗のぞき込んだ。

「何かあったんだろ？　いいから話してみなよ。俺、魎呼さんの為ためなら何だってするよ」

「うん？　じゃ、もう一杯注ついでくんな。まだ夜は長いんだから」

　魎呼はどん、とテーブルに一升瓶を置き、悟の方へコップを突き出した。

「ダメだってば」

　悟は一升瓶を取ると、テーブルの下に隠かくしてしまった。

「ちょっと外に出て風に当たろうぜ。すんません、お勘かん定じよう！」

　軍ぐん資し金きん持ってきて正せい解かいだったぜ……心中、胸を撫なで下ろす。

「ほら、行こうって」

「ん……」

　魎呼は別にふらつくでもなく、すたすたと店を出ていった。

　近くの公園まで魎呼は黙ったまま悟の前を歩いていた。

「やっぱ酔よえねェな」

　ぽつりと呟く。

「代たい謝しやレベル最低に落として、思いっきり頭カラッポにしてたのに」

　小さな公園の中に入ると、魎呼は振り向いてニカッと笑った。

「悪かったな、悟。付き合わせちゃってよォ」

「え、どうして？　俺、魎呼さんと一いつ緒しよにいるだけで幸せ。今日なんかもう、羽はねが生はえて足が地についてないぜ」

　悟はぶっ飛ばされてもいいから魎呼を抱きしめたい、と真しん剣けんに思った。

　首も肩も細いなぁ。

　女の子だもんな。

　ダメじゃないか、天地くん。女の子にこんな悲しい顔させちゃ。

「ね、魎呼さん。家帰ってちゃんと布ふ団とんで寝た方がいいよ。いくら元宇う宙ちゆう海かい賊ぞくだってお肌はだが荒れたらイヤだろ？」

「うっせえな。おめーの顔じゃねぇんだから、いいじゃんか」

　いつもの調子でやり返した魎呼の瞳ひとみがわずかに曇くもったのを悟は見み逃のがさなかった。

「ちょっと待ってな。魎呼さん、そこから動くなよ」

　何を思ったか、悟は公園を走り出るとしばらくしてコンビニの袋を手に戻ってきた。

「ほら、アイス！」

　魎呼が中を覗くとハーゲンダッツのカップが三種類入っていた。

「遠えん慮りよすんなよ。俺、魎呼さんに宇宙船に乗せてもらう夢、叶かなえたいからさ」

　魎呼はきょとんとした顔で悟を見返していたが、合が点てんがいったように笑い出した。

「そっか。そういやぁそんなこと言ったっけな」

　魎呼はひとり笑いながらカップを開け、あっという間まにアイスを平たいらげてしまった。

「おめー、そんなに宇宙船乗りたいか？」

　魎呼の金色の瞳が笑いを含ふくんできらめいた、と思った瞬間、悟は軽かる々がると魎呼に抱きかかえられ、宙に浮き上がった。

　一瞬、風景がブレて目め眩まいを起こしそうになる。

「魎皇鬼！」

　魎呼の澄すんだ声が響ひびき、眼下はるかに水面のきらめきが見えた。

「みゃあああん！」

　水面の上で何か小さなものが光った、と思うと爆ばく発はつ的てきな速度で巨大化する。

「こ、これが……」

　四つの衝しよう角かくを持った巨大な宇宙船を目まの当あたりにした悟は息を吞のみ、思わず体を強こわばらせた。

「さ、行こうぜ」

　魎呼はもう、強い光をたたえた海賊の眼で悟を見下ろすと、一気にブリッジへと瞬しゆん間かん移動した。




「天地兄ちゃああん」

　砂沙美は必死に走っていた。

　見み慣なれた通学路に秋の日ひ射ざしが照てり返す。

「なんで？　どうして？」

　俺、遠くに行くんだ。だからもう会えなくなっちゃうね……天地の声が脳のう裏りに谺こだまする。

　砂沙美ちゃんはまだ小さいから連れていけないよ。

　お父さんとお母さんのところへお帰り。

「どうして!?」

　砂沙美の胸が不安に高たか鳴なった。

　あ……こんな夢、ずっとずっと前に見たことある……。

　天地兄ちゃんが龍りゆう皇おうに乗って、双そう蛇じやと戦いに行く前。

　全然違う夢だったけど、恐こわくて心細くて眼めが覚さめた。

　夢、だよね？

　眼が覚めればちゃんとおうちにいるんだよね？

　その瞬間、急に辺あたりの風景が一いつ変ぺんした。

「あ……」

　桜。一面の桜。

　誰もいない真っ白な地面の上を音もなくはらはら、はらはら、桜が散っている。

「天地兄ちゃん、どこ？」

　砂沙美は息を詰つめたまま、辺りを見回した。

　心細さに指先まで冷たくなっていく。

「やだ……砂沙美、こんなとこやだぁ！」

　叫さけぼうとした時、急に眼が覚めた。

「お母様？」

　砂沙美は手を伸ばし、すぐ隣となりに美砂樹が眠っているのを確かめた。




　よかった……。




　お母様、あのね、砂沙美ね……揺ゆり起こそうとして砂沙美はふと手を止めた。

「起こしちゃ可か哀わい想そうだよね」

　やっぱりお姉様に聞いてもらおう。

　小さかった頃ころも、地球の家で暮くらすようになってからも、恐い夢を見たときはいっつもお姉様に聞いてもらってたんだから……。

　砂沙美はそっとベッドから滑すべり降おり、裸足はだしのまま姉の部屋を目め指ざして歩き出した。

「お姉様？」

　阿重霞の部屋は明かりがついたまま、空からっぽだった。

「どこいっちゃったんだろ？」

　仕方なく美砂樹の部屋に戻ろうとして中なか庭にわを通り掛かったときだった。

　あずまやの方で影が揺れたように見えた。

「お姉様？」

　夜よ露つゆに濡ぬれた草を踏ふんで、砂沙美は走り出した。




　誰かいる……!?




　あずまやのベンチで天地の肩に凭もたれ掛かるようにして姉は眠っていた。

「天地……兄ちゃん!?」

　息が詰まり、ショックで足許が揺らいだような気がした。

「どうして……!?」

　なんで天地兄ちゃんがここにいるの？

　どうして来たって砂沙美に言わなかったの？

　お姉様、なんで砂沙美に黙だまってたの？

　どうしてそんな幸せそうな顔して眠ってるの!?

「うそ……!!」

　見ちゃいけないんだ。砂沙美、まだ子どもだから……。

　来ちゃいけなかったんだ。砂沙美は関係ないんだから……！

「もう夢の話なんか聞いてもらえないんだ」

　砂沙美は踵きびすを返して走り出し、その足音にふと天地が眼を開いた。

「砂沙美ちゃん!?」

「え!?」

　阿重霞ははっと眼を覚まし、走り去っていく妹の後ろ姿をじっと見つめていた。

「どうしよう？　見られちゃったかな!?」

「いいのよ。きっと砂沙美も分かってくれますわ」

　深しん紅くの瞳ひとみに強い色をたたえたまま、阿重霞は静かに微ほほ笑えんだ。

「愛してますわ、天地様」

　阿重霞はふと眼を伏ふせると、天地の胸に体を預あずけ、深く息を吐はいた。

















第五章　「阿あ重え霞か皇おう女じよ、緊きん急きゆう会かい見けん！」









「阿重霞皇女、緊急会見！」

「速そく報ほう！　ついに明かされる皇女の秘ひ密みつ！」

「重大宣せん言げん！　皇女様に一体何が!?」




　樹じゆ雷らい星せいは統とう一いつ国こつ家かである。

　地球で言えば北極から南極までがひとつの国家であり、人類みな国民であり、同じ皇おうを戴いただく統一民族である。

　その広大な樹雷星全すべてのマスコミとネットワークが突然降ふって湧わいた大ニュースに東とう奔ほん西せい走そうしていた。

　何しろ皇のいぬ間まにあの樹雷皇家第一皇女が全国民の前で＊＊しようというのである。

　一体なにが入るのであろうか、この＊＊には!?

　宣せん戦せん布ふ告こくか？

　おめでた発はつ覚かくか？

　不ふ倫りん疑ぎ惑わくか？




「だからとにかく、一いつ切さいお答えできないことになっているんですってば！　とにかく発表をお待ち下さいぃっ」

　樹雷皇家広こう報ほう部ぶ所しよ属ぞくの昨日きのうまで定てい時じに業ぎよう務む終しゆう了りようしてお茶して食事してお酒まで楽しんでいたＯＬは五百七十四回目の問い合わせに五百七十四回目の答えを怒ど鳴なり返した。

「日付が変わるまでに絶対辞じ表ひよう出そう」

　心の中で決意する。

　その頃ころ一いつ般ぱん庶しよ民みんには足を踏ふみ入れることすら叶かなわない樹雷皇おう宮きゆうのそのまた奥の衣い装しよう部屋では、阿重霞がせっせと天てん地ちの世話を焼いていた。

「あの、阿重霞さん」

「はい？　やっぱりこっちの衣装の方が立りつ派ぱに見えるかしら？」

　黒と群ぐん青じようの幾き何か学がく模も様ように炎ほのおが躍おどり上がっている樹雷伝でん統とうの衣装と、白に銀の水すい龍りゆうが駆かけ登るこれも由ゆい緒しよ正しい衣装とを交こう互ごに見み比くらべる。

「そうじゃなくって……」

　天地は自分の着き幅はばの三倍はあろうかという甲かつ冑ちゆうのごとき樹雷皇家の正せい装そうをおどおどと眺ながめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、わたくしに全部任まかせて下さいな。天地様はわたくしの隣となりで悠ゆう然ぜんとしてらっしゃればよろしいのよ」

「いや、だから……」

「あ・い・し・て・ま・す・わ♡」

　不意に阿重霞の唇くちびるが頰ほおを掠かすめ、天地の抗こう議ぎは空くう中ちゆう分ぶん解かいしてしまった。

「何でもないんですのよ。ほんとにちょっとみなさんに紹しよう介かいするだけなんですから。わたくしの申し上げることに頷うなずいてくれればそれでいいんですの。ね？」

　何か恐ろしいことが始まろうとしている。

　だがこんなに幸せそうな阿重霞を見ていると、とても問いただせそうにない。

　ここは樹雷で地球じゃないんだし、非ひ公こう式しきの会かい見けんだっていうんだし……。

　天地は結局何も言えずにおとなしく樹雷皇家の正装を着せられ、不安のあまり強こわばったまま阿重霞の後あとに従したがって部屋を出た。

　衣装は炎の躍り上がっている方だった。




「今、阿重霞皇女が会場に入っていらっしゃいました。その後ろにいる少年はなんと、遥よう照しよう皇おう子じの血をひくという、柾まさ木き天てん地ち殿どのです！」

　樹雷ネットワークのレポーターが興こう奮ふんのあまり掠かすれ声で囁ささやいた。

　雛ひな壇だんに並ならんで座すわった天地と阿重霞は共に樹雷皇家の正装で、まるで親しん王のう飾かざりのようである。

　樹雷皇家の公式行ぎよう事じに使われる謁えつ見けん室しつの左右には四大皇家の皇おう族ぞくたちが並び、美み砂さ樹きと船ふな穂ほの両りよう皇おう妃ひは娘を見守るかのように二人の後方を固めていた。

「列れつ席せきの皆様、ならびに国民の皆様」

　阿重霞のよく通る声が会場を貫つらぬいた。

「わたくし、樹雷皇家第一皇女阿重霞は長らく植しよく民みん惑わく星せい、地球におりましたが、このたび父、樹雷皇の不ふ在ざいを聞き、戻もどってまいりました。今から申し上げることは本来ならば父の采さい配はいを仰あおぐべきことではございますが」

　阿重霞は言葉を切り、皇女の威い厳げんをもって会場を見渡した。

　自分の言葉に異い論ろんを挟はさむ者あらば容よう赦しやなく退たい席せきさせかねない気き迫はくである。

「わたくし、阿重霞は樹雷皇家の一員に柾木天地様をお迎むかえしたく存ぞんじます。兄遥照の血を受け継つぎ、我が樹雷皇家の奥おう義ぎ光こう鷹おう真しん剣けんの使い手であり、津つ名な魅み様の御ご加か護ごを受けておられる天地様以上に我が皇家に相応ふさわしい人物はございません。わたくしは天地様と出会ったことを運命だと思っております。この皇家の血に誓ちかって、天地様の他にわたくしの運命を委ゆだねる方かたはおりません。もちろん、全すべてはお父様が御ご帰き還かんなさってからのことになりますけど……」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、謁見室は蜂はちの巣すをつついたような大おお騒さわぎになった。

　居い並ならぶ諸しよ皇おう家けの面々は絶ぜつ句くし、レポーターは雛壇の周まわりに押し掛け、あぶれた記者は皇家の誰だれでもいいからコメントを取ろうという騒ぎである。

「それは天地殿と御ご婚こん約やくなさったと取ってよろしいんですね？」

「二人の御関係は？　同どう棲せいなさっているというのは本当ですか？」

「プロポーズはどちらが？　どんな文もん句くでした？」

「お子さんは何人？」

「あ、阿重霞さん、ちょっと……」

　天地は青ざめ、阿重霞は全方位に笑顔を振りまきながらてきぱきと質問を捌さばき始めた。

「申もうし訳わけありませんが」「今はこれ以上のことは何も」「どうか温あたたかく見守って下さるようお願い致いたします」「お父様がご帰還なさったら」「今は何も申せません」

　これらのカードをとっかえひっかえしてレポーターどもをあしらったあげく、時間になるとさっさと天地を連れて謁見室を引き揚あげてしまったのである。
















　二人の背はい後ごは船穂、美砂樹両皇妃が守っていたので追つい撃げきも不可能だった。

「お姉様が天地兄ちゃんと結けつ婚こん……!?」

　皇家の台所で料理人たちと一いつ緒しよに特別番組を見ていた砂さ沙さ美みは危あやうく椅い子すから転ころげ落ちるところだった。

「うそォ……砂沙美、そんなこと聞いてないっ」

　じゃあ、もう地球には戻らないの？

　魎りよう呼こお姉ちゃんはどうするわけ？

　砂沙美は……砂沙美は一体どうすればいいの!?

「……お姉様に聞いてくる！」

　砂沙美はすっくと立ち上がると、後も見ずに台所から走り出した。




「阿重霞さん！　さっきのは一体何なんだよ!?」

　元の衣装部屋に戻った天地はようやく血の気けを取り戻し、阿重霞に詰つめ寄った。

「非公式だって、ちょっと紹介するだけだって言ったじゃないか！　それがどうしてあんな大おお袈げ裟さな会かい見けんになっちゃうんだ？　困こまるよ。俺おれ、結婚するなんてまだ全然考えてないのに！」

「天地様!?」

　阿重霞は信じられないというように眼めを見開いた。

「どうして？　昨日きのうの夜、わたくしを抱だきしめて下さったのはウソでしたの？　優やさしくくちづけして下さったのは偽いつわりでしたの!?」

　深しん紅くの瞳ひとみが潤うるむ。

「信じておりましたのに……天地様」

「ち、違うんだ！」

　阿重霞の頰ほおに涙なみだのこぼれ落ちたのを見、天地は慌あわてて遮さえぎった。

「俺の言いたいのはあれじゃまるでだまし討うちじゃないかってことなんだよ。俺、バカみたいじゃないか。君の後あとついてって、ただ座すわってるだけで」

「わたくしの心を弄もてあそんだのですか!?」

　阿重霞は終しまいまで聞かずにやり返した。

「ここまできてまだお心を決めかねるとおっしゃるの？　わたくしに恥はじをかかせようと言うの？　ひどいわ……」

　阿重霞は傷しよう心しんの面おも持もちで後ずさり、唇くちびるを嚙かむとふいに身を翻ひるがえした。

「天地様の意い地じ悪わる!!」

　恨うらめしげなセリフを残して阿重霞は衣装部屋を走り出て行き、後には茫ぼう然ぜん自じ失しつの天地が残された。

「何でだよ!?」

　恥かいたのは俺の方じゃないか。

　それがどうして人にん非ぴ人にんみたいに責せめられたあげく、放り出されなきゃならないんだ？

　天地は苛いら立だちと興こう奮ふんでむかむかしながらさっき着せられたばかりの皇家の正装を脱ぎ捨すて、自分の普段着に着き替がえた。

「もうゴメンだぜ」

　天地は剣けん吞のんな顔で呟つぶやくと足あし速ばやに衣装部屋を出、そのまま手て近ぢかの転てん移いブロックに足を踏ふみ入れた。

　最上階の樹雷皇家専用ポート。

　船もないのにこのまますんなり帰れるとは思わなかったが、誰かに出っくわしてあれこれ聞かれたり追い掛けられたりするのはごめんだったし、かと言って衣装部屋の他に人のいなさそうなところは昨夜ゆうべ阿重霞と過ごしたあずまやと樹雷皇家専用ポートぐらいしか思いつかなかったのだ。

　転移ブロックは目的地を念ねんじさえすれば簡かん単たんに使用者を運んでくれるはずだった。

　上下感覚を揺ゆさぶられるような軽い目眩めまいが去った後、天地は何も考えずに足を踏み出した。

「あれ？」

　見み覚おぼえのある扉とびらが眼に入った。

「阿重霞さんの部屋だ……」

　よりにもよって今一番会いたくない相手の部屋の前に出てしまうとは、よっぽど動どう揺ようしていたに違いない。

　まだ到とう底てい仲なか直なおりする気分になれない天地は黙だまって踵きびすを返すと、転移ブロックに戻ろうとした。

　と、背はい後ごで扉の開く軽い音がした。

（やば……！）

　思いながらもつい振り向いてしまう。

「天地兄ちゃん！」

「砂沙美ちゃん!?」

　天地と砂沙美はたっぷり三十秒は見つめ合ったまま、その場に凍こおり付いていた。

「なんで黙ってたの？」

　口を切ったのは砂沙美の方だった。

「砂沙美、待ってたのに。いっしょうけんめい我が慢まんしてたのに。地球に帰りたかったけどお姉様がダメだって言うから……魎りようちゃんとミソカちゃんの話も聞きたかったのに、みんなどうしてるか、心配してたのに、どうして来てるって言ってくれなかったの!?」

「砂沙美ちゃん……」

　天地は言葉を失うしなった。

　阿重霞さんが急に……離してくれなくて……どこにいるのかなぁ、とは思ったんだけど……言い訳わけばかりが脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

「お姉様と結婚するの？　そうだよね。さっきお姉様がそう言ってたもんね。樹雷中のひとが聞いてたもん。そしたらもう地球には戻らないよね。前みたいにみんな一いつ緒しよにごはん食べたり、花火したりできないよね。天地兄ちゃんはお姉様と結婚して、ホントに樹雷の皇おう子じ様になってもう砂沙美と遊んだりできなくなっちゃうよね。だって阿重霞お姉様が天地兄ちゃんのこと、独ひとり占じめしちゃうから」

　砂沙美の明るい瞳ひとみが潤うるんだ。

「ごめんね。砂沙美、こんなこと言うつもりじゃなかったのに、天地兄ちゃんに会ったらちゃんと、おめでとうって言おうと思ってたのに。だって砂沙美……」

　ふいに砂沙美は口を噤つぐみ、着物の袖そでで眼を擦こすった。

「ごめんね、天地兄ちゃん。砂沙美……悪い子で」

　一瞬の出で来き事ごとだった。

　砂沙美は身を翻ひるがえすと天地の脇わきをすり抜け、転移ブロックに飛び込んだ。

「砂沙美ちゃん!?」

　ほんのわずか躊ちゆう躇ちよしている間に砂沙美の姿は消え、天地は再び取り残されてしまった。




　俺、何をしてしまったんだろう!?




　砂沙美の寂さびしそうな顔を思い出すと胸が激はげしく痛んだ。

　今さら追い掛けてもどうしようもない。

　そもそもどこに行ったかさえ分からないのだ。

　それに……追い掛けてって何を言うんだろう？




　違うんだ、砂沙美ちゃん。俺は阿重霞さんと結婚するつもりなんかない。まだ誰とも結婚するつもりなんかないんだ。もしかしたら一生、結婚なんてしないかもしれない。俺はただ……みんな一緒に、家族のように仲良く暮くらせたら……。




　ふいに心の歯は車ぐるまが軋きしんで、止まった。

　ウソだ。

　俺はウソをついている。

　こんなふうに追い詰められて、もう結婚するしかなくなっちゃえばしょうがないだろ。

　ま……いっか。

　どこかでそう思っている自分がいる。

　阿重霞の強ごう引いんさに口では怒おこったふりをしていても、どこかでホッとしている自分がいる。

　今だって言い訳ばかり考えている。

　魎呼だって勝手に出て行っちゃったんだから。

　ここに来たんだって阿あ座ざ化かと火か美み猛だけに無む理りやり連れてこられたんだから。

　阿重霞さんがあんなに俺のこと好きだって言ってくれるのに、応こたえてやらなかったらきっと、もう立ち直れないくらい傷つけてしまうだろう。

　恐こわいんだ。

　決めてしまうのが。

　誰だれかを傷つけてしまうことが。

　俺の心は一体どこにある？




「最低だ……」

　天地は戦おののきながら呟つぶやいた。

　天地、愛してるぜ……魎呼がそう言ってタックルをかましてくる。

　天地様、愛してますわ……阿重霞がうっとりと見つめてくる。

　二人とも大好きだから、砂沙美ちゃんも美み星ほしさんも清きよ音ねさんもみんな大好きだからどっちかに決めるなんて考えられない。

　そう思っていた、思おうとしてたけど、ただ、俺は狡ずるいだけだったんだ。

　いつもどこかで決定的になることを避さけている。

　それが優しさだと……誰も傷つけずに済すむ方法だと思っていた。

　ただの卑ひ怯きよう者ものだ！

「……帰ろう」

　天地は呟くと、懸けん命めいに樹雷皇家専用ポートを思い浮かべ、転移ブロックに踏み込んだ。

　軽い目眩めまいが収おさまると、今度はちゃんとポートの床ゆかが見えた。

　巨大な柱と柱の間に樹雷の船が係けい留りゆうされているのも分かった。

　来た時と同じ無人の大だい伽が藍らんの、滑なめらかな床の上を天地はゆっくり船に向かって歩いていった。




　ごめんよ、阿重霞さん。砂沙美ちゃん。




　言い訳わけにしかならない文もん句くを心の中で呟く。

　独ひとりで船を動かして地球に帰ることなどできるんだろうか、ちらりとそんな疑ぎ問もんが脳のう裏りを掠かすめたが、以前そうやって阿重霞の船、龍りゆう皇おうを操そう縦じゆうしたことを思い出し、天地は樹雷の船に呼び掛けようとした。

「なりません！」

「お戻もどり下さい！」

　ふいに声がした、と思うと天地の行く手を阻はばむように二体のガーディアンが現れた。

「阿座化!?」

「阿重霞様の御命令でこの先はお通しできないことになっているでござる」

「無理に通ろうとなされば攻こう撃げきもやむを得ますまい」

　火美猛が相あい棒ぼうの後を引き取った。

「お戻り下さい」

「どうして……」

　聞くだけ無む駄だのようだった。

　ここは樹雷なのだ。

　ただひとつ、手があるとすれば力を頼たのみに光こう鷹おう剣けんを振るってこの場を突とつ破ぱすることである。

「阿重霞さんに伝えてくれ。俺は帰る」

　天地は諦あきらめなかった。

「別に強行突破するつもりはないよ。だけど、俺がここにいるのは間ま違ちがってる。通してくれ、阿座化！　火美猛！」

「いけません、天地殿！」

　阿座化と火美猛は宝ほう玉ぎよくを点てん滅めつさせ、互たがいに目め配くばせを交かわし合ったように見えた。

「ごめん！」

　二体のガーディアンが共きよう鳴めいし、結けつ界かいを作り出す。

「姫ひめ様さまのお気持ちをどうか無む下げになさらぬよう、伏ふしてお願い奉たてまつる！」

「通してくれ！　俺は阿重霞さんと結婚するつもりはないんだ！」

　天地の手に光が集まり、光鷹剣が現れた。

「なんと!?」

　結界が一瞬揺ゆらいだ。

　天地は額ひたいの前に光鷹剣を構かまえると、阿座化と火美猛の間に真まっ直すぐ突っ込んでいった。

　と、その時。

　巨大な伽藍の天てん井じようが低い作動音と共に全開し、天地が乗ってきた船の三倍はあろうかという大型船が降こう下かしてきた。

「阿あ主ず沙さ様!?」

　背はい後ごでパニックを起こしたような阿座化の声が聞こえた、と思うと、たちまち二体のガーディアンが天地を追いこしていった。

　巨大船が寸すん分ぶんの狂いもなく定位置に収おさまると、中から一人の男が姿を現した。

「樹じゆ雷らい皇おう……!?」

　阿主沙は出で迎むかえたガーディアンを無視し、厳きびしい面おも持もちで天地の前に歩いてくると、検けん分ぶんするように天地を眺ながめ下ろした。

「ここで何をしておる？」

　圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんに気け圧おされ、天地は口くち籠ごもった。

「あの……今までどこにいらしてたんですか？」

「わしが聞いておるのだ」

　阿主沙は尊そん大だいな態度を隠かくそうともしなかった。

「わしの留る守すにこんなところで一体何をしておるのだ？　帰れ！　お前の居い場ば所しよはここではあるまい」

「阿重霞さんに無理やり連れて来られたんです！」

　天地はカッとして言い返した。

「俺、心配してたんですよ。樹雷皇こそ一体どこで何をしてたんです？」

「言い訳しかできんのか」

　樹雷皇の眼がすっと細められた。

「そんな料りよう簡けんの若わか造ぞうは我が皇家にはいらぬわ！　礼れい儀ぎを学び直して来るがよい！」

　天地があっけに取られているうちに阿主沙は速はや足あしで転移ブロックに入り、姿を消してしまった。

「ちくしょう……」

　天地はようやく自分が徹てつ底てい的てきに侮ぶべ蔑つされたことを悟さとった。

「言われなくても帰るさ！　もう二度とこんなところに来るもんか!!」

　天地は怒いかりに任まかせて樹雷の船に乗り込み、発進を命めいじた。

　自分の血けつ管かんを流れる樹雷の血が船を動かしているのだということは全まつたく念ねん頭とうになかった。




「天地様……」

　さっき拭ぬぐったばかりなのにもう新しい涙なみだが溢あふれてくる。

　どうして分かって下さらないの？

　どうしておっしゃって下さらないの？

　ほんの一言でいいのに。




　結婚しよう。




　口に出せば三秒もかからない言葉なのに。

　天地様が何もおっしゃって下さらないからわたくしは、こんな大だい胆たんなことをしてしまったのですわ。

　天地様はきっと応こたえて下さる、あんなに熱く抱だきしめて下さったんですもの……わたくしはもう、待ち切れなかったんですもの、想おもいに応えて下さると信じてましたのに！

　だまし討うちだなんて!!




　むせ返るような緑の中をさまよいながら、阿重霞は繰くり返し繰くり返し、みじめな思いを嚙かみ締しめていた。

「あ……」

　二人きりの夜を過ごしたあずまやが眼めに入り、阿重霞は思わず足を止めた。

　人の気け配はいがする。

　もしかして天地様!?

　阿重霞は思わず逃げ出そうとしてようやく踏ふみ止とどまった。

　いけない、逃げ出しては何にもならないわ。

　わたくしが事を急ぎ過ぎたのがいけなかったのかもしれない。

　それなら謝あやまって、天地様のお気持ちを静しずめなくては。

「あれ？　どうしたんです、そんなに思いつめたような顔をして」

　中から現れたのは水色の髪をした長身の青年だった。

「天てん陵りよう……様？」

　皇家の墓はか守もりの息子むすこだという大人おとなびた表情の青年に見つめられ、阿重霞は頰ほおが熱くなるのを感じた。

「い、いえ……何でもありませんの」

「会見、見ましたよ。御結婚なさるんですね」

　天陵はそれ以上聞かずに微ほほ笑えんだ。

「天地殿はどこか遥照皇子に似にてらっしゃいますね。良い相手を選ばれました」

「はい」

　ふいに胸が詰まり、阿重霞は慌あわてて顔を背そむけた。

　いけない。泣いたりしてはこの方に変に思われるわ。

「姫ひめ君ぎみ？」

　阿重霞は袖そでで目め頭がしらを押さえ、懸けん命めいに唇くちびるを嚙み締めた。

「どうしたんです？」

「すみません……心が言うことを聞かないの。こんなこと、今までなかったのに……」

　築きずき上げたはずの堤てい防ぼうがあっけなく崩ほう壊かいしていくのが自分でも分かった。

「お父様が……わたくし……もっとしっかりしなくてはいけないのに。皇女らしく責任を果はたさなければいけないのに、どうして……」

　天陵は子どものように泣きじゃくる阿重霞を困こまったように見つめていたが、そっと肩かたに手をかけるとあずまやの中に座すわらせた。

　すぐに、半はん透とう明めいの青い杯さかずきに泉の水を汲くんで戻ってくる。

「さあ。少しは気持ちが静まりますよ」

　阿重霞は黙だまって杯を受け取り、清せい冽れつな清し水みずを飲んだ。

「申もうし訳わけありません」

　喉のどにつかえていた熱い苦しい固かたまりが少し楽になったような気がした。

「この杯は父の形かた見みなのです」

　天陵は杯を受け取ると手のひらに包つつみ込むようにして話し出した。

「本当は戻って来ないつもりでした。墓守りに一生を捧ささげるなんて馬ば鹿かげている、そう思っていたのです。だが父の遺のこしてくれたこの杯を手に取った時、考えが変わりました」

　天陵は杯を光に透すかした。

「この杯は初代樹雷皇の宝ほう玉ぎよくから作られたものなのです。父は亡なくなる間ま際ぎわにこう言い残しました。天陵、おまえに皇家の歴史を委ゆだねよう。物語は続いていく。それを守るのがわしの仕事だったのだ、と」

　阿重霞は不ふ思し議ぎな気持ちがした。

「物語を？」

「この杯には樹雷の歴史が詰まっています。姫君もこの杯と同じなのです。どうしますか？　明日からおまえがこれを守るんだよ、と言われたら」

　天陵は静かに微笑んだ。

「焦あせってはいけません。重おも荷にを背せ負おう覚かく悟ごを決めるには時間がかかります。姫君の背負っていらっしゃるものはとてつもなく重いのですから」

「天地様のことをおっしゃっているのね」

　阿重霞はきまり悪げに顔を背そむけた。

「どうしてお分かりになったの？　わたくしがその……悩なやんでいたことを」

　天陵は微笑みを崩くずさなかった。

「余よ計けいなことを申し上げてしまいました。姫君、あなたは樹雷の希望となるお方です。涙を拭ふいて、幸せを摑つかんで下さい」

「天陵様……」

　阿重霞は顔を上げ、やっと微笑み返した。

「ありがとうございます。お話を聞いているうちに愚おろかな心が静まりましたわ。わたくし…謝あやまってこなくては」

　阿重霞は恥はずかしそうに会え釈しやくを返すと、そっとあずまやを後にした。

　天陵は何も言わずに阿重霞の姿が見えなくなるまであずまやから見送っていた。




「阿重霞様、申し訳ございません！」

　独ひとりになっていくらもしないうちに二体のガーディアンが現れた。

「天地殿が……我われ々われも結けつ界かいを張ってお止めしたのですが」

「どうしたのです!?」

　嫌いやな予よ感かんに音を立てて血の気けが引いていく。

「樹雷を出て行かれたでござる」

「もうひとつ、お知らせしたいことが……」

「うつけ者が！」

　阿重霞は激しい怒いかりに駆かられ、みなまで聞かずにガーディアンを怒ど鳴なりつけた。

「早く、後を追うのです！　いえ、わたくしが参ります。おまえたちはすぐ船の準備をなさい！」

　阿重霞は蒼そう白はくな顔で駆け出すと、転移ブロックに足を踏み入れた。

　すぐに樹雷皇家専用ポートに到着する。

　走り出そうとした阿重霞は、あやうく腰こしを抜かすところだった。

「お父様の船!?」

「どこへ行こうというのかね」

　背はい後ごから深いバリトンが響ひびいた、と思うともう両りよう肩かたをがっちり捕つかまえられていた。

「お父様!?」

「阿重霞、おまえにも砂沙美にもずいぶん心配をかけてすまなかった。さ、下に降りてお茶でも飲もうではないか」

　阿主沙は愛いとしくてたまらぬというように阿重霞を抱きしめた。

「天地様は？　今ここに天地様がいらしたはず。お父様はいつお帰りになったのですか。一体どこにいらしてたのです!?」

　阿重霞はようやく阿主沙の腕をすり抜けると、遅れて姿を現した二体のガーディアンを詰きつ問もんした。

「阿座化、火美猛！　天地様はどこですの？」

「あの少年ならもうここにはおらぬ」

　阿主沙は厳きびしい声で割って入ると、阿重霞の頰ほおを両手で挟はさみ込んだ。

「おまえは父が帰ってきたというのに、あの少年のことばかり言っているではないか」

「お父様、放して下さい」

　阿重霞は苛いら立だち、天地と言い争ってしまったことを悔くやんだ。

「わたくし、行かなくては！」

　お父様は天地様に会っているはず……だからわたくしがここに来るのを待ち伏ぶせていらしたんだわ。

「天地様がいらしたでしょう？　何をおっしゃったんですの？　わたくしは天地様に謝りに来たのです。今ならまだ間に合うわ！」

「だからもうここにはおらぬと言ったではないか。阿重霞、おまえはいつから父に口くち答ごたえするようなはしたない娘むすめになったのだ!?」

　阿主沙の眼めに怒りがひらめいた。

「とにかく来るんだ！　おまえは樹雷皇家の皇女なのだぞ。わしの許可なしにこの星から一歩でも出ることは許さぬ！」

　阿主沙は阿重霞の腕をつかみ、強ごう引いんに転移ブロックへと歩き出した。

「放して下さい！　いくらお父様でも横おう暴ぼうが過ぎますわ！」

「おとなしく自分の部屋へ戻もどるというなら放してやろう」

　阿主沙は聞く耳持たなかった。

「あの少年の話が聞きたいならわしの言うことに従したがうのだ」

「やっぱり何かおっしゃったのね!?」

　阿重霞は心こころ乱みだれながらガーディアンの方を振り返った。

　阿座化と火美猛は樹雷皇に逆さからってまで阿重霞を守ろうという気は全まつたくなさそうだった。




「すげぇ……オレ、ほんとに宇宙船に乗ってんだな」

　星ほし浦うら悟さとるは魎りよう皇おう鬼きのブリッジに突っ立ったまま、目を丸くして全方位に広がる星の大たい海かいを眺ながめていた。

「そんなに宇宙が珍めずらしいか？」

　魎呼はにやにやしながら悟に近付くと、進行方向を指差した。

「ほら、太陽系のはじっこだぜ。ミホキヨたちが普段パトロールで流してんのは大体この辺あたりまでかな」

「えっ？　ってことはさっきの星が冥めい王おう星せい？」

「ま、ご町内ってとこだな」

　魎呼は上じよう機き嫌げんで悟の肩を叩たたくと、懐なつかしい風景を眺め渡した。

「悟、どこ連れてってやろうか？　好きなとこ言ってみな。この魎呼さまと魎皇鬼はどこだって行けるんだぜ。宇宙で一番有名なリゾート惑わく星せいでも行ってみるか？　それともあたしが昔海かい賊ぞくだった時によく行ってた酒さか場ばで飲み直すか？」

「宇宙にも酒場なんてあるんスか」

　悟は暗黒の宇宙から目を離せずに呟つぶやいた。

「ったりめーよ。いろんな星があって、いろんな種族がいるんだぜ。酒場だってお宝だってゲーセンだってあるに決まってんじゃねぇか」

「ゲーセン!?」

「ちなみにコンビニだってあるんだぜ。おまえんとことは全然規き模ぼが違うけどさ、主要航こう路ろの近くには大体コンビニ・ステーションがあっていろんな奴やつが暇ひま潰つぶししてるんだ」

「はぁ……」

　悟は圧あつ倒とうされたように首を振り、ブリッジの床ゆかに座すわり込んだ。

「オレの人生なんてどーってことないんだなぁ。魎呼さん、君ってホントに凄すごすぎだぜ。こんな凄い女が田舎いなかのコンビニでバイトしてるなんて、ファンタジーだよなぁ」

「言ってることがよく分かんねーぞ」

　魎呼は吹き出した。

「ま、喜よろこんでもらえて嬉うれしいけどよ」

「魎呼さん！」

　悟はいきなり立ち上がると、しっかと魎呼の手を握にぎり締しめた。

「オレ……なんて言っていいか分かんないけど、君に会えてホントに良かったよ。初めて見た時からスゲェ女だと思ってたけど、ホントはもっともっと凄かったんだな。オレなんか足あし下もとにも及およばないよ」

「なに一人で興こう奮ふんしてんだよ」

　魎呼はまんざらでもなさそうににやにやした。

「誉ほめ倒してタダ働きさせようたってそうはいかねーぞ」

「違うって！」

　悟ははにかんだようにちょっと視線をそらせた。

「つきあってくんねーか？　オレ、別に何のとりえもないふつーの人間だけど、君の為ためなら何だってやってやるぜ。じゃあ首くび吊つってみろって言われても困こまるけど」

「おめーもおかしな野や郎ろうだな」

　魎呼は悟の手を振り払うかわりに瞬しゆん間かん移動して少し離れたところに現れた。

「あたしと一いつ緒しよに宇宙海賊やるか？　そしたら毎日まいにち宇宙が見られるぜ」
















「宇宙海賊？」

　悟は真ま顔がおになって唾つばを飲み込んだ。

「オレ、格かく闘とう技ぎとか全然ダメなんだけど」

「役に立たねぇ野郎だな」

　魎呼の目が楽し気げにきらめいた。

「おめー、親とか故こ郷きようとか捨すてられるのかよ。あたしとコンビ組むっていうのはそういうことなんだぜ」

「分かった……親おや不ふ孝こうな人でなしになってやるさ」

　悟は苦し気げな顔で頷うなずいた。

「何でもやってやるって自分で言ったんだもんな。ウソじゃねえよ」

「おめー……」

　一瞬、魎呼の眼めに寂さびしげな色が過よぎった。




　天地のバカやろぉ……おめーもこのぐらい突っ張って見せてみろよ。

　あたしは気が短いんだ。

　いつまでもうじうじしてるとおめーなんか阿重霞にくれてやっちまうぞ……！




「冗じよう談だんだよ」

　魎呼はさらりと笑ってみせた。

「そんなことしたらおめーの親おや父じにほうきで掃はき出されちまうぜ。さ、もうちょっと流してみるか。魎皇鬼！」

　みゃあああん、という声を聞いて悟はまた目を丸くした。

「ラメドのバーに行く。銀ぎん河がの向こう端はしまでダイレクト・ジャンプだ！」

　もう一度みゃあああん、という返事が返ってきた、と思うと星が流れ、悟の意い識しきはホワイトアウトした。




「天地さぁん？」

　ピンポーン、と玄げん関かんのインタホンが鳴なった。

「おっかしいなぁ……天地さん、私で～す。開けて下さいな」

「私じゃ分かんないでしょ？」

　柾木家の玄関でインタホンを鳴らし続けているのはギャラクシーポリスの制服姿のミホキヨである。

「はいはい、どなたですか」

　信のぶ幸ゆきは慌あわてて飛び起き、玄関に走った。

「おっ……美星さんに清音さん！」

「おじさま、すみません起こしちゃって。お昼ひる寝ねでした？」

「いやいや、ちょっとね。さ、上がって上がって」

　信幸は清音に向かって手て招まねきすると、台所の方へ引っ込んだ。

「天地なら阿重霞さんのところだよ」

　コーヒーを淹いれていた信幸が振り返った。

「阿座化と火美猛を迎むかえに寄よ越こして、船で攫さらってっちまったんだそうだ。じっちゃんから聞いたときはさすがに俺もあきれたよ」

　信幸は隈くまのできた眼を擦こすった。

「阿重霞さんも大だい胆たんなことするよなぁ。魎呼さん帰ってきたらなんて言うか」

「ええっ、それって抜ぬけ駆がけじゃないですか」

　美星は目を丸くしたところを清音にどつかれた。

「天地さん、元気ですか？　アタシたちも気になってて、もっと早く来られればよかったんですけど」

「うん、まあね」

　信幸はため息をついた。

「どういうつもりなんだか分からんよ。じっちゃんは平気な顔してるし、天地は全ぜん然ぜん連絡してこないし」

「アタシ、連絡してみましょうか」

　清音は同情するように眉まゆを寄せて立ち上がった。

「鷲わ羽しゆうさんの研究室、開いてますよね？」

「いや、いいんだ」

　信幸は不ふ機き嫌げんに手を振った。

「あいつが困って泣きついてくるまで放ほっとくさ。俺は知らんよ」

「おじさま、何かあったんですか？」

「樹雷の皇おう子じなんて俺には全然関係ないね。俺はあんな遠いところに天地をやるつもりはないんだ」

　信幸は吐はきすてるように言うと、コーヒーを取りに立ち上がった。

「美星さん、清音さん。せっかく心配して来てくれたのに、こんな話ですまんな」

「え、いいえ……」

　ミホキヨは顔を見合わせた。

　天地さん、どうしちゃったのかしら。

　魎呼さんのことはいいの？

　お互たがい口まで出かかっている疑ぎ問もんをのみ込む。

「おじさま、アタシたちにできることがあったら何でも遠えん慮りよなくおっしゃって下さいね」

　清音は大人おとなの気づかいを示し、美星に向かって頷うなずいた。

「さ、行くわよ。パトロールすっぽかして来たのがバレたら大おお目め玉だまだわ」

「おじさま、元気出して下さいね」

　美星が腰を上げた時だった。

「天地兄ちゃん、たっだいま～!!」

　玄関から元気な声がしたと思うと、息を切らせた砂沙美が飛び込んできた。

「砂沙美ちゃん!?」

「あっ、ミホキヨお姉ちゃん！」

　砂沙美は小さなつむじ風のように二人の脇わきを通り過ぎると、居い間まを覗のぞき、和わ室しつを覗いた。

「天地兄ちゃんは？　まだ帰ってないの？」

「ちょ、ちょっと、天地さんがどうしたって？」

　また飛び出して行こうとする砂沙美を清音があやうくつかまえる。

「あのねぇ、お父様が戻もどって来たの！　それで天地兄ちゃんと阿重霞お姉様は結婚するはずだったんだけど、ケンカして天地兄ちゃんが出てっちゃったんだ。樹雷の船で戻ってくるはずだよ」

「ええっ？」

「樹雷皇が!?」

「天地さんが!?」

「それで砂沙美ちゃんはどうやって戻ってきたの？　阿重霞さんはこっちに？」

「津名魅に頼たのんで転てん送そうしてもらった。お姉様はお父様と大ゲンカしてる」

　砂沙美はきっと顔を上げた。

「砂沙美、もうどこにも行かない。地球の子になって、大きくなったら天地兄ちゃんと結婚する！」

「えええッ!?」

　ミホキヨと信幸は啞あ然ぜんとして互いに顔を見合わせた。








第六章　「ちくしょう……」









「ちくしょう……」

　天てん地ちは樹じゆ雷らいの船のブリッジに立ち、目の前に広がる宇宙を見つめていた。

　樹雷の船は黙だまって天地の意い思しに従したがい、静かに星々の海を渡っていく。

　このまま乗っていればまっすぐ岡山の家に帰れるだろう。

　黙って宇宙を見ているのが退たい屈くつになったら寝てればいい。

　家に帰ったら取りあえず父さんにわけを話して、尼あまが崎さきんとこでも遊びに行って……それから？

　それからどうする？

　そこから先は急に真まっ白しろになって何も思い浮かばなかった。

　帰っても誰だれもいないんだっけ。

　父さんは仕事があるし、じっちゃんは神じん社じやがあるし、用がないのは俺おれだけか。




　なんだ……じゃ、そんなに急いで帰らなくてもいいじゃん。




　思いがけない結けつ論ろんに天地はちょっと呆ぼう然ぜんとしてブリッジの床ゆかを眺ながめていた。

「俺、本気かな？」

　わざわざ声に出して自じ問もんしてみる。

　相あい変かわらず何のイメージも浮かばなかった。

　一いつ寸すん先は真っ白、なんかもうどうでもいいって感じ。

　俺ってこんなにいい加か減げんなヤツだったっけ？




　うん……そういやそうかもしれない。

　元々なんかやりたいってタイプでもなかったし。

　阿あ重え霞かさんと結けつ婚こんして樹雷皇おう家けを継つぐなんて、思っただけでもしんどいや。

　魎りよう呼こと一いつ緒しよに遊んでる方が気き楽らくだったかもな……いまさらそんなこと言っても遅いけど。

「魎呼……俺のことなんかもう嫌きらいになっただろうな」

　天地は自分の都つ合ごうの良さに呆あきれ果はてたが、分かってしまうとそれはそれで妙みように心ここ地ちよかった。

「俺……結けつ局きよく都合のいい夢見てるだけなのかなぁ」

「それがあなたの答えなの？」

　どこからか鈴すずを振るような声が聞こえ、視し界かいの端はしを何か白いものが過よぎった。

「誰だ!?」

　一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふが背せ筋すじを駆かけ上り、身動きもできなかった。

「知ってるくせに。桜の下で一度、夢の中で一度会ったでしょう」

　ほのかに光を放はなつ白い素す足あしがブリッジの床を踏ふみ、やがて少女の姿が現れた。

「そう、やっぱりあなたは一人では何も決められないのね。自分の心すら」

　薄うす紅べに色いろの袴はかまをつけ、巫み女この着物をまとった少女は微ほほ笑えみを浮かべて言い放った。

「君は……誰なんだ？」

「言ったでしょう、現うつつと幻まぼろしのあわいに住むものだって。天と地と、夜と朝と、現うつし世よと黄よ泉みと、生まれゆく命と滅ほろびゆく命と……その全すべてのあわいに移りゆくのがわたし。あなたはもう、わたしの国にいるのよ」

　少女は柔やわらかい微笑みを浮かべたまま一歩、また一歩と天地に近付いてきた。

「わたしの……国？」

「どこにもない、誰でもない、形のない、何も変わらない、永えい遠えんの国。何でも思い通りにできるわ。あなたが望むなら望むままに、望まないならそのままに。地球に帰りたい？」

　少女の白い手が天地の頰ほおに触ふれた。

　当たり前じゃないか、そう言おうとしていた天地の舌したは凍こおり付き、言葉は空くうに消えてしまった。

「永遠を見たくない？　あなたはそのままのあなたで変わらずにいられるのよ。勇気なんていらないわ。そのままでいい、そう思うだけであなたは自由になれる。どんなものからも、どんな関かかわりからも一いつ切さい自由。そう、未来を見せてあげましょうか。あなたは何でもできるのよ。あなたがそう思えば」




　ミライ？　俺の未来？




　少女の言葉に凍り付いていた心がふいに動いた。

　俺の未来は、俺は何をしているんだろう？

　どんな大人おとなになって、どんな暮くらしをしているんだろう？

　俺のそばには……一体誰がいるんだろう？




　その気持ちを読み取ったかのように少女は天地の手を取り、天地の目を覗のぞき込んだ。

　ふいに強い力で引かれ、天地は息が止まりそうになった。

　ブリッジも、宇宙も、計けい器き類るいのほのかな光も、全すべてが一瞬のうちに消え失うせ、天地は薄うす曇ぐもりの空と真っ白な大地の間に立っていた。

　はらはらと、はらはらと桜が散り落ちる。

　花びらは舞まい上がり、乱みだれ落ち、天地のまわりに渦うずを描いた。

「あの時の……」

　夢の中の桜、それとも幻なのか。

「さあ、往ゆきましょう」

　少女の瞳ひとみが陰かげりを帯おびた。

　どこへ……聞き返す間もなく風景が変わった。

　小さな、古びた神社の境けい内だいで落ち葉を搔かき集めている年とし老おいた宮ぐう司じの姿が近付いてくる。

　老人は手を止め、背せ筋すじを伸ばすと物思いに耽ふけるように社やしろの森を眺ながめた。

「じっちゃん!?」

　と、また風景が変わった。

　懐なつかしい家の居い間まで一人の男が新聞を読んでいる。

　そばには寄り添そうように三み毛け猫ねこが丸くなって眠っていた。

「父さん！」

　天地は思わず叫さけんだ。

　独ひとりなのか？

　みんなどこに行ったんだ？

　と、信のぶ幸ゆきが顔を上げた。

「あれからもう五年か……」

　膝ひざの上に新聞を広げたまま、信幸は疲れを滲にじませた目で宙ちゆうを追った。

「仕方がなかった。仕方がなかったんだよな、母さん」

　天地の背を冷つめたい戦おののきが駆かけ上がった。

　一体何が起こったんだ？

　俺はどこにいるんだ!?

　と、ぬぐい去るように風景が変わり、天地の目の前に小さなあずまやが現れた。

　昨日きのう阿重霞と一夜を過ごしたばかりのあずまやには二つの影が並ならんで揺ゆれていた。

「阿重霞姫ひめ、どうしたのです」

　知らない男の声だった。

「いいえ、何でもありません」

　顔を上げた阿重霞を見て天地は息を吞のんだ。

　真っ白な着物を着て髪かみを結ゆい上げ、額ひたいを出した阿重霞はまるで見知らぬ女のように大人おとなびた顔立ちになっていた。

「思い出していたのですわ……昔のことを」

　水色の髪かみをした樹雷の男は黙だまって頷うなずき、そっと阿重霞を引き寄せ、抱きしめた。

「泣きたい時は泣いてもいいんですよ」

「わたくしがずっと喪も服ふくを着ていても？　それでもよろしいの？」

「喪服の花はな嫁よめでもよいのです。姫君のそばにいて、守ってあげられるなら」

「天てん陵りよう様……」

　阿重霞は顔を背そむけ、そっと男の手を外はずした。

「時間を……いいえ、このままそばにいて」

　ふっと音が途と切ぎれるように風景が変わり、天地は再び故こ郷きようの森の中に立っていた。

　巨きよ岩がんに囲かこまれたほこらの入り口は固かたく閉とざされ、何一つ変わっていないように見えた。

「俺はどうしたんだ？　ここは本当に未来なのか？」

　天地は思わず少女の方を振り返り、問い詰つめた。

　少女は微ほほ笑えみを浮かべたまま何も答えずにふいに顔を仰あお向むけた。

「あれ？」

　少女につられて見上げた視線の先に水色の髪が見えた。

「魎呼!!」

　天地は駆かけ出し、何も考えずに岩をよじ登り始めた。

　振り向かせようと肩に手をかけた時だった。

　天地の手はあっけなく魎呼の肩を通り過ぎ、感かん触しよくすら残らなかった。

　魎呼は身じろぎもせずに岩の上に立ち、硬かたい、厳きびしい表情で眼がん下かに光る水面を見下ろしていた。

「バッカやろぉ……何にも言わずにいなくなりやがって……」

「いなくなった!?」

　天地はさっきの失しつ敗ぱいも忘れて魎呼の前に回り込んだ。

「俺はここにいるじゃないか。魎呼、聞こえないのか？　俺が見えないのか？」

　と、再び画面が切り替わるように風景が変わった。

　広大な敷しき地ちの中に翼つばさを広げたようなデザインの建物が見える。

　辺あたりの植物や土の色はここが地球ではないことを示していた。

「さ、もう次の授じゆ業ぎようが始まるわよ」

「いいの」

　細い立ち木の中に白はく衣いを着た小こ柄がらな人物と、ほとんど変わらぬぐらいの背せ丈たけの少女が見えた。

「ママ、もっと聞かせて。あたしはどこで生まれたの？　どうしてパパがいないの？」

「言った通りよ」

　白衣の女は赤い髪を搔かき上げた。

「昔むかし、あるところに小さな惑わく星せいがありました。その星の名は地球といって、とても美しいところだったわ。その小さな星の小さな国にお姫様と宇宙海かい賊ぞくと、一級刑事とおじいさんとお父さんと若い皇おう子じ様が住んでいたの。あなたのパパは皇子様でした。皇子様はある日、国に帰ったお姫様を訪たずねたその帰りに事故に遭あったの。皇子様はそのまま帰って来ませんでした。小さな国はバラバラになり、そしてママは生まれたばかりのあなたを連れてこの研究室に来たのよ」

「あたし、パパのこと覚おぼえてる！」

　少女は挑いどむように一歩踏ふみ出した。

「誰かの細い、柔やわらかい手があたしのことだっこしてるの。蟬せみの声がして、風が葉っぱをゆらすと木こ漏もれ日びがちらちらして、ふっと目を開けるとパパがあたしのこと覗のぞき込んでるの。『麻ま由ゆ華かちゃん』って……笑って、優やさしそうな顔で……ママの言うとおりなら、どうしてあたし、覚えてるの？」

「麻由華ちゃん!?」

　天地は思わず叫さけんだ。

「鷲わ羽しゆうさん、一体どういうことなんだ？　俺はどうしちゃったんだ？　死んだのか？　事故って一体どういうことなんだ!?」

「夢だったのよ。みんな夢……」

　鷲羽は麻由華を引き寄せた。

「昔むかし、小さな青い惑星がありました……あなたは起こらなかったことを覚えていると思ってるだけなのよ」




「ウソだ!!」

　天地はたまらず振り返った。

「これが未来なんて、そんなことあってたまるか。何で俺はどこにもいないんだよ!?　何でみんないなくなっちゃったんだよ!?」

「ウソ？　何が本当で何がウソなの？」

　少女はぞっとするほど美しい瞳ひとみを向けた。

「あなたはもうこの世にいないのよ。現うつつと夢ゆめの間はほんの一歩なの。自分が不ふ死じ身みだなんて、いつでも誰かが守ってくれるなんて思っていたの？」

　少女の瞳は柔らかく陰かげりを帯おび、天地は自分の魂たましいがどこか底知れぬ深しん淵えんに引き込まれていくように感じた。

「待っていたのよ。あなたがミライのトビラの前で踏ふみ迷まようのを」

「もうたくさんだ！」

　天地は遮さえぎった。

「帰してくれ。俺は家に帰る途と中ちゆうだったんだ。こんなの未来じゃない。俺は認みとめない！」

「そう？」

　はっと思った時にはもう、鷲羽も麻由華も少女の姿も消え、天地は真っ白な空間に取り残されていた。

「あなたの見たのはこれじゃなかったの？　何もない、真っ白なミライ。わたしはほんのちょっと、あなたの後あと押おしをしてあげただけなのよ。未来に形を与えてあげただけ。これはあなたが思ったとおりのミライなの」

　鈴すずを振るような笑い声が聞こえた、と思うとそれすら聞こえなくなった。

「君!?」

　少女の名を呼ぼうとして天地は凍こおり付いた。

　少女には名前がなかったことを思い出したのだ。

　どんな言葉も届とどかない。

　名前のないものに呼び掛ける言葉はない。

「どこに行った？　俺を騙だましたな!!」

　答えはなかった。

　冷たい恐怖が背筋を這はい上がる。

「津つ名な魅み！　母さん！　誰か助けてくれ。頼たのむよ……」

　樹雷の血は血けつ管かんの中を熱く脈みやく打うっていたが、いくら呼び掛けても奇き跡せきの起こる兆きざしはなかった。

　幻まぼろしの桜は天地を嘲あざ笑わらうかのように絶たえまなく散りかかり、白い大地の上で淡あわ雪ゆきのように消えていった。




　もう帰れないんだ。

　誰にも会えないんだ。

　もう二度と。




　薄うす曇ぐもりの世界の中で天地は膝ひざをつき、顔を覆おおって啜すすり泣いた。




「お父様のわからずや！」

　転てん移いブロックから降りたとたん、阿重霞は阿あ主ず沙さの手を振り払った。

　中庭を望のぞむテラスには船ふな穂ほと美み砂さ樹きが揃そろって夫と娘が争う様よう子すを黙だまって見守っていたが、阿重霞は二人の母に助けを求める気はなくなっていた。

「わたくしと砂さ沙さ美みが地球にいるのが気に入らないだけなんですわ。お父様の言うとおり、おとなしくしていないのが我が慢まんできないんですわ。そうでしょ？」

「おまえには皇おう女じよの自じ覚かくというものがないのか？　そこに座すわれ！」

　阿主沙は怒いかりに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、テラスの椅い子すを指さし示しめした。

「聞けばおまえは勝手に記者会見したそうだな。あの若わか造ぞうを樹雷皇おう家けに迎むかえ入れるだと？　運命を委ゆだねるだと？　わしに断ことわりもなくそんな勝手なことは許ゆるさん！」

「どうしていけないの？」

　阿重霞は椅子の背もたれを骨ほねが白く浮き出るほどきつく摑つかんだまま、言い返した。

「わたくしは天地様以外の方かたと結婚するつもりはありません。お父様の言いなりになるぐらいなら死んだ方がましですわ！」

「いいから座れ！　皇女らしく静かにしたらどうだ」

「いいえ、黙りません」

　阿重霞は蒼そう白はくになりながらも阿主沙から目を逸そらさなかった。

「天地様のどこがお気に召めさないのです？　天地様がお優やさしいのは頼たよりないのとは違いますわ。お父様に何が分かるというのです？　わたくしはずっと天地様のおそばで暮くらしてきました。天地様は素す晴ばらしい方かたです。お父様のような意い地じっ張ぱりで横おう暴ぼうな方とは違いますわ！」

「言い訳わけしかできないような気き弱よわな若造に皇家が治おさめられるか！」

　阿主沙はかっとして思わず自分の切り札ふだをばらしてしまった。

「あの若造はおまえに無む理りやり連れて来られただけだと言っていたぞ。そんな料りよう簡けんの若造はいらんと追い返してやったわ。魎呼とおまえのどちらにも心を決められないような軟なん弱じやくな男に大事な娘むすめをやれるか！」

「なんてことを……」

　阿主沙は蒼白になった娘の顔を見下ろした。

　なに、すぐ忘れるさ。

　今は熱に浮かされているだけなのだ。

　少し冷れい静せいになれば色々あらが見えてくるに決まっておる。

　そう、時間と距きよ離りをおけばよいのだ。

　阿主沙は効こう果かを計はかりつつ、一いつ転てんして穏おだやかな口く調ちようで話し始めた。

「素晴らしい男は他にもおるぞ。銀ぎん河がアカデミーにも一人、良い青年がいたな。学長の息むす子こで、たぐい稀まれなる頭ず脳のうと行動力の持ち主だ。家いえ柄がらも皇家に匹ひつ敵てきする。顔だちも悪くない。良い男ぶりじゃ。おまえに相応ふさわしいのはそういう男ではないか」

「……分かりました」

　阿重霞は空うつろな声で呟つぶやき、額ひたいに手をやった。

　契けい約やくの儀ぎ式しきをしてより片かた時ときも外はずしたことのない、皇家の宝ほう玉ぎよくを嵌はめ込んだティアラがテーブルの上で硬かたい音を立てた。

「お返し致いたしますわ。わたくしはもう、皇家の人間ではございません。一人の女として天地様の許もとに参ります」

「なんと!?」

　阿主沙は耳を疑うたがった。

「許さぬ！　おまえは皇女なのだぞ！」

「もう皇家の女ではありません」

　阿重霞は初めて二人の母の方を振り返った。

「美砂樹お母様、船穂お母様、お許し下さい」

　美砂樹が、そして船穂の瞳ひとみが笑ったように見えた。

　早く行きなさい、そして幸せを摑つかむのよ。

　そう言っているように思えた。

「では、阿重霞は行ってまいります」

「ならぬ!!」

　身を翻ひるがえして転移ブロックに飛び込んだ娘の後あとを追おうとした時だった。

　阿主沙の腕を柔やわらかい力が引き止めた。

「あなた」

　船穂の手だった。

「地球はわたくしの生まれ故こ郷きようですのよ。お忘れになったの？　あなたが昔、まだ少女だったわたくしをこんな遠い星まで攫さらってきたことを」

「阿主沙ちゃん、バカね。二人の娘むすめに一いつ生しよう嫌きらわれたいの？」

　反対側の腕を美砂樹が捕つかまえた。

「これ以上わからずやになるんだったら、もう一いつ緒しよに寝ねてあげないわよ」

「う……む」

　阿主沙は二人の妻の顔を見み比くらべ、進しん退たい窮きわまったあげくにようようもっと重大なことに思い当たった。

「砂沙美はどこだ？　砂沙美を呼んで来い！」

「もうとっくに行っちゃったわよ。あなたが怒ど鳴なってる間に」

　美砂樹と船穂は顔を見合わせ、弾はじけるように笑い出した。




「天地兄ちゃん、どうしちゃったのかなぁ。樹雷の船ならすぐ帰ってこれるはずなのに」

　砂沙美は落ち着かなげに部屋の中を歩き回り、目を丸くして見上げている子猫を抱き上げた。

「ミソカちゃん、魎りようちゃんは？　魎呼お姉ちゃんも帰ってないの？」

「ぴぃぃ」

　子猫は大おお喜よろこびで砂沙美の鼻はなを舐なめ回し、喉のどをぐるぐる鳴ならした。

「よしよし、置いてっちゃってゴメンね。もうどこにも行かないからね」

「砂沙美ちゃん、よく帰ってきたなぁ。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　信幸は目を細め、小さな娘を見下ろした。

「うん。やっぱりおうちが一番いいや。みんなもうごはん食べた？　なんか作ろうか？」

　信幸はミホキヨと顔を見合わせ、笑い出した。

「真まっ先さきにごはんの心配してくれるなんて、やっぱり砂沙美ちゃんだなぁ。実じつを言うと朝から何にも食べてないんだ」

「私もお昼がまだですぅ」

「あ、アタシも……」

「なーんだ。砂沙美がちょっといないとみんな何にもできないんだから。スパゲッティとか簡かん単たんなのでいい？」

　砂沙美はにっこり笑うと台所に消えた。

　やがて台所の方からいつもの物もの音おとが聞こえてくると、柾まさ木き家けの居い間まは再び居い心ごこ地ち良く、温あたたかくなった。

「うん、これこれ。やっぱこれよね」

「なぁに。美み星ほしったらホントに食いしんぼなんだから」

　清きよ音ねはすっかり寛くつろいでいる美星を見、ホッとしたように笑い返した。

「ううん、みんな帰ってきて、また元もと通どおりになるの。そしたらいいなぁって」

「うん」

　清音は喉のどまで出かかっていた言葉をのみ込んだ。

　いいわ、パトロールなんかどうでも。

　現げんにここに樹雷皇家第二皇女がいるんだから警けい備びが先、報ほう告こくは後よ。

　と、庭にわ先さきでどーんという音がしたと思うと、子猫が耳を立ててすっ飛んでいった。

「ぴぃぃ、ぴぃぃ、ぴぃぃ！」

「なあに、どうしたの？」

　砂沙美がびっくりして台所から走り出てくる。

「ちわ～」

　魎呼がサッシを抜けてそのまま居間に入ってきた。

「おッ、砂沙美ちゃん。家出してきたのか？」

「魎呼お姉ちゃん、お帰り～！」

　砂沙美は菜さい箸ばしを持ったまま魎呼に抱きついた。

「どこ行ってたの？　天地兄ちゃんがいきなりいなくなっちゃってびっくりしたでしょ」

「え？」

　魎呼は目を丸くした。

「天地のヤツ、どこか行ったのか？」

「ええっ、知らなかったの？　天地兄ちゃん樹雷に来てたんだよ。お姉様が阿あ座ざ化かと火か美み猛だけ使いに出して無理やり攫さらってきちゃったんだ。じゃ、魎呼お姉ちゃんずぅっとおうちにいなかったの？」

「そんな話聞いてねぇぞ」

　ミホキヨは思わず顔を見合わせた。

　魎呼が何を思ったか、手に取るように分かったからである。

「ふーん……阿重霞がねぇ。散さん々ざんひとのこと抜け駆がけすんなとか言ってた本人がよォ」

　実際はお互たがいにそう思っていただけでそんなことは一言も言っていないのだが、魎呼の顔を見れば何に腹を立てているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「じゃあもうあたしはここにいてもしょうがないわけだ。んじゃな、砂沙美ちゃん。みんな元気でやってくんな」

「え？　魎呼お姉ちゃん天地兄ちゃんに会わなくていいの？」

　今まさに瞬しゆん間かん移い動どうしようとしていた魎呼が不ふ意い打うちを食らったように振り返った。

「なんだって!?」

「もうすぐ帰ってくるよ。だって天地兄ちゃんとお姉様、ケンカしちゃったんだもん。だから魎呼お姉ちゃん別に気にしなくてもいいよ。砂沙美だって気にしない。お姉様が悪いんだもん！」

「ケンカしたって？」

　魎呼は興きよう味み津しん々しんで戻もどってきた。

　先さき程ほどの怒いかりはどこかに忘れてきたようだ。

「なぁ、どうしてケンカしたんだよ。もうちょっと詳くわしく話してくれよ」

「もうどこにも行かない？」

「うん」

　取り引きは成立し、砂沙美と魎呼は台所に移動して怒ど濤とうの成りゆきの一部始し終じゆうを話し始めた。




「天地様の船はどこです？　阿座化、火美猛、早く見つけて追いつくのよ！」

「御ぎよ意い！」

　阿重霞は母美砂樹の船のブリッジで航こう路ろモニターを睨にらみながら命令を下していた。

　皇おう家けでも最高位に属する美砂樹の船は、娘の造ぞう反はんにエールを送った母からの贈おくり物である。

　お母様がこの船を貸して下さって本当によかったわ……阿重霞は心の中で美砂樹に感かん謝しやした。

　一人で操そう縦じゆう法ほうも知らない皇家の船に乗り込むなんて、天地様もずいぶん大だい胆たんなこと。

　でも今いま頃ごろ心細くなっていらっしゃるのではないかしら。

　早く追いついて天地様に謝あやまって、安心させてあげなくては。

「まだ見つからないの？」

　阿重霞は気が急せいて駆かけ出したいほどだった。

「ジャンプ地点のエネルギー干かん渉しよう波はをキャッチしたでござる。天地殿どのは既すでに地球へ向かわれたと思われるでござる」

「至し急きゆう正せい確かくな航こう跡せきを割り出しなさい。分かり次し第だいこちらもジャンプするのです」

　忠ちゆう実じつなガーディアンたちの報告を聞きながら、阿重霞は少しホッとした気分になった。

　天地様の乗った皇家の船は低てい位いながら天地様の意い思しを読み取り、確かく実じつに地球への航路を辿たどっている。

　お母様の船ならわずかな時間差で追いつくだろう。

「天地様、今参りますわ」

　阿重霞は背を伸ばしてまっすぐ星々の海を見つめた。

　異変が起きたのはその直後だった。

「姫様、船の航跡を見み失うしなったでござる！」

「地球へのワープアウト地点を通過した形けい跡せきがないでござる。天地殿の船はまだ亜あ空くう間かん域いきに留とどまっていると推すい測そくされるでござる」

「何ですって!?　阿座化、火美猛、すぐ亜空間域を含ふくむ全ぜん空くう域いきに無む方ほう向こう探たん査さをかけなさい。アウトできる地点は限られているはずです。どんなことをしても見つけだすのよ！」

「御意！」

　しばらくの間、じりじりするような時が流れた。

　美砂樹の船とガーディアンが直ちよく接せつデータをやり取りする様よう子すを横目で見ながら、阿重霞は血の気けが引くような不安と戦っていた。

　樹雷の船が操縦者の意思に反して行ゆく方え不明になるなんて。

　天地様に一体何が!?

　もしや亜空間内の特とく異い点てんに取り込まれてしまったのでは!?

　それとも何か、低位の船では処しよ理りし切れないようなアクシデントが？

「お母様、津名魅様、助けて……天地様を捜さがして！」

　阿重霞は美砂樹の船とガーディアンに任まかせて手をこまねいたりはしなかった。

「阿座化！　鷲羽さんと地球の魎呼と清音さんに同時通信を送りなさい。緊きん急きゆう事じ態たいです！」

「了りよう解かい」

　阿重霞の放はなったＳＯＳは即そく座ざに銀河アカデミーの研究室と、魎りょう皇おう鬼きのコアとギャラクシーポリスのシャトルに受信された。

「なに？　天地殿が行方不明だって？」

　最初に飛び込んできたのはちょうど研究室にいた鷲羽からのアンシブル通信だった。

「一体どうしたの？　簡かん潔けつに話してちょうだい」

「天地様が……」

　スクリーンの鷲羽は眉まゆを寄せて阿重霞の語る経けい緯いを聞いていたが、最後まで聞かずに阿重霞の話を遮さえぎった。

「オッケー、ここじゃどうしようもないわ。今すぐ亜空間通路経けい由ゆで自分の研究室に戻るから阿重霞殿、あんたはもうちょっと探たん索さくを続けてて」

「分かりました。手がかりが見つかったらすぐに連絡致いたします」

　アンシブルが一いつ旦たん切れた。




「みゃあ！　みゃみゃみゃみゃ、みゃあん！」

　美星のブレスレットが鳴なり出したのと、ネコウサギ姿に戻った魎皇鬼が柾木家の居間に飛び込んできたのは砂沙美たちがみんなでスパゲッティを食べている最中だった。

「なに？　天地の船が!?」

　報告を受けた魎呼の顔色が変わったのを見、清音はフォークを置いて腰こしを浮かせた。

　美星がブレスレットのコールを止めると雪ゆき之の丞じようの声が割り込んできた。

「阿重霞殿より緊きん急きゆう通信、天地殿が事故に遭あった可能性が強いとのことでござる！」

「うそぉ……!?」

「天地がどうしたって!?」

　信幸は突とつ然ぜんの事件にスパゲッティの皿さらを持ったまま立ち上がり、美星は美星で絨じゆう毯たんの上にスパゲッティをぶちまけるところだった。

「阿重霞さんに連絡取らなきゃ」

「鷲羽さんの研究室にアンシブルがあるわ！」

　清音はもう駆かけ出していた。
















　美砂樹の船のブリッジに通信が入ったのはそのすぐ後あとのことである。

「阿重霞、てめえ!!」

「阿重霞さん！」

「お姉様!?」

　スクリーンに並んだ魎呼に信幸とミホキヨ、砂沙美が同時に喋しやベり出したせいで阿重霞は何にも聞き取れなかった。

「ちょっと、皆みなさん！　一人ずつ喋って下さいな！」

「天地兄ちゃん、どうしたの!?」

　砂沙美の声が皆みな一番聞きたいことの代表となった。

「実は……」

　阿重霞が経緯を話している間、スクリーンの五人はさすがに誰だれも口を挟はさまなかった。

「お母様の船でもダメなの？　お父様の船は？」

「そこはどこだ？　今すぐ座ざ標ひようを送れ。あたしは魎皇鬼で行く」

「待って」

　瞬しゆん間かん移い動どうしようとした魎呼を阿重霞の声が引き止めた。

「鷲羽さんがそちらに向かってますわ。そうしたらまた連絡して下さいな」

　通信が切れ、柾木家の人々は研究室のスクリーンの前に取り残された。




「どこまで行ってもおんなじだ……」

　天地は桜の骸むくろが積つもった大地の上をとぼとぼと歩いていた。

　天からは絶たえまなく新しい亡なき骸がらが舞まい落ちてくるが、大地に触ふれて積もると思った瞬間、夢のように消えてしまうのだ。

　それで足の下はいつも同じ厚あつみ、同じ感かん触しよくなのだった。

　ここはいつか見た夢の世界なんだろうか。

　果はてのない円えん環かんの中を堂どう々どう巡めぐりしているような気がして、天地はふいに足を止めた。

　違う。これは夢の世界でも別世界でもない。

　少女の言葉が昨日きのうのことのように蘇よみがえり、天地はハッと顔を上げた。

　あなたの目に映うつるものはあなたの心が見せているのよ。そんなに恐れていてはもう本当のことは見えないわ……。

　確かに少女はそう言った。

　あの言葉が真実ならば、俺は自分の心が見せた風景の中にいるということになる。

　堂々巡りしているのは心の方だ。

　出口がないと思えばそういうふうに、もう戻もどれないと思えば本当にそうなるのだ。

　そう思っているのは自分の心なのだから。

　じゃ、帰りたいと思えば帰れるのか？

　幻まぼろしだと思ったとたんに現実の世界に戻れるのか？

　天地は目を閉とじ、瞬間、強く強くイメージした。

　樹雷の船、そのブリッジに立つ自分、少女が現れる前の姿を。

　一瞬、わずかに幻げん影えいが薄れ、船のブリッジが透すけて見えたような気がした。

　が、目を開くと風景は元もと通どおりになっていた。

「やっぱりダメか……」

　そんなにうまくいくわけがないじゃないか……もう一人の自分が嘲あざ笑わらう。

　じゃ、諦あきらめるのか？

　ここにずっといるつもりなのか？

　心の底から思いがけなく強いエネルギーが湧わき起こってきた。

　ここには俺おれ一人しかいないんだ。

　俺が諦めてしまえばもうおしまいなんだ。

　誰も助けてくれないのは当たり前だ。

　だってここは、俺の心の中なんだから。

　天地は再び顔を上げた。

　もっと強いイメージが必要なのかもしれない。

　俺が本当に望んでいるもの、何よりも強く願っているもの……。

　例たとえば、地球の緑、生まれ育った岡山の風景、家を出ると石段があって、じっちゃんの神社へ繫つながっていて、畑には一面にニンジンの葉が揺ゆれていて、そして家には賑にぎやかなおしゃべりとケンカと笑い声が満ちていて、畑から戻った俺を温あたたかく迎むかえてくれる……。

　体に馴な染じんだ、そんな普ふ段だん着ぎの風景。

　そう、そうなんだ。

　薄いヴェールを剝はぐように、天地のイメージは段々くっきりと力強くなっていった。

　居間のソファには阿重霞さんがいて、砂沙美ちゃんが宿題をやっている。

　魎呼は梁はりの上からその様よう子すを眺ながめていて、鷲羽さんは研究室で何か研究に没ぼつ頭とうしている。

　夕方になるとジョージが台所に立ち、みんなで晩ばんごはんの食卓を囲かこむんだ。

　父さん、じっちゃん、メシ代を浮かしにきた美星さんと清音さん、阿重霞さんに砂沙美ちゃんに魎呼に鷲羽さん。

　もちろん魎皇鬼とミソカちゃんも一いつ緒しよだ。

　来年になれば、そこに麻由華ちゃんが加わる。

　今はまだ人の形をしていないけど、生まれたらきっと可か愛わいい女の子になるだろう。

　そうなんだ！

　天地の脳のう裏りを垣かい間ま見た未来の風景が過よぎった。

　麻由華ちゃん、君に「どうしてパパがいないの」なんて言わせない。

　君は俺や父さんやじっちゃんや、大おお勢ぜいのママたちに囲まれて、幸せに新しい人生を始めるんだ。

　だから俺は帰らなきゃいけない。

　魎呼だって阿重霞さんだってそばにいなきゃいけない。

　それが未来、俺の一番欲しかったミライなんだ。




　変われ、ミライ。俺は自分でミライのトビラを開く！




　天地がそう願った瞬間、空間が爆ばく発はつしたように弾はじけ散り、暗あん黒こくの海に星々が光の矢となって流れ始めた。

「地球へのワープアウトを終しゆう了りよう、あとワンスキップで御主人様の目標地点に到とう着ちやくします」

　樹雷の船の柔やわらかい声が聞こえた。

「戻もどってきた……」

　天地は迫せまりくる青い惑わく星せいを見つめ、何に感かん謝しやしたらいいか分からぬままに心の中で祈いのりを捧ささげた。

　ありがとう、みんな……俺が戻ってこられたのは君たちがいたからなんだね。




「天地殿の船を発見したでござる！」

「ワープアウト地点からエネルギー反応、地球に向かっているでござる！」

「見つかったのね!?」

　阿重霞はスクリーンに輝かがやく小さな輝き点てんに駆かけ寄った。

「すぐ後を追うのよ。一秒でも遅おくれたら許ゆるしません！」

「御ぎよ意い!!」

　阿重霞とガーディアンを乗せた美砂樹の船は即そく座ざに回かい頭とうし、亜空間域を脱だつ出しゆつした。

　柾木家の居間で、戻ってきた鷲羽とジョージを中心に頭を寄せ合っていた一同は、玄げん関かんの引き戸の音に跳とび上がった。

「誰？　遥よう照しようお兄様!?」

「砂沙美ちゃん！　戻ってきたの？」

「天地兄ちゃん!?」

　砂沙美は目をまん丸にし、ついでぶつかるように駆け寄ってきた。

「天地！　どこ行ってたんだよ!?」

　魎呼が脇わきから天地の首に腕をまわし、ミホキヨと信幸は口をぽかんと開けたまま行ゆく方え不明だったはずの主しゆ人じん公こうを見つめた。

「父さん、心配かけちゃってごめん。あのー……どうしてみんなここに集まってるんだ？」

「阿重霞殿から銀河中鳴なり響ひびくようなＳＯＳがあったからよ」

　鷲羽は天地の仰ぎよう天てんした顔を見返し、吹ふき出した。

「ったく、なんて人ひと騒さわがせな二人なの？　お陰かげ様さまで鷲羽ちゃん、失しつ業ぎようしちゃったわ」

「え？」

　天地はわけが分からないまま、いつ何なん時どきでも理り性せいを失わない天才科学者のにやにや笑いを見つめ返した。

「もう辞じ表ひよう出してきちゃったの。麻由華ちゃんのお世話も第二段階に入るしね」

「じゃ、帰ってきてくれたんですね？」

　天地の頰ほおに笑みが広がった。

「良かった。これでミライはオッケーだな」

「何のこと、ミライって？」

　と、再び玄関の引き戸が開く音がしたかと思うと、バタバタという足音と共に樹雷皇おう家け第一皇女が駆け込んできた。

「天地様!!」

　居間に再さい結けつ集しゆうした柾木家の人々は次の瞬間、信じがたいことが起こったのを目もく撃げきした。

「ごめんなさい、天地様」

　一同の目もく前ぜんで阿重霞が天地に腕を回し、熱ねつ烈れつなキスを浴あびせたのである。

「なッ……」

　さすがの魎呼も絶ぜつ句くしたのを後しり目めに、阿重霞は頰を紅こう潮ちようさせてラブコールを送り始めた。「わたくしが愚おろかでしたわ。天地様がこの家を出るのではなくて、わたくしが皇家を出ればよかったのです。阿重霞はたった今、皇家の名も契けい約やくの徴しるしも捨すててまいりました。これからは地球の女として天地様のお側そばで暮くらしとうございます」

「えっ、ホントに？　ありがとう、阿重霞さん」

　天地の意外な返へん答とうに一同はまた目を丸くした。

「俺、やっと分かったんだ。みんなここにいるから幸せなんだって。だからみんなにいてほしい、戻ってきてほしいんだ。魎呼、どこ行くんだよ？」

　怒おこったような困こまったような、複ふく雑ざつな表情で消え失うせようとしていた魎呼の手を天地が捕つかまえた。

「お願いがあるんだ。阿重霞さんと一いつ緒しよにママになってくれないか？」

「ママ!?」

　魎呼の頰が見る見るうちに染そまった。

「なんで阿重霞と一緒なんだよ!?」

「俺がパパになるから」

　天地はさすがに照てれくさそうに呟つぶやいた。

「砂沙美ちゃんも、美星さんも、清音さんも、鷲羽さんも、みんなママになってほしいんだ。ダメかな？」

「天地さん、そんなにいっぺんに結婚したら身が持ちませんよ～」

「うん、しょうがないさ」

　天地は笑い出した。

「美星さん、俺、絶対誰だれにも欠けてほしくないんだ。そしたらみんなと結婚するよりしょうがないだろ？」

「本気ですの!?」

　今度は阿重霞が呆あきれ果はてた顔で言い返した。

「ウソ……お父様よりひどいわ！」

「いやいや、天あつ晴ぱれ。これが俺の優ゆう柔じゆう不ふ断だんな息子むすこか？」

　信幸が誰にも聞こえないように呟いたのを鷲羽は聞き逃のがさなかった。

「天地殿どの、親おや父じ殿が誉ほめて下さってるわよ。これで来年の夏は盛せい大だいにお誕たん生じよう日びをやれるわね」

「あ！　そうか！　麻由華ちゃんが生まれるんだ！」

　砂沙美が大おお喜よろこびで飛び跳はねた。

「天地兄ちゃんパパだもんね。砂沙美はママじゃなくてお姉様って呼んでもらおうっと。砂沙美、一回でいいからお姉様になってみたかったんだ」

「なんだよォ……」

　魎呼が気の抜けた声で呟いた。

「阿重霞てめぇ、抜け駆がけしやがったら今度こそぶっ殺すからな」

「結けつ構こうですわ。あなたこそよーく見張ってなさいな」

　永えい遠えんのライバル同士はぴったり息の合ったタイミングで睨にらみ合った。

「俺、もしかして樹雷皇に殺されるかもな」

　天地は心の中で思ったが、口には出さなかった。

「これでやっと振り出しに戻ったんだな」

　天地は初めて夢の少女に遇あった日の誓ちかいを思い出していた。




　これから先、何が起きようと俺はこの幸せを守る！




　確かにそう誓ったのだった。

「父さん、今日は寿す司しでも取ろうか」

「いけません、天地さん。お金がもったいないですよ」

　間かん一いつ髪ぱつ、ジョージのささやかな心こころ遣づかいが信幸の財さい布ふを救すくった。

「うん。いや、まぁ……天地、よく帰ってきたな」

　信幸はこの場の誰よりも嬉うれしそうな顔で元もと通どおりになった家族を眺ながめ回していた。

「終わり善よければ全すべて善し、さ」
















　落らく葉ようする桜の下、勝かつ仁ひとはゆるゆると夕ゆう風かぜを楽しみながら池のほとりを散さん策さくしていた。

「久しぶりね、遥照」

　夕ゆう闇やみの中に仄ほの白じろく光る素す足あしが現れた、と思うと白い羽は衣ごろもを纏まとった少女が現れた。

「おお、普ふ賢げん。何年ぶりかのう。今度はどこでどんな悪わるさをしてきたのかな？」

「うふふ……内ない緒しよ」

　勝仁と、勝仁より永ながくこの地に住まう桜の精せいは、二人にしか分からぬ話を交かわしながらゆっくりと林の中に消えていった。





［完］










あとがき









　ずっと「天てん地ち」を応援して下さった皆さん、ありがとうございます。

　今度は十三冊目、そして最後の本をお届けします。

　小説版「天地」の最後の話を書こう……そう思ったのは実じつは今から一年半ほど前のことだったのですが……。

　92年、第一期シリーズ六本のＯＶＡに始まったこの物語はファンの皆さんに支ささえられ、愛されてここまで続いてきました。

　二つのＴＶシリーズ、二つの映画、コミックやゲーム、更さらには「天地」世界から派は生せいしたプリティサミー・シリーズなど、みなさんの熱いご支し持じと応おう援えんがなければとてもここまで作品世界が広がり、深まることはなかったでしょう。

「天地」の小説を書き継ついできた作者にとってもこの六年間は色々な経験をさせて戴いただき、また常に新しい物語に挑ちよう戦せんする機き会かいを与えて戴いた貴き重ちような六年間でした。

　今思うとしみじみ感かん慨がい深ぶかいものがあります。

　みなさんの熱い思いに支えられてここまで歩んできた「天地」の世界を、いつかみなさんのもとに返す日が来る。

　その時はどんな話にしたらいいんだろう……作者はずっとそんなことを考えてきました。

　結果、一年半前に考えていた話とはずいぶん違う話になりました。

　いくつかのヴァリエーションといくつかのストーリーが合わさり、融ゆう合ごうしてほぼ形が見えてきたのが「無む病びよう息そく災さい編へん」の『天てん女によ』を書いたあたりです。

　この物語はストーリー的にも時期的にもちょうど『真夏のイヴ』の麻ま由ゆ華かが再生されて誕たん生じようするまでの空白の部分にあたります。

　麻由華が柾ま木さき家けの新しい家族として生まれ変わるまでの期間、天地たちファミリーの間には一体何があったのでしょう……それがこの物語なのです。

　だから、この物語の本当のエンディングは映画の『真夏のイヴ』のエンディングに流れた、あの風景なのでした。

　初しよ夏かの日ひ射ざしを浴あびて、木こ漏もれ日びの中で生まれたばかりの小さな命を見守る天地ファミリー……その優やさしい、温あたたかい未来につながる物語をみなさんに送る最後の話にしよう、そう作者は思ったのです。

　麻由華が成長して小学校に上がる頃ころにはきっと、もっともっと賑にぎやかでハッピーな大だい家か族ぞくが出来上がっていることでしょう。

　その後の天地くんは？

　魎りよう呼こは？

　阿あ重え霞かは？

　砂さ沙さ美みやミホキヨ、鷲羽わしゆうやジョージ、そしてじっちゃんと父さんは？

　魎りよう皇おう鬼きとミソカちゃんは？

　……答えはみなさんの心の中にあるんだ、と作者は思っています。

　ひとりひとり、ミライのトビラを開けてまだ見ぬ明日に向かって踏ふみ出していくように、天地ファミリーたちもまた新しい未来を作っていくのでしょう。

　そう感じて戴ければいいな……と願っています。

　物語は無数にある……ひとつの物語の終わりは次の物語の始まりなのです。

　魎呼や阿重霞たちが心の枷かせや決まりごとに縛しばられた不自由な心を一枚一枚脱ぎ捨すてていったように、もっと自由に、もっと豊かに、みなさんの今生きているこの世界が輝かがやきますように。

　天地たちのささやかな物語が少しでもお役に立てればいいな……そう願ってやみません。

　なんだかマジメな話になってしまいましたが、そうそう、ひとつふたつ忘れておりました。

　自分の娘と大ゲンカしたあげくに家出された樹じゆ雷らい皇おう、阿あ主ず沙さはその後どうしているのでしょうか。

　作者の思うに、自分の失しつ態たいはさっさと棚たなに上げて大事な大事な阿重霞姫ひめに「子どもはまだか」コールをかけているのではないでしょうか。

　しかも一度は娘二人を「勘かん当どう」したのに、です。

　美み砂さ樹きと船ふな穂ほはそんな樹雷皇を適てき当とうにあしらいつつ、立てつつ、今日もまた宇宙に冠かんたる樹雷皇家をがっちり治おさめていることでしょう。

　実家の未来は今後も安あん泰たいだと思われます。

　阿主沙が岡山の名めい酒しゆを吞のみつつ、息子むすこ遥よう照しようの社しや務む所しよで密ひそかに愚ぐ痴ちをこぼす……という風景もありそうな……。

　その膝ひざには魎皇鬼がいるのでしょうか、大きくなったミソカちゃんがいるのでしょうか。

　ミホキヨが又コンビニ・スリースターズの看かん板ばん娘むすめに返り咲いたこともまだお話ししていませんでしたね。

　あれから星浦悟クンはちょくちょく柾木家に遊びに来るようになりました。

　宇宙の酒場で過ごした夜のことは一言も喋らないけれど、手みやげには必ずアイスを持ってきます。

　彼の心の中にあるミライのトビラはいつ開くのでしょうか。

　そんなことを考えているときりがありません。

　取りあえず、ひとまず小説版「天地」の物語はここでお開ひらきです。

　今まで応援して下さった皆さん、お手紙を下さった皆さん、ひとりひとりにお礼も出来ず、お返事も書けずにホントに申もうし訳わけありません。

　でもみんな宝物として大切にしまってあります。

　読者の皆さんに六年分の感かん謝しやをこめて……お世話になった編集部の方々にも感謝をこめて……。

　ホントにありがとうございました。




　次は違う世界の、新しい物語でまたお会いしましょう。

　乞こう御ご期き待たい！　と申し上げつつ、作者もミライのトビラを開こうと思っています。

　膝ひざの上の猫を撫なでながら


長谷川菜穂子　　
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